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まえがき
はじめに

本書では、 VERITAS Volume Manager Storage AdministratorTM の使用方法について説明しま
す。 Volume Manager Storage Administrator （VMSA） は、 VERITAS Volume ManagerTM のグ
ラフ ィカル ユーザ インタフェース （GUI） です。

対象読者

本書は、 VERITAS Volume Manager を使用してシステムの設定および管理を行うシステム
管理者を対象と しています。

本書では、 読者が以下の知識および経験を有している こ とを前提と します。

◆ システム管理の基本的な理解

◆ UNIXオペレーティング システムの実務知識

◆ VERITAS Volume Managerおよび関連する概念についての理解
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本書の構成
本書の構成

本書の構成は以下の通りです。

◆ 第 1章 「Storage Administratorの概要」 では、Volume Manager Storage Administratorの主
要コンポーネン トについて説明します。

◆ 第 2章 「設定と起動」 では、 Storage Administrator を設定および起動する方法について
説明します。

◆ 第 3章 「ディ スクに関するタスク」 では、 Storage Administrator を使用してディ スクを
設定および使用する方法について説明します。

◆ 第 4章 「ボ リ ュームに関するタスク」 では、 Storage Administrator を使用してボ リ ュー
ムと関連オブジェク ト を作成および使用する方法について説明します。

◆ 第 5章 「ホス トおよびク ラスタに関するタスク」 では、 Storage Administrator を使用し
てホス ト と ク ラスタにアクセスして使用する方法について説明します。

◆ 第 6章 「 ト ラブルシューティング」 では、Storage Administratorの警告、オブジェク トの
状態、およびその他の ト ラブルシューティングに関する ト ピッ クについて説明します。

◆ 「用語集」 には、 Storage Administratorに関する用語が記載されています。

関連マニュアル

関連情報については、 次のマニュアルを参照して ください。

◆ 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Reference Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』

◆ VERITAS Volume Manager と Storage Administratorのマニュアル ページ
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 表記規則
表記規則

次の表は、 本書で使用している表記規則を示したものです。

次の表に、 マウスの操作に関する用語を示します。

表記 用途 例

courier コンピュータによる出力、ユーザに

よ る入力、 コマン ド名、 フ ァ イル

名、 およびディ レク ト リ名

$ You have mail.

cat コマンドを実行する と、ファ イ

ルが表示されます。

$ ls -a

斜体 実際の名前または値を代入する

変数

$ cat ファイル名

用語 定義

ク リ ッ ク マウス  ボタンを押して離す。

ダブル ク リ ッ ク マウス  ボタンをすばやく 2回ク リ ッ クする。

マウスの右ボタン

でク リ ッ ク

マウスの右ボタンを押して離す。

押したまま マウス  ボタンを押したままにする。

ポイン ト マウス  ポインタを画面上の項目に合わせる。

選択 選択する項目の上にポインタを合わせ、マウス  ボタンをク リ ッ ク
する。

ド ラ ッグ マウス  ボタンを押したまま、 マウスを移動する。
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Storage Administratorの概要
 

1

はじめに

この章では、 VERITAS Volume Manager Storage Administratorの概要を紹介します。 Storage
Administratorの主要コンポーネン ト と一般的な操作についても説明します。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ Volume Manager Storage Administrator

◆ Storage Administratorの特徴

◆ メ イン  ウ ィンド ウ

◆ オブジェク ト  ツ リーとグ リ ッ ド

◆ メニュー バー

◆ ツールバー

◆ ステータス領域

◆ コマンド起動ウ ィンド ウ

◆ Storage Administratorのアイコン

◆ タスクの実施手順の概要

◆ 設定タスク

◆ 保守管理タスク

◆ 修復 / リ カバリ  タスク
1



Volume Manager Storage Administrator
Volume Manager Storage Administrator
VERITAS Volume Manager Storage Administratorは、Volume Managerのグラフ ィカル ユーザ
インタフェース （GUI） です。 Storage Administrator を使用して、 ローカルまたはリモート
のマシン上のディ スク、 ボ リ ューム、 およびファイル システムを管理できます。

Storage Administratorは、サーバと ク ラ イアン トから構成される Javaベースのインタフェー
スです。 Storage Administrator サーバは、 VERITAS Volume Manager が稼働している UNIX
マシン上で動きます。 Storage Administrator ク ラ イアン トは、 Java Runtime Environment を
サポート している任意のマシン上で動きます。

Storage Administratorの特徴
Volume Manager Storage Administratorには、 次の特徴があ り ます。

◆ 使いやすさ

Storage Administratorは、メニューまたはタスクの一覧を使用して種々のタスクを行う
ためのタスクベースのユーザ インタフェースです。 Storage Administrator を使用する
と、 管理者は、 システムを容易にナビゲート してその構成を設定できます。 システム
上のすべてのオブジェク ト を参照した り、特定のオブジェク トに関する詳細な情報を
表示したりする こ と も可能です。

◆ リ モート管理

管理者は、Storage Administrator を使用して、Volume Managerによる管理を リモート ま
たはローカルで実行できます。 Storage Administrator ク ラ イアン トは、 UNIX または
Windows マシン上で動きます。

◆ Javaベースのインタフェース

Storage Administrator ク ラ イアン トは、 純粋な Java ベースのインタフェースです。 こ
のため、管理者は Storage Administrator を Java アプ リケーシ ョ ンと して実行できます。

◆ スケーラビ リ テ ィ

Storage Administrator では、大量のディ スクを装備しているシステムを扱 う こ とができ
ます。 管理者は、 システム上のすべてのオブジェク ト 、 または個々のオブジェク トや
一連のオブジェク ト を参照する こ とができます。

◆ セキュ リ ティ

Storage Administrator は、 適切な権限を持つユーザのみが実行できます。 管理者は、
Storage Administrator の使用権を特定のユーザに限定する こ とができ ます。 Storage
Administrator では、 フ ァ イアウォールを超えたク ラ イアン ト とサーバ間の通信はサ
ポート していません。
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 Volume Manager Storage Administrator
◆ 読み取り専用モード

管理者は、 Storage Administrator を読み取り専用モードで実行できます。 このモード
は、監視、 ト レーニング、 または参照に適しています。 読み取り専用モードでは、 管
理者はシステム上のオブジェク ト を参照する こ とはできますが、管理操作を行う こ と
はできません。

◆ 複数ホス トのサポート

Storage Administrator ク ラ イアン トは、 複数のホス ト  マシンに同時にアクセスできま
す。 管理者は、 1 回の Storage Administrator ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンで、 複数のホス
トに接続し、各ホス ト上のオブジェク ト を表示して、各ホス トの管理タスクを実行す
る こ とが可能です。 各ホス ト  マシン上では Storage Administrator サーバを実行する必
要があ り ます。

◆ 各種オブジェク トの表示形式

Storage Administratorでは、オブジェク ト をさまざまな形式で表示するこ とができます。

◆ メ イン  ウ ィンド ウのツ リーとグ リ ッ ドには、システム上のオブジェク トが一覧表
示されます。

◆ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウには、ディ スク  グループ内のボ リ ューム、ディ ス
ク、 およびその他のオブジェク トがグラフ ィカルに表示されます。

◆ [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウには、 特定のボ リ ュームとそのコン
ポーネン トの詳細がグラフ ィカルに表示されます。

◆ [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウには、ボ リ ュームと対応す
るディ スク との関係が示されます。
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メイン ウィンドウ
メ イン ウィ ンドウ
Volume Manager Storage Administratorのメ イン  ウ ィンド ウ （図 1 を参照） は、 次の要素で
構成されています。

◆ オブジェク トの階層ツ リー

◆ オブジェク ト とその属性を一覧表示するグ リ ッ ド

◆ メニュー バー

◆ ツールバー

◆ ステータス領域

◆ [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] （デフォルトでは非表示）

ツールバーと [ コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]は、メ イン  ウ ィンド ウ と接合した り分離した り
する こ とができます （ド ッキングと呼ばれる機能）。グ リ ッ ドは、コピーして独立したウ ィ
ンド ウ と して表示できます。

図 1. メ イン ウィンドウ

メニュー バー

ツールバー

オブジェク ト  ツリー

グリ ッ ド

ステータス領域

分割バー

コマンド起動ウィンドウ
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 メイン ウィンドウ
オブジェク ト  ツリーとグリ ッ ド
Storage Administratorのメ イン  ウ ィンド ウは、 次の 2つの区画に分かれています。

◆ 左区画 （オブジェク ト  ツ リー）

左区画には、 オブジェ ク ト  ツ リーが表示されます。 オブジェク ト  ツ リーは、 Volume
Managerオブジェク ト とシステム上のほかのオブジェク ト を動的に階層状に表示した
ものです。 ツ リーの各ノードは、同じ種類のオブジェク トのグループを示します。 各
オブジェク ト  グループには、 グループ アイコンとグループ名が表示されます。

通常、 オブジェク ト  ツ リーには、 次のオブジェク ト  グループがノード と して表示さ
れます。

◆ ホス ト  － 現在の Storage Administrator ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンに接続しているホ
ス ト  マシン

◆ コン ト ローラ  － システム上のすべてのコン ト ローラ

◆ ディ スク  グループ － システム上のすべてのディ スク  グループ

◆ ディ スク  － システム上のすべてのディ スク

◆ エンク ロージャ  － システム上のすべてのエンクロージャ （ディ スク  アレイ）

◆ ファ イル システム － システム上にマウン ト されているすべてのファイル システム 

◆ 空きディ スク  プール － Volume Managerの管理下にあるが、ディ スク  グループに
は属していないディ スク  

◆ 未初期化ディ スク  － Volume Managerの管理下にないディ スク  

◆ ボ リ ューム  － システム上のすべてのボ リ ューム

◆ ク ラスタ （任意） － 一連のディ スクを共有するホス トのセッ ト ク ラスタは、 任意
の Volume Managerのク ラスタ機能を使用したク ラスタ環境でのみ表示されます。

これらのノードを展開 （プラス記号をク リ ッ ク） する と、 各ノードの下位にある階層
が表示されます。 オブジェク ト  ツ リー中のグループ アイコン （ノード） を選択する
と、 そのグループに属するオブジェク トが右区画に表示されます。

◆ 右区画 （グ リ ッ ド）

右区画には、 グ リ ッ ドが表示されます。 グ リ ッ ドは、 オブジェク ト とその属性を表形
式で表示したものです。 グ リ ッ ドには、現在オブジェク ト  ツ リー （左区画） で選択さ
れているグループ アイコンに属するオブジェク トが表示されます。グ リ ッ ドは動的で
あ り、 その内容を常に更新してオブジェク トに対する変更を反映します。

カラム見出しをク リ ッ クする と、 グ リ ッ ドの属性カラムを ソートする こ とができま
す。 見出しをも う一度ク リ ッ クする と、 逆順にソート されます。

分割バーはオブジェク ト  ツ リーとグ リ ッ ドを分離している垂直のバーです。 分割バーの
上でマウス  ボタンを押したまま左右にド ラ ッグする と、 左区画または右区画のサイズを
変更する こ とができます。
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メイン ウィンドウ
メニュー バー
メ イン  ウ ィンド ウの最上部にある メニュー バーには、 次のメニューがあ り ます。

◆ ファ イル

[ ファ イル ] メニューからは、 ボ リ ューム、 ディ スク  グループ、 またはファイル シス
テムを作成するための [新規 ] メニューにアクセスできます。 さ らに、 [ ファ イル ] メ
ニューでは、新しいホス ト接続の確立、 メ イン  ウ ィンド ウの内容の印刷、 メ イン  ウ ィ
ンド ウの終了、オブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウへのアクセス、Storage Administrator
の終了なども実行できます。

◆ オプシ ョ ン

[ オプシ ョ ン ] メニューからは、 Storage Administrator のコンポーネン トに関するユー
ザ設定を表示および設定する [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウにアクセスできます。また、
[ オプシ ョ ン ] メニューでは、 ユーザ設定の保存やロード、 ステータス領域からの警
告アイコンの削除、Storage Administratorの読み取り専用モードの設定なども実行でき
ます。

◆ ウ ィンド ウ

このメニューを通じて、 別の Storage Administrator のメ イン ウ ィ ンド ウ、 [ タスク  モ
ニタ ] ウ ィンド ウ、 [警告モニタ ] ウ ィンド ウ、 [ オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウ、 メ
イン  グ リ ッ ドのコピー、 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] を開きます。

◆ 選択項目 （状況順応式）

[ 選択項目 ] メニューは、 状況に順応する メニューです。 このメニューから、 選択さ
れているオブジェク トに対するタスクを実行できます。選択されているオブジェク ト
に応じて、 オプシ ョ ンが動的に変化します。 デフォルトでは、 [ 選択項目 ] メニュー
はグレー表示になっています。 オブジェク ト を選択する と、 [ 選択項目 ] の名前が変
わり、 選択したオブジェク トに対して実行できるタス クが表示されます。 たとえば、
ボ リ ュームを選択する と、[選択項目 ] メニューが [ ボ リ ューム ] メニューに変わり ま
す。 [ ボ リ ューム ] メニューからは、 ボ リ ュームに関するタスクにアクセスできます。

◆ ヘルプ

このメニューを通じて、 Storage Administrator のオンライン  ヘルプを表示する こ とが
できます。
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 メイン ウィンドウ
ツールバー

ツールバーには、 次のボタンがあ り ます。

◆ Volume Manager Storage Administrator

Volume Manager Storage Administrator [VMSA] ボタ ンを選択する と、 別の Storage
Administrator メ イン ウ ィンド ウが開きます。

◆ タスク

[ タスク ] ボタンを選択する と、 [ タスク  モニタ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 [ タスク  モ
ニタ ] ウ ィンド ウには、 現在のセッシ ョ ンで実行されたタスクが一覧表示されます。
それぞれのタスクについて、 タスクを実行したユーザ、 タスクのステータス、開始時
刻と終了時刻が表示されます。

◆ 警告

[ 警告 ] ボタンを選択する と、 [ 警告モニタ ] ウ ィンド ウが開きます。 [ 警告モニタ ]
ウ ィ ン ド ウでは、 障害またはエラーが発生したオブジェ ク ト が特定され、 障害やエ
ラーの内容が表示されます。 オブジェク トに障害またはエラーが発生する と、 メ イン
ウ ィ ン ド ウのステータス領域またはオブジェ ク ト のアイコン上に警告アイコンが表
示されます。

◆ 検索

[検索 ] ボタンを選択する と、システム上のオブジェク ト を検索するための [オブジェ
ク ト検索 ] ウ ィンド ウが開きます。[オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウはタブ形式のウ ィ
ンド ウであ り、それぞれのタブにはオブジェク トの種類に応じた検索オプシ ョ ンが用
意されています。

◆ グ リ ッ ド

[ グ リ ッ ド ] ボタンを選択する と、 メ イン  グ リ ッ ドのコピーを表示するウ ィンド ウが
開きます。 この新しいグ リ ッ ド  ウ ィンド ウは、グ リ ッ ドのコピーを作成したと きに表
示されていたオブジェク トの更新を反映してその内容を表示し続けます。

◆ 新規

[新規 ] ボタンを選択する と、 [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスが開きます。
このダイアログ ボッ クスを使用して、 ボ リ ュームを作成します。

◆ ホス ト

[ ホス ト ] ボタンを選択する と、 [ ホス トへ接続 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 こ
のダイアログ ボッ クスを使用して、 ホス ト  マシンへの接続を確立します。

◆ 属性

[属性 ] ボタンを選択する と、選択されているオブジェク トに関する [属性 ] ウ ィンド
ウが開きます。 オブジェク トの [属性 ] ウ ィ ンド ウには、 選択されているオブジェク
ト とその関連オブジェク トについての詳細な情報が表示されます。
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メイン ウィンドウ
◆ 印刷

[ 印刷 ] ボタンを選択する と、 選択したオブジェク トの [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クス
が開きます。 このダイアログ ボッ クスを使用して、特定のオブジェク トに関する詳細
を印刷します。

◆ カスタム

[ カスタム ] ボタンを選択する と、ユーザ設定を指定するための [ カスタム設定 ] ウ ィ
ンド ウが開きます。 [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウを使用する と、 Storage Administrator
のコンポーネン トの表示方法をカスタマイズできます。 [ カスタム設定 ] ウ ィ ンド ウ
はタブ形式のウ ィンド ウであ り、 それぞれのタブには Storage Administrator の特定部
分に関する設定オプシ ョ ンが用意されています。

ツールバー ハンドルは、 ツールバーの隣 りにある細いバーです。 ツールバー ハンドルを
使用して、 ツールバーを メ イン  ウ ィ ンド ウから分離した り、 メ イン  ウ ィ ンド ウの上下左
右へと移動した りする こ とができます。 ツールバーの表示位置を変更するには、 ツール
バー ハンドルの上でマウス  ボタンを押したまま、 ツールバーを新しい位置までド ラ ッグ
します。

ステータス領域 
ステータス領域は、 メ イン  ウ ィ ンド ウの最下部にあ り ます。 オブジェク トに障害または
エラーが発生する と、 ステータス領域に警告 （エラー） アイコンが表示されます。 エラー
の詳細は、 [警告モニタ ] ウ ィンド ウに表示されます。 [警告モニタ ] ウ ィンド ウを表示す
るには、 ステータス領域内の警告アイコンをク リ ッ ク します。

コマンド起動ウィンドウ

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]には、オブジェク トに対して実行できるタスクが一覧表示され
ます。 タスクごとに、該当するオブジェク トの種類、 コマンド （アクシ ョ ン）、 タスクの説
明が表示されます。[ コマンド起動ウ ィンドウ ]に表示されている一覧のタスクをク リ ッ ク
する と、 タスクが開始され、 該当するタスクのダイアログ ボッ クスが表示されます。

デフォルトでは、 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]は非表示になっています。 メ イン  ウ ィンド
ウの [ ウ ィンド ウ ] メニューから [ コマンド起動ウ ィ ンド ウ ] を選択する と、 コマンド起
動ウ ィ ンド ウの表示 /非表示を切り替える こ とができます。[ コマンド起動ウ ィンド ウ ] と
メ イン  ウ ィンド ウの分離 /接合を切り替える場合は、 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ カス
タム設定 ] を選択し、 [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウの [ メ インウ ィンド ウ ] タブで [ コマン
ド起動ウ ィンド ウの接合 ] をク リ ッ ク します。

分割バーは、オブジェク ト  ツ リーとグ リ ッ ドから [ コマンド起動ウ ィ ンド ウ ] を分離する
水平のバーです。 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] がメ イン ウ ィンド ウに接合している場合、
水平分割バーにポインタを合わせ、 マウス  ボタンを押したまま分割バーを上下にド ラ ッ
グする と、 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]の高さを調節できます。

それぞれのカラム見出しをク リ ッ クする と、 [ コマンド起動ウ ィ ンド ウ ] に一覧表示され
ている項目を、オブジェク トの種類、 コマンド、 またはタスクの説明の順にソートできま
す。 見出しをも う一度ク リ ッ クする と、 逆順にソート されます。
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Storage Administratorのアイコン
次の表に、 Storage Administratorに表示されるアイコンを示します。

アイコン 説明

オブジェク ト  アイコン :

Volume Manager

ホス ト

切断されたホス ト

ディ スク

空きディ スク

未初期化ディ スク

外部ディ スク

オフライン ディ スク

ディ スク  グループ

デポート されたディ スク  グループ

共有ディ スク  グループ

ボ リ ューム
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ルート /ブート  ボ リ ューム

プレッ クス

ミ ラー

ログ

サブディ スク

コン ト ローラ

エンクロージャ （ディ スク  アレイ）

サブパス （動的マルチパス）

ファ イル システム

ク ラスタ

ク ラスタ  ノード （ホス ト ）

QuickLog ファ イル システム

QuickLogボ リ ューム

アイコン 説明
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オブジェク トの表示アイコン :

コンカチネイテッ ド  レイアウ ト

ス ト ラ イプ レイアウ ト

RAID-5 レイアウ ト

コンカチネイテッ ド  プロ  レイアウ ト

ス ト ラ イプ プロ  レイアウ ト

ミ ラー レイアウ ト

混合レイアウ ト

ツールバー アイコン :

Storage Administrator ウ ィンド ウ

[ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウ

[警告モニタ ] ウ ィンド ウ

[オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウ

[ グ リ ッ ドのコピー ] ウ ィンド ウ

アイコン 説明
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[新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クス

[ ホス トへ接続 ] ダイアログ ボッ クス

オブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウ

[印刷 ] ダイアログ ボッ クス

[ カスタム設定 ] ウ ィンド ウ

ディ スクの展開表示

ディ スクの縮小

ボ リ ュームの展開表示

ボ リ ュームの縮小

プロジェクシ ョ ン

タスクのステータス アイコン :

実行中

完了

アイコン 説明
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異常終了

一時停止中

取り消し

終了

パフォーマンスの監視アイコン :

応答時間が最も低速

応答時間が低速

デフォルト

その他のアイコン :

警告

エラー メ ッセージ

情報

質問

警告

アイコン 説明
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タスクの実施手順の概要

この節では、Volume Manager Storage Administratorの一般的なタスクの概要を説明します。
これらのタスクは、 設定タスク、 継続的保守管理タスク、 修復または リ カバリ  タスクに
分類されます。 これらを始めとするタスクの実行手順については、 後の章で説明します。

設定タスク

Volume Manager と Storage Administrator を初めて使用する と きは、両方をインス トールし、
ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れて、ボリ ュームを作成する必要があり ます。

▼ Storage Administratorのインストールと設定
◆ Volume Manager をインス トールおよび初期化します。

◆ Storage Administrator をインス トールします。

◆ Storage Administrator を起動します。

これらのタ ス クについては、 第 2 章で説明し ます。 また、 『VERITAS Volume Manager
Installation Guide』 にも説明が記載されています。

▼ ディスクの設定

◆ 未初期化ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れます。

◆ 新しいディ スクを追加するディ スク  グループを作成します （任意）。

◆ 1つ以上のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン用のスペアと して指定します （任意）。

これらのタスクについては、 第 3章で説明します。

▼ ボリュームとファイル システムの設定
◆ ボ リ ュームを作成します。

◆ ボ リ ュームにファイル システムを配置します （任意）。

◆ 冗長化が必要なボ リ ュームのミ ラーを作成します。

これらのタスクについては、 第 4章で説明します。

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]のタスク

ユーザ設定の変更

チェッ ク  マーク

アイコン 説明
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 タスクの実施手順の概要
▼ ホスト とクラスタへのアクセス

◆ 別のホス ト  マシンに接続します。

◆ 共有ディ スク  グループを作成します。

これらのタスクについては、 第 5章で説明します。

保守管理タスク  
ディ スク とボ リ ュームを設定したら、必要に応じて次の保守管理タスクのすべて、または
一部を実行します。

▼ オブジェク トの監視

◆ メ イン  ウ ィンド ウのツ リー （左区画） とグ リ ッ ド （右区画） を使用して、 システム上
のディ スク、ボ リ ューム、 ファ イル システム、およびその他のオブジェク ト を参照し
ます。

◆ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウを使用して、特定のディ スク  グループ内のディ スク、
ボ リ ューム、 およびその他のオブジェク ト をグラフ ィカルに表示します。

◆ [ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィ ンド ウを使用して、ボ リ ュームと対応
するディ スクの関係を参照します。

◆ [ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウを使用して、特定のボ リ ュームとその構成
要素をグラフ ィカルに表示します。

◆ オブジェク トの [属性 ] ウ ィ ンド ウを使用して、選択したオブジェク トについての詳細
な情報を参照します。

◆ [警告モニタ ] ウ ィンド ウを使用して、警告アイコンが表示されたオブジェク トに関す
るエラーまたは障害についての情報を参照します。

これらのウ ィ ンド ウについては、 第 2章で説明します。

▼ ディスクの保守管理

◆ Volume Managerの管理下に、 追加ディ スクを組み入れます。

◆ ディ スク  グループを追加作成します。

◆ ディ スク  グループを現在のディ スク  グループ バージ ョ ンにアップグレード します。

これらのタスクについては、 第 3章で説明します。

▼ ボリュームの保守管理

◆ 必要な領域の増加に合わせて、 ボュームのサイズを大き く します。

◆ ボ リ ュームのレイアウ ト を変更します。

◆ ミ ラーリ ングされていないボ リ ュームを冗長化する必要がある場合は、ボ リ ュームに
ミ ラーを追加します。
第 1章  Storage Administratorの概要 15



タスクの実施手順の概要
◆ ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーを作成してから、ボ リ ュームをバッ クアップし
ます。

◆ ボ リ ュームが使用している領域を再編成します （サブディ スクを別のディ スクに移動
する）。

これらのタスクについては、 第 4章で説明します。

▼ ファイル システムの保守管理

◆ ボ リ ューム上に別のファイル システムを配置します。

◆ 必要な領域の増加に合わせて、 ファ イル システムのサイズを大き く します。

◆ vxfs ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーを作成してから、ファ イル システ
ムをバッ クアップします。

これらのタスクについては、 第 4章で説明します。

修復 / リカバリ  タスク  
ディ スクまたはシステムに障害が発生した場合、必要な リ カバリ  タスクがVolume Manager
によって自動的に実行されます。ただし、次のよ うなユーザによる リ カバリ操作が必要な
場合もあ り ます。

▼ ディスク障害が発生した場合のボリュームの保護

◆ 障害が発生したディ スクを退避させます。

◆ 障害が発生したディ スクを交換します。

これらのタスクについては、 第 3章で説明します。

▼ ボリュームの修復 / リカバリ

◆ ボ リ ュームを リ カバリ します。

◆ 障害が発生したディ スク上のすべてのボ リ ュームを リ カバリ します。

◆ ディ スク  グループ内のすべてのボ リ ュームを リ カバリ します。

◆ ボ リ ュームの起動

◆ ボ リ ュームを リ カバリできない場合は、 バッ ク ップから リ ス ト アします。

これらのタスクについては、 第 3章、 第 4章、 および第 6章で説明します。

▼ ファイル システムの修復 / リカバリ

◆ 破損した可能性があるファ イル システムの整合性を検査します。

これらのタスクについては、 第 4章で説明します。
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設定と起動
 

2

はじめに

この章では、 Volume Manager Storage Administrator を設定および起動する方法について説
明します。 Storage Administratorの主要コンポーネン トの使用方法についても紹介します。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ インス トールと設定

◆ Storage Administratorの起動

◆ 読み取り専用モードでの Storage Administratorの実行

◆ オブジェク トの選択

◆ オブジェク ト とオブジェク ト属性の表示

◆ ツ リーとグ リ ッ ド

◆ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ

◆ [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウ

◆ [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウ

◆ オブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウ

◆ タスクの実行

◆ メニュー バーからのタスクの実行

◆ ポップアップ メニューからのタスクの実行

◆ [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]からのタスクの実行

◆ ダイアログ ボッ クスの使用

◆ ダイアログ ボッ クスでのオブジェク トの指定

◆ コマンドの表示

◆ [ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウ

◆ コマンド  ログ
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インス トールと設定
◆ ユーザ設定の指定

◆ [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウ

◆ オブジェク ト または空き領域の検索

◆ 警告への対応

◆ 印刷

◆ Storage Administratorの終了

インストールと設定

Volume Manager Storage Administratorは、サーバ （vmsa_server） と ク ラ イアン ト （vmsa）
から構成されます。 まず、 Volume Manager が稼働している UNIX マシン上に Storage
Administratorサーバをインス トールして実行する必要があ り ます。Storage Administrator ク
ラ イアン トは、 Java Runtime Environment をサポート しているマシン上にインス トールし
て実行できます。

Storage Administrator を使用するには、 事前に次の処理を行う必要があ り ます。

1. 管理対象のマシン上に VERITAS Volume Manager をインス トールします。vxinstall
を実行して、 rootdgディ スク  グループを作成し、少な く と も 1つのディ スクを初期
化します。

2. 管理対象のマシン上に、Storage Administratorサーバと ク ラ イアン ト をインス トールし
ます。

3. ルート  ユーザ以外のユーザがStorage Administratorにアクセスする必要がある場合は、
セキュ リ ティ を設定して、 Storage Administrator を実行できるユーザを指定します。

4. Storage Administrator ク ライアン ト を管理対象マシン以外のマシンから実行する場合
は、 ク ラ イアン ト を実行するマシン上に Storage Administrator をインス トールします。

5. 管理対象のマシン上で Storage Administratorサーバを起動します。

6. Storage Administrator ク ラ イアン ト を起動します。

Volume Manager と Storage Administrator をインス トールおよび設定する方法の詳細につい
ては、 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』 を参照して ください。
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Storage Administratorの起動

注 Storage Administratorは、 適切な権限を持つユーザのみが実行でき ます。 Storage
Administrator のセキュ リ ティ とアクセス権限の詳細については、 『VERITAS Volume
Manager Installation Guide』 を参照して ください。

Storage Administrator を使用して、ローカル マシンまたはリモート  マシンを管理できます。
管理対象のマシン上で、 Volume Managerデーモン （vxconfigd） と Storage Administrator
サーバ （vmsa_server） が実行されている必要があ り ます。 Storage Administrator をイン
ス トールする と、システムの起動時に Storage Administratorサーバが自動的に起動します。

▼ Storage Administratorサーバの起動

❖ Storage Administratorサーバが起動していない場合は、次のコマンドを入力してサーバ
を起動します。
vmsa_server & 

❖ Storage Administratorサーバが起動しているかど うかを確認するには、次のコマンドを
入力します。
vmsa_server -q

▼ Storage Administrator クライアン トの起動

UNIX

❖ ローカル UNIX マシンを管理するには、 次のコマンドを入力します。
vmsa

❖ リ モート UNIX マシンを管理するには、 次のコマンド入力します。
vmsa リモートマシン名

Windows

❖ リ モート UNIXマシンを管理するには、[スタート ]→[プログラム ]→[VERITAS Volume
Manager Storage Administrator]→ [VERITAS Volume Manager Storage Administrator] を選
択します。
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Storage Administrator ク ラ イアン トが起動する と、 [ ホス トへ接続 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。 Storage Administrator セッシ ョ ンを開始するには、 このダイアログ ボッ ク
スに、 次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、[了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。Volume Manager Storage
Administratorのメ イン ウ ィ ンド ウが表示されます。

注 入力するユーザ名とパスワードは、管理対象マシン上のパスワード  ファ イルか、対
応する NIS （Network Information Name Service） テーブルに記述されている必要があ
り ます。 ユーザ名は、 グループ ファ イルまたは NIS グループ テーブルの VERITAS
グループ エン ト リ （デフォルトでは vrtsadm） にも記述されている こ とが必要で
す。 vrtsadm エン ト リがない場合、 Storage Administrator を実行できるのはルート
ユーザのみです。

Storage Administrator ク ラ イアン トは、 複数のホス ト  マシンに同時にアクセスできます。
あるホス ト上で Storage Administrator ク ラ イアン ト を起動し、 その同一セッシ ョ ンから別
のホ ス ト に接続する こ と が可能です。 この場合、 各々のホ ス ト  マシン上で Storage
Administratorサーバを実行しておく必要があ り ます。

サーバ ホス ト : 管理対象のマシンの名前を入力します。 このマシン上で、 Volume
Manager と Storage Administratorの両方が実行されている必要があ り
ます。

ユーザ名 : ログイン名を入力します。 Storage Administratorは、適切な権限を持
つユーザのみが実行できます。

パスワード : パスワードを入力します。

選択オプシ ョ ン 今後、 この Storage Administrator ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンからホス
ト に接続する際のデフォル ト 設定と して特定のユーザ名とパス

ワードを使用するには、 [デフォルトユーザ ] を選択します。
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読み取り専用モードでの Storage Administratorの実行
Storage Administrator サーバは読み取り専用モードで実行できるため、 オブジェ ク ト を監
視または参照する場合に役立ちます。 読み取り専用モードでは、 Storage Administrator を
介してシステム上のオブジェク ト を参照できますが、管理処理を実行する こ とはできませ
ん。 Storage Administrator を読み取り専用モードで実行した場合、 メ イン  ウ ィンド ウ とダ
イアログ ボッ クスのタイ トル バーに、[読み取り専用モード ] という文字が表示されます。

デフォルトでは、 Storage Administratorは完全操作モードです。読み取り専用モードは、ホ
ス ト単位またはユーザ単位で設定できます。 Storage Administrator サーバと ク ラ イアン ト
の両方またはいずれか一方を読み取り専用モードに設定する こ と もできます。読み取り専
用サーバに接続するク ライアン トはすべて読み取り専用モードになり ます。

Storage Administrator を読み取り専用モードだけで実行する権限を持つユーザのリ ス ト を
指定するには、vrtsro という名前のグループを管理対象のマシン上の /etc/groupファ
イルまたは NIS （Network Information Name Service） グループ テーブルに追加します。 こ
の vrtsro グループには、Storage Administrator を読み取り専用モードでのみ実行でき、完
全操作モードでは実行できないユーザの名前を指定する必要があ り ます。

Storage Administrator を読み取り専用モードで実行するには、 次のいずれかの方法を実行
します。

❖ メ イン  ウ ィンド ウから、[オプシ ョ ン ] メニューの [読み取り専用モード ] を選択し、現
在のセッシ ョ ンの読み取り専用モードをオン （またはオフ） にします。

❖ サーバを読み取り専用モードで起動するには、 次のコマンドを入力します。

vmsa_server -r

サーバを停止して再起動するまで、読み取り専用モードが有効にな り ます。 サーバを
停止するには、 vmsa_server -k を使用します。

❖ ク ラ イアン ト を読み取り専用モードで起動するには、 次のコマンドを入力します。

vmsa -r 

❖ 特定のホス ト上で Storage Administrator を読み取り専用モードで実行する権限を持つ
ユーザと して、 ホス ト  マシンに接続します。 これによって、 特定のホス ト  マシンだ
けを読み取り専用モードにする こ とができます。
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オブジェク トの選択

ほとんどのStorage Administratorウ ィンド ウでは、次の方法でオブジェク ト を選択できます。

❖ 1つのオブジェク ト を選択するには、 そのオブジェク ト をク リ ッ ク します。

❖ 複数のオブジェク ト を選択するには、 Ctrl キーを押したまま、 必要なオブジェク ト を
選択していきます。 この方法で選択するオブジェク トは、隣接していな くてもかまい
ません。

❖ 隣接する複数のオブジェク ト を選択するには、選択範囲の最初のオブジェク ト を選択
し、 Shift キーを押したまま範囲内の最後のオブジェク ト を選択します。 最初のオブ
ジェク ト を選択してから、マウス  ボタンを押したまま、最後のオブジェク ト までマウ
ス  ポインタをド ラ ッグする方法でも、 複数の隣接するオブジェク ト を選択できます。

ダイアログ ボッ クスからオブジェク ト を選択する方法については、「ダイアログ ボッ クス
の使用」 を参照して ください。

オブジェク ト とオブジェク ト属性の表示

Storage Administrator では、 オブジェク ト とその属性を次のよ うな形式で表示できます。

◆ ツ リーとグ リ ッ ド

メ イン ウ ィ ン ド ウのツ リーとグ リ ッ ドには、 システム上のボ リ ューム、 ディ ス ク、
ファ イル システム、その他のオブジェク トが表示されます。グ リ ッ ドには、一覧表示
されたオブジェク ト属性の一部も表示されます。

◆ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウには、特定のディ スク  グループのディ スク、ボ リ ュー
ム、 およびその他のオブジェク トがグラフ ィカルに表示されます。

◆ [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウ

[ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウには、 1 つのボ リ ュームとその構成要素
（ ミ ラー / プレッ クスおよびサブディ スク） がグラフ ィカルに表示されます。

◆ [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウ

[ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウには、 ボ リ ュームと対応する
ディ スク との関係が表示されます。

◆ オブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウ

個々のオブジェク トに関する詳細な情報が表示されます。

この節では、これらの手段を使用してオブジェク ト と属性を表示する方法について説明し
ます。
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ツリーとグリ ッ ド  
メ イン  ウ ィ ン ド ウのツ リーとグ リ ッ ドには、 システム上のボ リ ューム、 ディ スク、 ファ
イル システム、その他のオブジェク トが表示されます。オブジェク ト  ツ リーは、オブジェ
ク ト  グループを階層的に表示したものです。 グ リ ッ ドは、 オブジェク ト とその属性の一
部を表形式で表示したものです。 Storage Administrator は、 システム上のオブジェク ト を
常に監視して、 ツ リーとグ リ ッ ドの表示内容を適切に更新します。

新規オブジェク トの作成、接続、ウ ィ ンド ウ内の情報の印刷、オブジェク トの [属性 ] ウ ィ
ンド ウへのアクセスを実行するには、 [ ファ イル ] メニューを使用します。 このメニュー
から、 ウ ィ ン ド ウを閉じた り、 Storage Administrator を終了した りする こ と もできます。
ユーザ設定を表示した り、 Storage Administrator を読み取り専用モードに設定するには、
[オプシ ョ ン ] メニューを使用します。[ ウ ィンド ウ ] メニューやツールバー ボタンを使用
する と、 その他の Storage Administrator のウ ィ ンド ウが開きます。 状況に順応する [ 選択
項目 ] メニューやポップアップ メニューを使用する と、選択したオブジェク トに関するタ
スクを実行したり、その属性を表示した りする こ とができます。オブジェク トのポップアッ
プ メニューにアクセスするには、 オブジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク します。

詳細については、 第 1章のオブジェク ト  ツ リーとグ リ ッ ドの説明を参照して ください。

図 2 に、 ボ リ ュームを表示しているツ リーとグ リ ッ ドを示します。 オブジェク ト  ツ リー
は左区画に、 グ リ ッ ドは右区画に表示されます。

図 2. ツリー /グリ ッ ドによるボリュームの表示
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ツ リーとグ リ ッ ドでは、 次の方法でオブジェク ト を表示できます。

❖ ツ リー内の特定のオブジェク ト  グループ ノードの階層を下位に展開または上位に畳
むには、 ノードの左側のプラス記号 （+） またはマイナス記号 （-） をク リ ッ ク します。

❖ 特定のオブジェク ト  グループに属するオブジェク ト を表示するには、 オブジェク ト
ツ リー中の該当するオブジェク ト  グループをク リ ッ ク します。選択したオブジェク ト
グループに属するすべてのオブジェク トがグ リ ッ ドに表示されます。

例 : 

すべてのボ リ ュームを表示するには、 オブジェク ト  ツ リー中の [ ボ リ ューム ] をク
リ ッ ク します。 システム上のすべてのボ リ ュームがグ リ ッ ドに表示されます。 各ボ
リ ュームとその属性が一覧表示されます。

rootdg ディ スク  グループに属するボ リ ュームをすべて表示するには、 [ディ スクグ
ループ ]、 [rootdg] の順にノードを展開 （[+] をク リ ッ ク） します。 rootdg]の下位
にある [ボ リ ューム ]をク リ ッ クする と、rootdgディ スク  グループに属するボ リ ュー
ムのみがグ リ ッ ドに表示されます。

❖ グ リ ッ ドに一覧表示されているオブジェク ト  グループのオブジェク ト を表示するに
は、グ リ ッ ド内のオブジェク ト  グループをダブルク リ ッ ク します。選択したオブジェ
ク ト  グループに属するすべてのオブジェク トがグ リ ッ ドに表示されます。

例 :

グ リ ッ ドに一覧表示されているディ ス ク  グループのボ リ ュームを表示するには、 グ
リ ッ ド中のディ スク  グループ名をダブルク リ ッ ク してから、 [ ボ リ ューム ] をダブル
ク リ ッ ク します。選択したディ スク  グループに属するすべてのボ リ ュームがグ リ ッ ド
に表示されます。

ほかのオブジェク ト （子オブジェク ト ） を持たないオブジェク ト をダブルク リ ッ クす
る と、 子オブジェク トではな く、 そのオブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウが表示され
ます。

❖ グ リ ッ ド内のオブジェク ト を特定の属性によってソートするには、 カラム見出しをク
リ ッ クします。ソート順を逆にするには、同じカラム見出しをも う一度ク リ ッ クします。

例 :

ボ リ ュームをサイズによってソートするには、 グ リ ッ ドの [ サイズ ] カラム見出しを
ク リ ッ ク します。

❖ グ リ ッ ドのカラム幅を変更するには、 カラム見出しの区切にポインタを合わせ、 マウ
ス  ボタンを押したまま、 新しい位置まで区切線をド ラ ッグします。

❖ 左区画 （ツ リー） や右区画 （グ リ ッ ド ） のサイズを変更するには、 垂直分割バーにポ
インタを合わせ、マウス  ボタンを押したまま、新しい位置まで分割バーをド ラ ッグし
ます。
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❖ グ リ ッ ド内容のコピーを作成するには、[ウ ィンド ウ ] メニューから [ メ イング リ ッ ドの
コピー ] を選択します。 コピーしたグ リ ッ ドが、 別のウ ィンド ウに表示されます。 新
しいグ リ ッ ド  ウ ィンド ウは、グ リ ッ ドのコピーを作成したと きに表示されていたオブ
ジェク トの更新を反映してその内容を表示し続けます。グ リ ッ ドのコピーを複数作成
して、それぞれのグ リ ッ ド  ウ ィ ンド ウに一連の別種のオブジェク ト を表示しておく こ
とができます。たとえば、 あるグ リ ッ ド  ウ ィンド ウにはボ リ ュームを表示し、別のグ
リ ッ ド  ウ ィンド ウにはディ スクを表示しておく こ とが可能です。

❖ グ リ ッ ドの内容を印刷するには、[ファ イル ] メニューの [グ リ ッ ドの印刷 ]を選択し、[
印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。グ リ ッ ド内に表示される特定
のオブジェ ク トに関する詳細情報を印刷する場合は、 オブジェ ク ト を選択してから、
[ ファ イル ] メニューの [印刷 ] を選択し、 [印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目
を指定します。

[ オブジェク ト表示 ]ウィンドウ 
[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウには、特定のディ スク  グループのボ リ ューム、ディ スク、
およびその他のオブジェク トがグラフ ィカルに表示されます。 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィ
ンド ウは動的であ り、オブジェク ト属性が変更される と、 このウ ィンド ウに表示されるオ
ブジェク ト も自動的に更新されます。 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウでは、 オブジェク
ト を選択した り、 オブジェク トに対するタスクを実行する こ とができます。

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウは、 次の 2つの主要な区画から構成されています。

◆ ボ リ ューム区画 （上部）

ボ リ ューム区画には、特定のディ スク  グループに属するボ リ ュームがグラフ ィカルに
表示されます。 この区画では、 ボ リ ュームに関する詳細をさまざまなレベルで表示で
きます。 ボ リ ュームは、 次のいずれかのモードで表示可能です。

◆ 基本モードでは、 ボ リ ュームに関する最小限の情報が表示されます。 このモード
の場合、 ボ リ ュームが圧縮表示されます。

◆ レイアウ ト  モードでは、ボ リ ュームの構成要素と レイアウ トが表示されます。 こ
のモードの場合は、カラムやログだけでな く、ボ リ ュームのサブディ スク と ミ ラー
も表示されます。

◆ 詳細モードでは、 ボ リ ュームおよびその構成要素に関する詳細情報が表示されま
す。このモードの場合は、ボ リ ュームおよびその構成要素の属性が表示されます。

◆ ディ スク区画 （下部）

ディ スク区画には、特定のディ スク  グループに属するディ スクがグラフ ィカルに表示
されます。この区画では、ディ スクに関する詳細をさまざまなレベルで表示できます。
ディ スクは、 次のいずれかのモードで表示可能です。

◆ 基本モードでは、 ディ スクに関する最小限の情報が表示されます。 このモードの
場合、 ディ スクは圧縮表示されます。

◆ レイアウ ト  モードでは、ディ スクの領域とレイアウ トが表示されます。 このモー
ドの場合は、 ディ スク上のサブディ スク と空き領域が表示されます。
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◆ 詳細モードでは、 ディ スク とそのサブディ スク、 および空き領域に関する詳細情
報が表示されます。 このモードの場合は、 ディ スク とその領域の属性が表示され
ます。

水平分割バーを移動して、両方の区画の相対サイズを調整する こ とができます。ボ リ ュー
ム区画とディ スク区画のサイズを変更するには、水平分割バーにポインタを合わせ、マウ
ス  ボタンを押したまま、 新しい位置まで分割バーをド ラ ッグします。

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの最上部にある メニュー バーには、次のメニューがあ り
ます。

◆ [ ファ イル ]

[ ファ イル ] メニューからは、 ボ リ ュームやファ イル システムを作成するための [ 新
規 ] メニューにアクセスできます。 さ らに、 [ ファ イル ] メニューでは、別のディ スク
グループの表示、 選択したオブジェク ト属性の印刷、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド
ウの終了、 オブジェク トの [属性 ] ウ ィ ンド ウへのアクセスも実行できます。

◆ [オプシ ョ ン ]

[ オプシ ョ ン ] メニューからは、 [ ボ リ ューム ] メニューと [ディ スク ] メニューにア
クセスできます。 こ こで、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ内のすべてのボ リ ューム
やディ スクの表示モードを設定し、すべてのボ リ ュームやディ スクを下位に展開また
は上位に畳むこ とができます。 さ らに、 [オプシ ョ ン ] メニューでは、プロジェクシ ョ
ンの設定も削除できます。

◆ [ ウ ィンド ウ ]

[ ウ ィンド ウ ] メニューから、 関連付けが解除されているオブジェク トの表示ウ ィン
ド ウや [プロジェクシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウを開く こ とができます。

◆ 選択項目 （状況順応式）

状況に順応する [選択項目 ] メニューを使用する と、 選択されているオブジェク トに
関するタ スク を実行したり 、 その属性を表示したり する こ と ができます。 [ 選択項
目 ] メニューのメニュー名やオプシ ョ ンは、 選択したオブジェク トの種類に応じて動
的に変化します。

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの最上部にあるツールバーには、次のボタンがあ り ます。

◆ ボ リ ュームの展開表示

ボリ ュームの展開表示ボタンを選択する と、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィ ンド ウ内のす
べてのボ リ ュームに関する詳細情報が表示されます。 このボタンを選択する と、前の
モードに応じて、レイアウ ト  モードまたは詳細モードのいずれかでオブジェク トが表
示されます。

◆ ボ リ ュームの縮小

ボ リ ュームの縮小ボタンを選択する と、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ内のすべて
のボ リ ュームの詳細情報が非表示になり ます。 このボタンを選択する と、前のモード
に応じて、レイアウ ト  モードまたは基本モードのいずれかでオブジェク トが表示され
ます。
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◆ ディ スクの展開表示

ディ スクの展開表示ボタンを選択する と、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ内のすべ
てのディ スクに関する詳細情報が表示されます。 このボタンを選択する と、前のモー
ドに応じて、レイアウ ト  モードまたは詳細モードのいずれかでオブジェク トが表示さ
れます。

◆ ディ スクの縮小

ディ スクの縮小ボタンを選択すると、[オブジェク ト表示 ]ウ ィンド ウ内のすべてのディ
スクの詳細情報が非表示になり ます。 このボタンを選択すると、 前のモードに応じて、
レイアウ ト  モードまたは基本モードのいずれかでオブジェク トが表示されます。

◆ [プロジェク ト ]

[プロジェク ト ] ボタンを選択する と、 [プロジェクシ ョ ン ] ウ ィンド ウが開きます。

◆ [印刷 ]

[印刷 ] ボタンを選択する と、 選択したオブジェク ト属性が印刷されます。

ツールバー ハンドルは、 ツールバーの隣 りにある細いバーです。 ツールバー ハンドルを
使用する と、ツールバーをウ ィ ンド ウから分離した り、 ウ ィンド ウの上下左右に移動する
こ とができます。 ツールバーの表示位置を変更するには、 ツールバー ハンドルの上でマ
ウス  ボタンを押したまま、 ツールバーを新しい位置までド ラ ッグします。

プロジェクシ ョ ンでは、特定のオブジェク トに関連するオブジェク ト 、 またはその一部で
あるオブジェク ト を強調表示する こ とによって、オブジェク ト間の関係を示します。ディ
スク とボ リ ュームの両方がレイアウ ト  モードまたは詳細モードになっている場合は、 ボ
リ ューム （またはディ スク） 内のサブディ スクをク リ ッ クする と、対応するディ スク （ま
たはボ リ ューム） のサブディ ス クの位置が強調表示されます。 別のプロジェ クシ ョ ン  オ
プシ ョ ンにアクセスするには、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ内でオブジェク ト を選択
し、 [ プロジェクシ ョ ン ] ウ ィンド ウ （[ ウ ィンド ウ ]→ [ プロジェクシ ョ ン ]） で、 強調
表示するオブジェク トの種類を選択します。

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウでは、 サブディ スク  アイコンを新しい位置までド ラ ッグ
して、 サブディ ス クを移動する こ とができます。 サブディ ス クは、 別のディ ス クや同じ
ディ スク上のギャ ップにド ラ ッグできます。サブディ スクを移動するには、サブディ スク
にポインタを合わせ、 マウス  ボタンを押したまま、 サブディ スクを別の場所までド ラ ッ
グします。サブディ スクを移動する場合は、ボ リ ュームのディ スク領域が再編成される こ
とに注意して ください。

[ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウには、 ボ リ ュームに関連付けられているプレッ クス とサ
ブディ スクが表示されます。 ボ リ ュームとは関係ない Volume Manager オブジェク ト （関
連付けを解除したプレッ クスなど） を表示するには、関連付けが解除されている項目の表
示ウ ィ ンド ウ （[ ウ ィンド ウ ]→ [関連付けを解除した項目を表示 ]） を開きます。
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図 3 は、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィ ンド ウに表示されるボ リ ュームとディ スクを示してい
ます。

図 3. [ オブジェク ト表示 ]ウィンドウ
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図 4 は、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィ ンド ウに表示されるボ リ ュームの構成要素を示してい
ます。

図 4. [ オブジェク ト表示 ]ウィンドウ内のボリューム

[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウでは、 次の方法でオブジェク ト を表示できます。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウを表示するには、メ イン ウ ィンド ウのグ リ ッ ドでディ
スク  グループを選択し、[選択項目 ] メニューから [ディ スクグループ ]→ [オブジェ
ク ト表示 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示]ウ ィ ンド ウにすべてのボ リ ュームのレイアウ ト と構成要素を表示
するには （レイアウ ト  モード）、 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ ボ リ ューム ]→ [ レイ
アウ ト ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウのすべてのボ リ ュームを圧縮し、各ボ リ ュームの最小
限の情報だけを表示するには （基本モード）、 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ ボ リ ュー
ム ]→ [基本 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示]ウ ィ ンド ウに、すべてのボ リ ュームの詳細情報を表示するには（詳
細モード）、 [オプシ ョ ン ] メニューから [ ボ リ ューム ]→ [ レイアウ ト ] を選択し、 さ
らに [オプシ ョ ン ] メニューから [ボ リ ューム ]→ [すべてを展開表示 ] を選択します。
ボ リ ュームの詳細情報を非表示にするには、 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ ボ リ ュー
ム ]→ [すべてを縮小 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの特定のボ リ ュームに関する詳細情報を表示 /非表示
するには、 ボ リ ュームの左側にあるボ リ ューム  アイコンをク リ ッ ク します。 これに
よって、 ボ リ ュームの情報が展開または縮小表示されます。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウに、すべてのディ スクのレイアウ ト と領域を表示する
には （レイアウ ト  モード）、 [オプシ ョ ン ] メニューから [ディ スク ]→ [ レイアウ ト ]
を選択します。

レイアウト

カラム

ミ ラー

ログ

サブディスク
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❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウのすべてのディ スクを圧縮し、各ディ スクの最小限の
情報だけを表示するには （基本モード ）、 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ディ スク ]→
[基本 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウに、すべてのディ スクの詳細情報を表示するには （詳
細モード）、 [オプシ ョ ン ] メニューから [ディ スク ]→ [ レイアウ ト ] を選択し、 さ ら
に [オプシ ョ ン ] メニューから [ディ スク ]→ [すべてを展開表示 ] を選択します。ディ
スクの詳細情報を非表示にするには、 [オプシ ョ ン ] メニューから [ディ スク ]→ [す
べてを縮小 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの特定のディ スクに関する詳細情報を表示 /非表示す
るには、 ディ スクの左側にあるディ スク  アイコンをク リ ッ ク します。 これによって、
ディ スクの情報が展開または縮小表示されます。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウのオブジェク トに関するタスクを実行するには、オブ
ジェク ト を選択し、 [選択項目 ] メニューまたはポップアップ メニューから適切なタ
スクを選択します。オブジェク トのポップアップ メニューにアクセスするには、オブ
ジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク します。

❖ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウを更新するには、ウ ィンド ウの背景領域をマウスの右
ボタンでク リ ッ ク し、表示されるポップアップ メニューから [サーバのリセッ ト ] を
選択します。 [サーバのリセッ ト ] ダイアログ ボッ クスの [了解 ] をク リ ッ ク します。
これによって、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの内容が更新され、 正し く表示され
るよ うにな り ます。 通常の使用環境では、 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの内容は
自動的に更新され、 オブジェク トの変更が反映されるため、 ウ ィ ンド ウを手動で更新
する必要はあ り ません。

❖ [オブジェク ト表示]ウ ィンド ウのオブジェク トに関する [属性]ウ ィンド ウを表示する
には、 オブジェク ト を選択し、 [選択項目 ] メニューまたはポップアップ メニューか
ら [属性 ] を選択します。

❖ 特定のオブジェク ト属性を印刷するには、オブジェク ト を選択し、[ファ イル] メニュー
から [印刷 ] を選択します。

❖ [オブジェク ト表示]ウ ィンド ウを閉じるには、[ファ イル]メニューから [閉じる ]を選択
します。
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[ボリュームのレイアウト詳細 ]ウィンドウ 
[ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウには、選択しているボ リ ュームのレイアウ ト、
構成要素、および属性がグラフ ィカルに表示されます。 このウ ィンド ウで、オブジェク ト
を選択した り、 オブジェ ク トに対するタス クを実行する こ とができます。 これは動的な
ウ ィンド ウではないため、ボ リ ューム属性が変更されても、表示されているオブジェク ト
情報は自動的には更新されません。

[ ファ イル ] メニューでは、 [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウの内容の変更また
更新、 ウ ィ ン ド ウ内の情報の印刷、 ウ ィ ン ド ウの終了などを実行できます。 [ 表示 ] メ
ニューでは、 このウ ィンド ウでのオブジェク トの表示方法を変更できます。状況に順応す
る [選択項目 ] メニューやポップアップ メニューを使用する と、選択したオブジェク トに
関するタスクを実行したり、その属性を表示した りする こ とができます。オブジェク トの
ポップアップ メニューにアクセスするには、 オブジェ ク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ
ク します。

図5に、ボ リ ュームを表示している [ボ リ ュームのレイアウ ト詳細]ウ ィンド ウを示します。

図 5. [ボリュームのレイアウト詳細 ]ウィンドウ

[ボリ ュームのレイアウ ト詳細 ]ウ ィンド ウでは、次の方法でオブジェク ト を表示できます。

❖ ボ リ ュームを [ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ]ウ ィンド ウに表示するには、メ イン  ウ ィ
ンド ウのグ リ ッ ドで該当するボ リ ュームをク リ ッ ク し、[選択項目 ] メニューから [ ボ
リ ューム ]→ [ レイアウ トの表示 ] を選択します。

❖ グラフ ィカル表示を更新し、 ボ リ ュームに最新の変更内容を反映するには、 [ ファ イ
ル ] メニューから [更新 ] を選択します。 [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウ
では、 オブジェク ト属性は自動的には更新されません。

❖ 別のボ リ ュームを表示するには、[ファ イル ] メニューから [開く ]を選択し、[ボ リ ュー
ムを開く ] ダイアログ ボッ クスで別のボ リ ュームを指定します。
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❖ 各オブジェク トの詳細情報を非表示にするには、[表示 ] メニューから [圧縮表示 ]を選
択します。圧縮表示されているオブジェク トの詳細を表示する場合は、 そのオブジェ
ク ト をク リ ッ ク します。

❖ 特定のオブジェク トに関連する、またはその一部であるオブジェク ト を強調表示する
には、 [表示 ] メニューから [関連オブジェク トのプロジェク ト ] を選択し、該当のオ
ブジェク ト をク リ ッ ク します。特定のサブディ スク と同じディ スク上にある任意のサ
ブディ スクを強調表示するには、 [ 表示 ] メニューから [ サブディ スクのプロジェク
シ ョ ン ] を選択し、 該当のサブディ スクをク リ ッ ク します。

❖ 特定のオブジェク ト属性を印刷するには、オブジェク ト を選択してから、 [ ファ イル ]
メニューの [印刷 ] を選択し、[印刷 ]ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。

[ボリュームからディスクへのマッピング ]ウィンドウ
[ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィ ンド ウには、 ボ リ ュームおよびそれに対
応するディ スクが表形式で表示されます。表の上端のローにボ リ ュームが表示され、左端
のカラムにディ スクが一覧表示されます。表内の円形のアイコンは、ボ リ ュームの一部が
対応するディ スク上にある こ とを示しています。

このウ ィンド ウには、各ディ スク上のサブディ スクやギャ ップ （空き領域） などの詳細情
報も表示できます。サブディ スクやギャ ップの一覧には、ディ スクのオフセッ ト とサイズ
も表示されます。サブディ スクが表示されている場合、表内の円はボ リ ュームとサブディ
スク との関係を示します。

[ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィ ンド ウは動的であ り、 オブジェク トが追
加、 削除、 または変更される と、 表示内容が自動的に更新されます。

ウ ィンド ウ内の情報を印刷したり、ウ ィ ンド ウを閉じた りするには、[ ファ イル ] メニュー
を使用します。 [表示 ] メニューでは、 [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィン
ド ウでのオブジェク トの表示方法を変更できます。状況に順応する [選択項目 ] メニュー
を使用する と、選択されているオブジェク トに関するタスクを実行した り、その属性を表
示した りする こ とができます。 オブジェク トのポップアップ メニューにアクセスするに
は、 オブジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク します。

[ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィ ンド ウには、 ボ リ ュームの応答時間を評
価するパフォーマンスの監視機能があ り ます。パフォーマンスの監視機能をオン （[表示]
→ [ パフォーマンスの監視 ]） にする と、 表内のアイコンが変化します。 読み取り / 書き
込みの処理速度が最も遅いボ リ ュームには、赤色のアイコンが表示されます。 また、応答
時間が比較的遅いボ リ ュームには、黄色のアイコンが表示されます。それ以外のボ リ ュー
ムには、 すべて緑色のアイコンが表示されます。
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図 6に、ボ リ ュームとディ スク との関係を表わす [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピン
グ ] ウ ィンド ウを示します。

図 6. [ボリュームからディスクへのマッピング ]ウィンドウ

ボ リ ュームおよび対応するディ スクは、 次の方法で表示できます。

❖ ディ スク  グループ内のすべてのボ リ ュームを [ボ リ ュームからディ スクへのマッピン
グ ] ウ ィンド ウに表示するには、メ イン ウ ィンド ウのグ リ ッ ドで該当するディ スク  グ
ループをク リ ッ ク し、 [選択項目 ] メニューから [ディ スクグループ ]→ [ディ スク /
ボ リ ュームのマッピング ] を選択します。

❖ 特定のディ スク上のすべてのサブディ スク とギャ ップを表示するには、ディ スク名の
左側の矢印をク リ ッ ク します。ディ スク名の下位に、サブディ スク とギャ ップが一覧
表示されます。 サブディ スク とギャ ップを非表示にするには、矢印をも う一度ク リ ッ
ク します。

❖ すべてのディ スク上のすべてのサブディ スク とギャ ップを表示するには、 [ 表示 ] メ
ニューから [すべてを展開表示 ] を選択します。 すべてのディ スク上のすべてのサブ
ディ スク とギャ ップを非表示にするには、[表示 ] メニューから [すべてを縮小 ] を選
択します。

❖ ディ ス クのローを強調表示するには、 該当するディ ス ク名を ク リ ッ ク し ます。 ボ
リ ュームのカラムを強調表示するには、 該当するボ リ ューム名をク リ ッ ク します。 1
つの円で関連が示されているディ ス クのローとボ リ ュームのカラムの両方を強調表
示するには、 該当する円をク リ ッ ク します。
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❖ パフォーマンスの監視機能をオンにするには、[表示] メニューから [パフォーマンスの
監視 ] を選択します。 読み取り / 書き込みの処理速度が比較的遅いボ リ ュームには、
黄色のアイコンが表示されます。

❖ 特定のオブジェク ト属性を印刷するには、オブジェク ト を選択してから、 [ ファ イル ]
メニューの [印刷 ] を選択し、[印刷 ]ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。

オブジェク トの [属性 ]ウィンドウ
オブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウには、 選択しているオブジェク トに関する詳細な情報
が表示されます。 [ 属性 ] ウ ィンド ウはタブ形式で、 それぞれのタブにはオブジェク ト と
その関連オブジェク トについての情報が表示されます。選択しているオブジェク トの種類
に応じて、 タブのラベルと表示内容が変化します。別のタブを表示するには、該当するタ
ブのラベルをク リ ッ ク します。 オブジェク ト属性の一部は、 そのオブジェク トの [ 属性 ]
ウ ィンド ウで変更できます。

図 7に、 ボ リ ューム情報を表示している [属性 ] ウ ィ ンド ウを示します。

図 7. [ボリューム属性 ]ウィンドウ
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 オブジェク ト とオブジェク ト属性の表示
オブジェク ト属性は、 次の方法で表示できます。

❖ オブジェク ト属性を表示するには、メ イン  ウ ィンド ウのグ リ ッ ドで該当するオブジェ
ク ト をク リ ッ ク し、[選択項目 ] メニューまたはポップアップ メニューから [属性 ] を
選択します。 [ 属性 ] ウ ィンド ウは、 オブジェク ト をダブルク リ ッ クする方法でも表
示できます。

例 : 

ボ リ ューム属性を表示するには、 ボ リ ュームをク リ ッ ク してから、 [ ボ リ ューム ] メ
ニューの [属性 ] を選択するか、 ボ リ ュームをダブルク リ ッ ク します。

子オブジェク ト を持つオブジェク ト をダブルク リ ッ クする と、 [ 属性 ] ウ ィンド ウで
はな く、 子オブジェク トが表示されます。

❖ [属性]ウ ィ ンド ウ内のタブを表示するには、該当するタブのラベルをク リ ッ ク します。

❖ [属性 ] ウ ィンド ウの内容を更新して、オブジェク トの現在の属性を反映するには、[更
新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

❖ [属性 ] ウ ィ ンド ウで編集可能な項目を変更するには、適切な変更を行ってから [了解 ]
ボタンをク リ ッ ク します。 この変更によ り、 [ 属性 ] ウ ィ ンド ウのすべてのタブの設
定が変更されます。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[印刷]をク リ ッ ク し、[印刷]ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。
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タスクの実行
タスクの実行

Volume Manager Storage Administrator のほとんどのタスクは、 オブジェク ト またはタスク
を選択し、 表示されるダイアログ ボッ クスに必要事項を入力する こ とによって実行しま
す。 Storage Administratorでは、 次のツールを使用してタスクを実行できます。

◆ メニュー バー

◆ 状況順応式ポップアップ メニュー

◆ [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]

この節では、 メニューおよび [ コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]からタスクを実行する方法につ
いて説明します。

メニュー バーからのタスクの実行
メ イン  ウ ィンド ウのメニュー バーにある [ ファ イル ] メニューと [選択項目 ] メニューか
らタスクを開始できます。[ ファ イル ] メニューから [新規 ] を選択する と、新しい Volume
Manager オブジェク ト （ボ リ ュームとディ スク  グループ） およびファ イル システムが作
成されます。 状況に順応する [選択項目 ] メニューから、 選択しているオブジェク トに関
するタスクを開始できます。 [ 選択項目 ] メニューは動的なメニューで、 ツ リーまたはグ
リ ッ ドで選択されているオブジェク トの種類に応じて、 名前とオプシ ョ ンが変化します。

図 8. メニュー バー

❖ 新しいオブジェク ト を作成するには、[ ファ イル ] メニューから [新規 ] を選択し、作成
するオブジェク トの種類を選択します。 適切なダイアログ ボッ クスが表示されます。

例 : 

ボ リ ュームを作成するには、 [ コンソール ] メニューから [新規 ]→ [ ボ リ ューム ] を
選択します。 [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスで、必要な項目を指定します。

❖ [ 選択項目 ] メニューを使用してオブジェク トに関するタスクを実行するには、 オブ
ジェク ト を選択し、 [ 選択項目 ] メニューから適切なタスクを選択します。 ダイアロ
グ ボッ クスが表示された場合は、 必要事項を指定します。

例 : 

ボ リ ューム名を変更するには、グ リ ッ ド内でボ リ ュームを選択します。[選択項目 ] メ
ニューから [ ボ リ ューム ]→ [名前の変更 ] を選択します。 [ ボ リ ューム名の変更 ] ダ
イアログ ボッ クスに新しいボ リ ューム名を入力し、[了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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 タスクの実行
ポップアップ メニューからのタスクの実行 
状況に順応するポップアップ メニューから、 選択されているオブジェ ク トに関するタス
クを開始します。 ポップアップ メニューを使用する と、 選択したオブジェク トに関する
タスクを実行したり、該当するオプシ ョ ンを表示したりするこ とができます。ポップアッ
プ メニューは、 メ イン ウ ィンド ウやその他のほとんどのウ ィンド ウ内で使用できます。

図 9. 状況順応式ポップアップ メニュー

❖ ポップアップ メニューを使用してオブジェク トに関するタスクを実行するには、オブ
ジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、表示されるポップアップ メニューから適
切なタスクを選択します。ダイアログ ボッ クスが表示された場合は、必要事項を指定
します。
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タスクの実行
[ コマンド起動ウィンドウ ]からのタスクの実行
[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]では、オブジェク トおよび Storage Administratorの関連タスク
の一覧からタスクを開始します。 このウ ィンド ウには、それぞれのタスクについて、オブ
ジェク トの種類と タスクの説明も表示されます。

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]は、 メ イン  ウ ィ ンド ウの一部と して表示 （接合） する こ と も、
別のウ ィンド ウ と して表示する こ と もできます。また、非表示にする こ と もできます。[コ
マンド起動ウ ィンド ウ ] を メ イン  ウ ィンド ウに接合する と、 現在メ イン  ウ ィンド ウで選
択されているオブジェク トに関するタスクが表示されます。 メ イン ウ ィ ンド ウから分離
している場合は、 表示されるタスクはメ イン ウ ィ ンド ウで選択されているオブジェク ト
に順応しません。

[ コマン ド起動ウ ィ ン ド ウ ] を メ イン ウ ィ ン ド ウに接合した り、 閉じた りする場合は、
[ファ イル ] メニューを使用します。

図 10. [ コマンド起動ウィンドウ ]

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]は、 次の手順で使用します。

❖ [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] を表示するには、 メ イン ウ ィンド ウの [ ウ ィンド ウ ] メ
ニューから [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] を選択します。[ コマンド起動ウ ィンド ウ ] を
非表示にするには、 も う一度、 [ ウ ィ ンド ウ ] メニューから [ コマンド起動ウ ィンド
ウ ] を選択します。 [ オプシ ョ ン ] メニューから [ カスタム設定 ] を選択し、 [ カスタ
ム設定 ] ウ ィンド ウの [ メ インウ ィンド ウ ] タブで [ コマンド起動ウ ィンド ウの表示 ]
チェ ッ ク  ボッ クスをク リ ッ クする こ とによ り、 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ] を表示ま
たは非表示にする こ と もできます。
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 タスクの実行
❖ 特定の種類のオブジェク トに関してタスクを実行するには、 [ コマンド起動ウ ィンド
ウ ]の一覧からオブジェク ト と タスクの適切な組み合わせを選択します。 タスクを実
行するホス ト  マシンの名前が、 [ ホス ト ] フ ィールドに入力されている こ とを確認し
て ください。

例 : 

ディ スクを追加するには、 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]の一覧から [ディ スク ]の [追
加 ] を選択します。 表示される [ディ スクの追加 ] ダイアログ ボッ クスで、 必要な項
目を指定します。

❖ [ コマンド起動ウ ィンドウ ]に表示されている項目を、オブジェク トの種類、コマンド、
またはタスクの説明によってソートするには、適切なカラム見出しをク リ ッ ク します。
カラムのソート順を逆にするには、 同じカラム見出しをも う一度ク リ ッ ク します。

❖ [コマンド起動ウ ィンド ウ ] と メ イン  ウ ィンド ウを分離 /接合を切り替えるには、[オプ
シ ョ ン ] メニューから [ カスタム設定 ] を選択し、 [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウの [ メ
インウ ィンド ウ ] タブで [ コマンド起動ウ ィンド ウの接合 ] をク リ ッ ク します。

❖ メ イン  ウ ィンド ウに接合している [コマンド起動ウ ィンド ウ ]の高さを調節するには、
[ オプシ ョ ン ] メニューから [ カスタム設定 ] を選択し、 [ カスタム設定 ] ウ ィ ンド ウ
の [ メ インウ ィンド ウ ] タブにある [接合後のコマンド起動ウ ィンド ウの高さ ] フ ィー
ルドで高さをピクセル単位で指定します。水平分割バー上にポインタを合わせ、 マウ
ス  ボタンを押したまま、 分割バーを希望する位置までド ラ ッグする こ と もできます。
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ダイアログ ボックスの使用
ダイアログ ボックスの使用
通常、 管理者はダイアログ ボッ クスを使用して、 Storage Administrator に対してタスクや
その他の要求項目の実行を指定します。 ダイアログ ボッ クスには、 選択ボタンや、 情報
を入力できるフ ィールドなどが含まれます。 ダイアログ ボッ クスの一部のフ ィールドに
は、 デフォル ト値 （変更可能） が設定されています。 使用できない項目はグレー表示に
なっています。

❖ ダイアログ ボッ クスを使用する場合、適切な項目を選択するか適切な情報を入力して
から、次のいずれかのボタンをク リ ッ ク し、タスク /要求を開始または取り消します。

一部のダイアログ ボッ クスには、 次のボタンがあ り ます。

了解 現在のタスク /要求を実行して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

適用 現在のタスク / 要求を実行し、 ダイアログ ボッ クスは引き続き表示
します。

取り消し 現在のタスク /要求を実行し、ダイアログ ボッ クスを閉じます （[適
用 ] をク リ ッ ク していた場合は、 実行中のタスクが取り消されるこ
とはあ り ません）。

参照 既存のオブジェク ト を表示および選択します。

表示 既存のオブジェク ト を表示します。

オプシ ョ ンの表示 このタスクに関するオプシ ョ ン設定を表示します。

リセッ ト ダイアログ ボッ クス （および関連ダイアログ ボッ クス） の内容をデ
フォルト設定に戻します。

ヘルプ ダイアログ ボッ クスの内容に関する情報を表示します。
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 ダイアログ ボックスの使用
ダイアログ ボックスでのオブジェク トの指定
Storage Administrator のほとんどのダイアログ ボッ クスには、 1 つまたは複数のオブジェ
ク ト名フ ィールドがあ り ます。 タスクの開始前にオブジェク ト を選択する と、その選択し
たオブジェ ク ト名がダイアログ ボッ クスに表示されます。 オブジェク ト名フ ィールドが
空の場合は、 次のいずれかの方法でオブジェク ト を指定できます。

◆ オブジェク ト名を入力します。

◆ オブジェク ト名フ ィールドの隣りにある [参照 ]をク リ ッ ク し、[参照 ]ダイアログ ボッ
クスからオブジェク ト を選択します。 ほとんどの [参照 ] ダイアログ ボッ クスは、 ツ
リー （左区画） とグ リ ッ ド （右区画） で構成されています。 このダイアログ ボッ クス
でオブジェク ト を選択するには、ツ リー内で適切なオブジェク ト  グループをク リ ッ ク
してから、 グ リ ッ ドで必要なオブジェク ト をク リ ッ ク します。 図 11に、 [参照 ] ダイ
アログ ボッ クスの例を示します。

図 11. [参照 ] ダイアログ ボックス

スペースで区切る こ とによ り、 1つのフ ィールドに複数のオブジェク ト を指定する こ と も
できます。 [参照 ] ダイアログ ボッ クスで複数のオブジェク ト を選択するには、 Ctrl キー
を押したまま、各オブジェク ト をク リ ッ ク します。隣接する複数のオブジェク ト を選択す
るには、 選択範囲の最初のオブジェク ト を選択し、 Shift キーを押したまま範囲内の最後
のオブジェク ト を選択します。

ダイアログ ボックスでのディスクとディスク  グループの指定
オブジェ ク ト のディ ス ク  グループを指定するには、 オブジェ ク ト名の前にディ ス ク  グ
ループ名を付けます （ディスク  グループ名 / オブジェク ト名）。 ディ スク  グループ名は、 シ
ステム内に同じ名前のオブジェク トが （異なるディ スク  グループ内に） 複数ある場合に
指定する必要があ り ます。
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コマンドの表示
ディ スク  グループ内のディ スクには、 次の 2つの名前があ り ます。

◆ デバイス名

物理ディ スクのデバイス名 （ディ スク  アクセス名）

◆ ディ スク名

Volume Manager のディ スク名 （ディ スク  メディア名） Volume Manager または管理者
がディ スクに割り当てた論理名です。

ダイアログ ボッ クスのフ ィールドでは、デバイス名が必要な場合と、Volume Managerディ
スク名が必要な場合があ り ます。

ダイアログ ボックスでのオブジェク トのサイズ指定
入力フ ィールドにオブジェク トのサイズを指定する と きは、 サイズに s、 k、 m、 または g
を追加する こ とによって、セク タ、 キロバイ ト、 メガバイ ト、 またはギガバイ ト などの単
位を指定できます。 単位を指定しない場合、 デフォルト単位のセク タが使用されます。

コマンドの表示

Storage Administrator では、すべてのタスク要求がログと して記録されます。 このため、次
のいずれかの方法で、 Storage Administrator のタスク履歴 （実行中のタスクを含む） を表
示する こ とができます。

◆ [ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウ

◆ コマンド  ログ ファ イル

[ タスク  モニタ ]ウィンドウ
[ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウには、 現在のセッシ ョ ン （およびマシン上で実行されている
その他のセッシ ョ ン） で実行されたタスクの履歴が表示されます。それぞれのタスクにつ
いて、 タスクを実行したユーザ、 タスクのステータス、開始 /終了時刻などの属性が一覧
表示されます。

完了したタスクを削除した り、 ウ ィンド ウを閉じた りするには、 [ ファ イル ] メニューを
使用します。 タスクの停止 / 再開、 タスク属性の表示を行うには、 [ タスク ] メニューま
たはポップアップ メニューを使用します。
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 コマンドの表示
図 12. [ タスク  モニタ ]ウィンドウ

[ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウは、 次の手順で使用します。

❖ [ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウを表示するには、 メ イン ウ ィンド ウの [ ウ ィンド ウ ] メ
ニューから [ タスク ] を選択するか、 またはツールバーの [ タスク ] ボタンをク リ ッ
ク します。

❖ 選択したタスクを取り消すには、[ タスク ] メニューから [ アボート ] を選択します。タ
スクを一時的に停止するには、 [ タスク ] メニューから [一時停止 ] を選択します。 タ
スクを続行するには、 [ タスク ] メニューから [再開 ] を選択します。

❖ タスク属性やタスクの実行に必要な下位レベルのコマンドを表示するには、該当する
タスクを選択し、 [ タスク ] メニューまたはポップアップ メニューから [ 属性 ] を選
択します。 タスク属性は、 タスクをダブルク リ ッ クする方法でも表示できます。

❖ タスクを種類ご とにソートするには、[ タスク ] カラム見出しをク リ ッ ク します。属性
でソートするには、適切な属性のカラム見出しをク リ ッ ク します。 ソート順を逆にす
るには、 同じカラム見出しをも う一度ク リ ッ ク します。

❖ 完了したタスクをウ ィンド ウから削除するには、[ファ イル] メニューから [終了したタ
スクの削除 ] を選択します。

❖ ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[ファ イル] メニューの[グ リ ッ ドの印刷]を選択し、
[印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。 特定のタスクに関する詳細
情報を印刷する場合は、 タスクを選択してから、 [ ファ イル ] メニューの [印刷 ] を選
択し、 [印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。
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コマンドの表示
[ タスク属性 ] ウ ィンド ウには、 特定のタスクに関する情報が表示されます。 タスク属性
には、 タスクを実行したユーザ、 タスクのステータス、 開始 /終了時刻、 およびタスクの
実行に必要な下位レベルのコマンドが含まれます。 タスクが正常に終了しなかった場合、
[ タスク属性 ] ウ ィンド ウには、 関連するエラー メ ッセージが表示されます。 [ 実行した
コマンド ] フ ィールドから、 コマンド  ラ インまたはスク リプ ト  ファ イルへコマンドをコ
ピーできます。

図 13. [ タスク属性 ]ウィンドウ
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 コマンドの表示
コマンド  ログ 
コマンド  ログ ファ イルには、 現在および以前のセッシ ョ ンで実行された Volume Manager
Storage Administrator タスクの履歴が記述されます。 コマンド  ログ ファ イルには、 タスク
の説明と一緒に、 タスクを実行したユーザ、 タスクのステータス、 開始 /終了時刻、 タス
クを実行するために使用し下位レベルのコマンドなどの属性が記述されます。タスクが正
常に終了しなかった場合、 コマンド  ログ ファ イルには、 関連するエラーメ ッセージが記
述されます。

デフォル トでは、 コマンド  ログの場所は、 サーバの /var/opt/vmsa/logs/command
です。 コマンド  ログ ファイルの内容は、 Storage Administratorの [ コマンド  ログ ビューア ]
ウ ィンド ウで見る こ とができます。

コマンド  ログ ファ イルのエン ト リの例を次に示します。

Create Volume
Description:Create Volume
User:root
Started:November 18, 1999 4:36:11 PM PDT
Finished:November 18, 1999 4:36:12 PM PDT
State:Successful
Executed Commands:
        /usr/sbin/vxassist  -g rootdg   make vol05 3m layout=striped

Create Volume FAILED!
Description:Create Volume
User:root
Started:November 18, 1999 4:36:56 PM PDT
Finished:November 18, 1999 4:36:56 PM PDT
State:Failed
Executed Commands:
        /usr/sbin/vxassist -g rootdg make vol04 13g layout=striped
Failed Command:/usr/sbin/vxassist -g rootdg make vol04 13g 
layout=striped
Error Message:vxvm:vxassist:ERROR:Cannot allocate space for 27262976 
block volume

❖ [ コマンド  ログ ビューア ] ウ ィンド ウにアクセスするには、該当ホス ト を選択してか
ら、 [ ホス ト ] メニューの [ コマンド ログの表示 ] を選択します。

❖ [コマンド  ログ ビューア]ウ ィンド ウの内容を更新するには、[ファ イル]メニューの[更
新 ] をク リ ッ ク します。

❖ [ コマンド  ログ ビューア ] ウ ィンド ウで、特定のテキス ト を検索するには、[ ウ ィンド
ウ ] メニューから [検索 ] を選択し、[検索 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定
します。
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❖ [コマンド  ログ ビューア ]ウ ィンド ウを閉じるには、[ファ イル] メニューの [閉じる ]を
選択します。

ユーザ設定の指定

Storage Administrator のウ ィ ンド ウでは、 項目の表示方法を変更する こ とができます。 こ
の節では、 [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウを使用して、 Storage Administratorの表示方法をカ
スタマイズする方法について説明します。

[ カスタム設定 ]ウィンドウ
[ カスタム設定 ] ウ ィンド ウには、 Storage Administratorのコンポーネン トに関する現在の
ユーザ設定が表示されます。 これらの設定は変更可能です。 [ カスタム設定 ] ウ ィ ンド ウ
はタブ形式のウ ィンド ウであ り、 それぞれのタブには Storage Administrator の特定部分に
関する設定オプシ ョ ンが用意されています。別のタブを表示するには、該当するタブのラ
ベルをク リ ッ ク します。

図 14. [ カスタム設定 ]ウィンドウ
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[ カスタム設定 ] ウ ィンド ウは、 次の手順で使用します。

❖ [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウを表示するには、 メ イン  ウ ィンド ウの [ オプシ ョ ン ] メ
ニューから [ カスタム設定 ] を選択するか、 またはツールバーの [ カスタム設定 ] ボ
タンをク リ ッ ク します。

❖ 設定を変更するには、[ カスタム設定 ] ウ ィ ンド ウで該当する項目を選択し、[了解 ] ボ
タンをク リ ッ ク します。 これによ リ、 [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウのすべてのタブの
設定が変更されます。 設定を変更中に元の状態に戻すには、 [ 了解 ] をク リ ッ クする
前に、 [ リセッ ト ] をク リ ッ ク します。

設定を変更する と、変更項目を含むタブのラベルに、設定が変更されたこ とを示すア
イコンが表示されます。 このアイコンは、 [了解 ]、 [適用 ]、 または [ リセッ ト ]のい
ずれかのボタンをク リ ッ クする と消えます。 このユーザ設定の変更アイコンは、 メ イ
ン ウ ィンド ウのステータス領域にも表示されます。

❖ 設定を保存して、以降の Storage Administratorセッシ ョ ンに適用するには、[オプシ ョ ン ]
メニューから [ カスタム設定の保存 ] を選択します。ステータス領域に表示されたユー
ザ設定の変更アイコンをク リ ッ ク して、 ユーザ設定を保存するこ と もできます。

[一般 ] タブで [終了時に設定を自動保存 ] を設定した場合は、 [ ファ イル ] メニュー
から Storage Administrator のセッシ ョ ンを終了する と、 すべてのユーザ設定が保存さ
れます。

Storage Administrator では、 ク ラ イアン トが実行しているマシンのユーザのホーム ディ
レク ト リ /.vmsa/VMpreference.prf内にユーザ設定が保存されます。

❖ 保存しておいた設定を読み込むには、[オプシ ョ ン ] メニューから [カスタム設定のロー
ド ] を選択します。

[ カスタム設定 ] ウ ィンド ウには、 次の設定タブがあ り ます。

◆ [一般 ]

◆ [ メ インウ ィンド ウ ]

◆ [ フォン ト ]

◆ [配色 ]

◆ [オブジェク ト表示の配色 ]

◆ [ ジオメ ト リ ]

◆ [ ツ リーとグ リ ッ ド ]

◆ [ ツールバー ]

◆ [ レイアウ ト詳細 ]

◆ [オブジェク ト表示 ]

◆ [ ホス ト ]

各タブで指定できる設定について以降に説明します。
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[一般 ] 
次の一般的な項目を設定します。

モード設定のためのテキス

ト  フ ィールドのインプッ ト
設定

ユーザ入力を置換モードに設定します。 これによ り、

フ ィールド内の既存のテキス ト が強調表示され、 新し

いテキス トで置換されます。

タスク  オプシ ョ ンの表示 タスクのダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ン設定を表示
/非表示にします。

確認ダイアログの表示 重大な影響 （データの損失など） をもたらす恐れがあ

るタスクの実行を確認するダイアログ ボッ クスの表示
/非表示を指定します。確認ダイアログが表示された場
合、 ユーザはタス クを実行するかど うかを指定する必

要があ り ます。 確認ダイアログは、 通常、 オブジェ ク

ト を削除するタスクに対して表示されます。

注 :確認ダイアログを非表示にした場合は、ほとんどの
タスクが確認なしで直ちに実行されます。

終了時に設定を自動保存 [ ファ イル ] メニューから [ 終了 ] を選択して Storage
Administrator を終了する と きに、現在のユーザ設定をす
べて保存します。

画像のフラ ッシュ X サーバのデータの増大を防止するため、 描画速度を
通常よ り遅く します。 Storage Administrator を長時間連
続して使用する場合にお勧めします。

動的な分割 分割バーを移動して区画のサイズを変更する と きに、

ウ ィ ンド ウの区画の内容を再描画します。

デフォルトの表示単位 オブジェ ク ト のサイズを表示する領域で使用される、

デフォルトのサイズ単位を設定します。 [ 最適な選択 ]
を選択する と、 最適なサイズ単位が使用されます。

表示に使用する小数の精度 グ リ ッ ドなどの要約情報を表示する領域で使用される

オブジェク トのサイズの小数の精度を設定します。

タスクに使用する小数の

精度

タスクに関するダイアログ ボッ クスなどの詳細情報を
表示する領域で使用されるオブジェク ト のサイズの小

数の精度を設定します。
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[ メ インウィ ンドウ ] 
メ イン  ウ ィンド ウに関する次の項目を設定します。

[ フォン ト ] 
次のフォン トに使用されるサイズ、 ファ ミ リ 、 スタイルを設定します。

❖ Font Selectorを表示するには、[変更 ]ボタンをク リ ッ ク します。[サイズ ]のスライダを
移動させる とフォン ト  サイズが変化します。 [ ファ ミ リ ] と [ スタイル ] から、 フォ
ン トのファ ミ リ と スタイルを選択します。

ステータス  バーの表示 ステータス バー領域 （メ イン ウ ィンドウ下部） の表示 /
非表示を指定します。 ステータス バー領域には、障害や
エラーが発生したと きに警告アイコンが表示されます。

コマン ド起動ウ ィ ン ド ウの

表示

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ] の表示 /非表示を指定しま
す。 [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]には、 選択できるタス
クが一覧表示されます。

コマン ド起動ウ ィ ン ド ウの

接合

[ コマンド起動ウ ィンド ウ ] と メ イン ウ ィンド ウの接合
/分離を指定します。

接合後のコマンド起動

ウ ィンド ウの高さ

メ イン ウ ィンド ウ内の [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]の高
さを設定します。

ユーザ フォン ト ユーザ入力と、 ツ リーとグ リ ッ ドのオブジェ ク ト表示

に使用されるフォン ト を設定します。

システム フォン ト  Storage Administrator が表示するラベル、 メニュー、 ボ
タン、 その他の項目のフォン ト を設定します。

グ リ ッ ド見出しフォン ト グ リ ッ ドの見出しのフォン ト を設定します。

グ リ ッ ド見出 し強調表示

フォン ト

ソー トする と きに強調表示されるグ リ ッ ド見出しの

フォン ト を設定します。

ツールバー フォン ト ツールバー ボタンのフォン ト を設定します。

グラフ ィカル表示フォン ト [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウに表示され
るオブジェク トのフォン ト を設定します。
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[配色 ] 
色に関する次の項目を設定します。

❖ Color Selector を表示するには、[変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。色相環の色をク リ ッ
クするか、 [赤 ]、 [緑 ]、 [青 ]、 および [輝度 ]のスライダを適切な位置まで移動させ
る と色が変化します。

[ オブジェク ト表示の配色 ] 
[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ内の色に関する次の項目を設定します。

背景色 すべての Storage Administrator ウ ィンド ウの背景色を設
定します。

前景色 Storage Administrator ウ ィンド ウの前景テキス トの色を
設定します。

ツ リーとグ リ ッ ドの背景色 ツ リーとグ リ ッ ドの背景色を設定します。

ツ リーの色 ツ リーの項目を結ぶ線の色を設定します。

選択項目の背景色 選択されている項目の色を設定します。

選択項目の前景色 選択されている項目の前景テキス トの色を設定します。

フォーカスの強調色 入力フォーカスを保持する項目の色を設定します。

リ ンク色 リ ンク （[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]のタスクへのリ ン
クなど） の色を設定します。

プロジェクシ ョ ン配色 [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィンド ウでオブジェ
ク トの関係を示す線の色を設定します。

ディ スク  タイ トルバーの
配色

[オブジェク ト表示 ]に表示されるディ スクのタイ トル
バーの色を設定します。

ディ スク  ボディの配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるディ スクの背景色を
設定します。

ディ スク  ギャ ップの配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるディ スク上のギャ ッ
プ （空き領域） の色を設定します。
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❖ Color Selector を表示するには、[変更 ] ボタンをク リ ッ ク します。色相環の色をク リ ッ
クするか、 [赤 ]、 [緑 ]、 [青 ]、 および [輝度 ]のスライダを適切な位置まで移動させ
る と色が変化します。

プレッ クス  ギャ ップの配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるプレッ クスのギャ ッ
プの色を設定します。

関連付けが解除されている

サブディ スクの配色

[オブジェク ト表示 ]に表示される関連付けが解除され
ているサブディ スクの色を設定します。

奇数カラム数のカラム配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるボ リ ュームの奇数カ
ラム数のカラムの色を設定します。

偶数カラム数のカラム配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるボ リ ュームの偶数カ
ラム数のカラムの色を設定します。

プレッ クス  ボディの配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるプレッ クスの背景色
を設定します。

関連付けが解除されている

プレッ クスの配色

[オブジェク ト表示 ]に表示される関連付けが解除され
ているプレッ クスの色を設定します。

ボ リ ューム タイ トルバーの
配色

[オブジェク ト表示 ]に表示されるボ リ ュームのタイ ト
ルバーの色を設定します。

ボ リ ューム ボディの配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるボ リ ュームの背景色
を設定します。

使用不可能なボ リ ューム

配色

[ オブジェ ク ト 表示 ] に表示される使用不可能なボ
リ ュームの色を設定します。

オブジェク ト枠の配色 [オブジェク ト表示 ]に表示されるオブジェク ト枠の色
を設定します。
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[ ジオメ ト リ ] 
次のウ ィンド ウの幅と高さをピクセル単位で設定します。

◆ メ イン  ウ ィンド ウ

◆ [オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウ

◆ [警告モニタ ] ウ ィンド ウ

◆ [ タスク  モニタ ] ウ ィンド ウ

◆ [ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウ

◆ [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]

◆ [ グ リ ッ ドのコピー ] ウ ィンド ウ

◆ [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ

◆ 関連付けが解除されている項目の表示ウ ィンド ウ

ウ ィ ンド ウ  マネージャを介してこれらのウ ィ ン ド ウのサイズを変更する と、 そのウ ィ ン
ド ウの [ ジオメ ト リ ] タブの設定も自動的に新しいサイズに変更されます。

[ ツリーとグリ ッ ド ] 
ツ リーとグ リ ッ ドに関する次の項目を設定します。

[ フルパスの表示 ] ツ リーとグ リ ッ ドにパス情報を表示します。

自動スクロール グ リ ッ ド オブジェク ト が追加または変更される と、 オブジェク

ト全体をスク ロールして、新しい /変更されたオブジェ
ク トがグ リ ッ ド内で見えるよ うに表示します。

ダブルク リ ッ クは、 必ずプ

ロパティを表示します

オブジェク ト をダブルク リ ッ クする と、 常にオブジェ

ク トの [属性 ] ウ ィンド ウが表示されます。 この項目を
設定していない場合は、 ディ スク  グループなどの子オ
ブジェク ト を持つオブジェク ト をダブルク リ ッ クする

と、 [属性 ] ウ ィンド ウではな く、 子オブジェク トが表
示されます。

分割位置 分割バーを移動してツ リー区画とグ リ ッ ド区画の相対

サイズを調整します。

カラム ヘッダーの配置 カ ラ ム見出 し を各カ ラ ムのデータの上に （ベス ト

フ ィ ッ ト ）、 またはカラムの右、 左、 または中央に配置

します。
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[ ツールバー ] 
ツールバーに関する次の項目を設定します。

[ レイアウト詳細 ] 
[ ボ リ ュームのレイアウ ト詳細 ] ウ ィ ンド ウに関する次の項目を設定します。

ツ リーとグ リ ッ ドの幅 [ 参照 ] ダイアログ ボッ クスに表示されるツ リーとグ
リ ッ ドの幅を （ピクセル単位で） 設定します。

グ リ ッ ドの幅 [参照 ]ダイアログ ボッ クスにグ リ ッ ドだけが表示され
る場合の、 グ リ ッ ドの幅を （ピクセル単位で） 設定し

ます。

表示できるセレク タ行数 [参照 ] ダイアログ ボッ クス内の、ツ リーとグ リ ッ ドに
表示される行数を設定します。

ツールバーの表示 ツールバーの表示 /非表示を指定します。

位置 接合されたツールバーを、 メ イン ウ ィン ド ウの上下左
右に配置します。

表示 ツールバーのボタンにアイコンやラベルを表示します。

圧縮表示 オブジェク ト のグラフ ィ カル表示を圧縮して、 詳細を

非表示にします。

関連オブジ ェ ク ト のプ ロ

ジェクシ ョ ン

オブジェク ト が選択される と、 そのオブジェ ク ト に関

連するオブジェク ト またはそのオブジェク ト の一部で

あるオブジェク トが強調表示されます。

サブデ ィ ス ク  プロ ジェ ク
シ ョ ン

サブディ スクが選択される と、 同じディ ス ク上にある

ほかのサブディ スクが強調表示されます。
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[ オブジェク ト表示 ] 
[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウに関する次の項目を設定します。

[ ホス ト ] 
ホス ト  マシンのアクセスおよび表示に関する次の項目を設定します。

❖ ホス ト  マシンを指定するには、[追加 ] をク リ ッ ク し、グ リ ッ ドの [ ホス ト ] カラムに、
ホス ト  マシン名を入力します。 ホス ト の設定を選択するには、 該当するカラムをク
リ ッ ク します。選択されているホス トの設定にはチェ ッ ク  マークが付きます。ホス ト
の設定をオフにするには、 該当するチェ ッ ク  マークをク リ ッ ク します。

ボ リ ュームの基本モードを

使用

デフォル ト では、 基本モードでボ リ ュームを表示し

ます。

モード内のボ リ ュームの展

開表示

デフォル ト では、 ボ リ ュームを展開表示します （レイ

アウ ト  モード）。

基本モードの使用 デフォルトでは、基本モードでディ スクを表示します。

モード内のディ ス クの展開

表示

デフォル ト では、 ディ ス クを展開表示します （レイア

ウ ト  モード）。

ド ラ ッ グ アン ド  ド ロ ップ
の有効化

管理者が、 [オブジェク ト表示 ]内の新しい位置にサブ
ディ スク  アイコンを ド ラ ッグして、 サブディ スクを移
動できるよ うにします。

分割位置 分割バーを移動してボ リ ューム区画とディ ス ク区画の

相対サイズを調整します。

ド ラ ッグ操作の ト レ ランス

の開始

ド ラ ッグ アンド  ド ロ ップを有効とする前に、 マウスを
移動するピクセル数を設定します。

接続 Storage Administrator の起動時に、 指定ホス トに自動的
に接続します。

デフォルト  ホス ト このホス ト  マシンをデフォル ト  ホス ト と して使用し
ます。

自動拡張 メ イン ウ ィンド ウのオブジェク ト  ツ リーで、 特定のホ
ス ト  ノードを展開し、 そのホス トの下の階層を表示し
ます。
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❖ ホス トの設定リ ス トからホス ト  マシンを削除するには、 ホス ト を選択してから、 [削
除 ] をク リ ッ ク します。

❖ 設定リ ス ト内のすべてのホス トの設定をク リ アするには、[ク リ ア]をク リ ッ ク します。

❖ リ ス ト内のすべてのホス トの [接続 ]設定を有効にするには、[すべてを接続 ]をク リ ッ
ク します。

❖ ホス ト名を変更するには、ホス ト を選択し、 [編集 ] ボタンをク リ ッ クするか、または
次のキーを使用します。

F2 キー 挿入モード

任意のキー 置換モード

Enter キー 変更の適用

Esc キー 変更の取り消し
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オブジェク トまたは空き領域の検索

[ オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウでは、 指定した検索条件と一致するオブジェク ト を特定
のホス ト  マシンで検索できます。 検索条件と一致したオブジェク トは、 検索ウ ィ ン ド ウ
の下半分にあるグ リ ッ ドに、属性と一緒に一覧表示されます。検索ウ ィンド ウに表示され
たオブジェク トは監視され、現在の検索条件と一致しな くなった時点でウ ィ ンド ウから削
除されます。

このウ ィンド ウはタブ形式で、それぞれのタブには特定の種類のオブジェク ト用に検索オ
プシ ョ ンが用意されています。別のタブを表示するには、該当するタブのラベルをク リ ッ
ク します。

[ オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウには、 メ イン メニューに類似したメニューがあ り ます。
ウ ィンド ウ内の情報を印刷したり、ウ ィ ンド ウを閉じた りするには、[ ファ イル ] メニュー
は使用します。 [ ウ ィンド ウ ] メニューからは、 別のウ ィンド ウまたは現在の検索結果グ
リ ッ ドのコピーを表示するウ ィンド ウを開く こ とができます。状況に順応する [選択項目
] メニューやポップアップ メニューを使用する と、検索結果グ リ ッ ドで選択したオブジェ
ク トに関するタスクを実行したり、その属性を表示した りする こ とができます。オブジェ
ク トのポップアップ メニューを表示するには、 [オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウの下半分
に表示されたオブジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク します。

図 15. [ オブジェク ト検索 ]ウィンドウ
56 VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide
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[オブジェク ト検索 ] ウ ィンド ウは、 次の手順で使用します。

❖ [オブジェク ト検索 ]ウ ィンド ウを表示するには、メ イン ウ ィンド ウの [ウ ィンド ウ ] メ
ニューから [検索]を選択するか、またはツールバーの[検索]ボタンをク リ ッ ク します。

❖ 検索を開始するには、検索条件を入力してから [検索開始 ] ボタンをク リ ッ ク します。
検索を実行するホス ト  マシンの名前が [ ホス ト ] フ ィールドにあるこ とを確認して く
ださい。

❖ 検索結果グ リ ッ ド内のオブジェク ト を、名前または属性によってソートするには、適
切なカラム見出しをク リ ッ ク します。 ソート順を逆にするには、同じカラム見出しを
も う一度ク リ ッ ク します。

❖ 検索結果グ リ ッ ドに一覧表示されているオブジェク ト属性を表示するには、オブジェ
ク ト を選択し、 [ 選択項目 ] メニューまたはポップアップ メニューから [ 属性 ] を選
択します。 オブジェク ト属性は、 オブジェク ト をダブルク リ ッ クする方法でも表示で
きます。

❖ 現在の検索結果グ リ ッ ドのコピーを別のウ ィンド ウに表示するには、[ ウ ィンド ウ ] メ
ニューから [ 検索グ リ ッ ドをコピー ] を選択します。 検索ウ ィンド ウをも う １つ開く
には、 [ ウ ィンド ウ ] メニューから [検索 ] を選択します。

❖ 検索結果グ リ ッ ドに一覧表示されたオブジェ ク ト に関するタス クを実行するには、 [
選択項目 ] メニューまたはポップアップ メニューから適切なタスクを選択します。

❖ 検索結果グ リ ッ ドの内容を印刷するには、[ファ イル ] メニューから [グ リ ッ ドの印刷 ]
を選択し、 [印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。 検索結果グ リ ッ
ドに表示される特定のオブジェク トに関する詳細情報を印刷するには、オブジェク ト
を選択してから、 [ ファ イル ] メニューの [印刷 ] を選択し、 [印刷 ] ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。
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オブジェ ク トに障害またはエラーが発生する と、 メ イン  ウ ィ ン ド ウのステータス領域と
オブジェク トのアイコン上に、警告アイコンが表示されます （図 16 を参照）。警告アイコ
ンが表示された場合は、 [警告モニタ ] ウ ィンド ウの内容を検討して ください。 [警告モニ
タ ] ウ ィンド ウには、障害またはその他のエラーが発生しているオブジェク トに関する情
報が一覧表示されます （図 17 を参照）。各オブジェク トには、障害またはエラーの説明も
一覧表示されます。

[警告モニタ ] ウ ィンド ウに一覧表示された警告を確認する と、 メ イン  ウ ィ ンド ウの下部
にある警告アイコンがチェ ッ ク  マークに変わり ます。 これは、 現在の警告が確認済みで
ある こ とを示します。[警告モニタ ] ウ ィンド ウにさ らに別の警告が表示される と、チェ ッ
ク  マークが再び警告アイコンに変わり、 新しい警告が発生したこ とがわかり ます。

警告アイコンが表示されているオブジェク ト属性を表示した り、 [ 警告モニタ ] ウ ィンド
ウを閉じるには、 [ ファ イル ] メニューを使用します。 状況に順応するポップアップ メ
ニューから も、警告アイコンが表示されているオブジェク ト属性を表示できます。ポップ
アップ メニューを表示するには、 警告アイコンが表示されているオブジェ ク ト をマウス
の右ボタンでク リ ッ ク します。

[警告モニタ ] ウ ィンド ウで警告を確認したら、問題の解決を試みて ください。 [警告モニ
タ ] ウ ィ ンド ウに一覧表示されているオブジェク トについてさ らに詳細な情報を参照する
には、 そのオブジェク トの [属性 ] ウ ィ ンド ウを表示します。

図 16. ボリュームに対する警告 

警告
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図 17. [警告モニタ ]ウィンドウ

[警告モニタ ] ウ ィンド ウは、 次の手順で使用します。

❖ [警告モニタ ]ウ ィンド ウを表示するには、メ イン ウ ィンド ウの [ウ ィンド ウ ] メニュー
から [警告 ] を選択するか、 またはツールバーの [警告 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [
警告モニタ ] ウ ィンド ウは、 ステータス領域の警告アイコンをク リ ッ クする方法でも
表示できます。

❖ 警告をオブジェク ト または説明によってソートするには、適切なカラム見出しをク リ ッ
ク します。 ソート順を逆にするには、 同じカラム見出しをも う一度ク リ ッ ク します。

❖ 警告アイコンが表示されているオブジェク ト属性を表示するには、オブジェク ト を選
択し、[ ファ イル ] メニューまたはポップアップ メニューから [オブジェク ト属性 ] を
選択します。 オブジェク ト属性は、 オブジェク ト をダブルク リ ッ クする方法でも表示
できます。

❖ メ イン  ウ ィンド ウのステータス領域に表示された警告アイコンを確認し、ク リ アする
には、 [オプシ ョ ン ] メニューから [警告ステータスのク リ ア ] を選択します。
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Storage Administrator のウ ィ ンド ウに表示される内容は、 印刷する こ とができます。 場合
によって、 ウ ィンド ウに表示される内容ではな く、特定のオブジェク トに関する情報を印
刷する こ と もできます。

❖ Storage Administratorのウ ィ ンド ウの内容を印刷するには、[ファ イル] メニューから [グ
リ ッ ドの印刷 ] を選択し、 [印刷 ] ダイアログ ボッ クスで必要な項目を指定します。

❖ ウ ィンド ウに表示される特定のオブジェク トに関する詳細情報を印刷するには、オブ
ジェク ト を選択してから、 [ ファ イル ] メニューの [印刷 ] を選択し、 [印刷 ] ダイア
ログ ボッ クスで必要な項目を指定します。

❖ [属性]ウ ィ ンド ウの内容を印刷するには、[印刷]ボタンをク リ ッ ク し、[印刷]ダイアロ
グ ボッ クスで必要な項目を指定します。

Storage Administratorの終了
❖ Volume Manager Storage Administrator ク ラ イアン ト を終了するには、 [ ファ イル ] メ
ニューから [終了 ] を選択します。
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ディスクに関するタスク
 

3

はじめに

この章では、Volume Manager Storage Administrator を使用して、ディ スク とディ スク  グルー
プを設定および使用する方法について説明します。 この章の初めの 「ディ スクに関するタ
ス クに対応する手順」 には、 ディ スクおよびディ スク  グループに関する一般的なタスク
についてま とめてあ り ます。

この章では、 ディ スクに関連する次のタスクについて説明します。

◆ Volume Managerへのディ スクの追加

◆ ディ スクの走査

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペア ディ スクの指定

◆ ディ スクの予約

◆ ディ スク名の変更

◆ ディ スクのオフライン化

◆ ディ スクのオンライン化

◆ ディ スクの ミ ラーリ ング

◆ ディ スクの退避

◆ ディ スクの切断

◆ ディ スクの交換

◆ ディ スクの再配置の解除

◆ ディ スク上のボ リ ュームのリ カバリ

◆ ディ スクの削除

◆ ディ スクの強制初期化

◆ ディ スク属性の表示

◆ コン ト ローラの無効化
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◆ コン ト ローラの有効化

◆ エンク ロージャ名の変更

この章では、 ディ スク  グループに関連する次のタスクについて説明します。

◆ ディ スク  グループの作成

◆ ディ スク  グループのアップグレード

◆ ディ スク  グループ名の変更

◆ ディ スク  グループのデポート

◆ ディ スク  グループのインポート

◆ ディ スク  グループ内のボ リ ュームのリ カバリ

◆ ディ スク  グループのリ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア

◆ ディ スク  グループの破棄

◆ ディ スク  グループの移動

◆ ディ スク  グループ属性の表示
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ディスクに関するタスクに対応する手順

Volume Manager Storage Administratorのディ スク とディ スク  グループに関するタスク とそ
れに対応する手順を以下の表にまとめます。

実行するタスク 適用する手順

ディスクの設定

新しいディ スクを Volume Manager の管理下に組み
入れる。

Volume Managerへのディ スクの追加

新しいディ スク  グループを設定する。 ディ スク  グループの作成

予防タスク

ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペアと して追
加する。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペア ディ スクの指定

ブート （ルート ） ディ スクを Volume Manager の管
理下に組み入れる。

代替ブート （ルート ） ディ スクを作成する。

Volume Managerへのディ スクの追加

ディ スクの ミ ラーリ ング

保守管理タスク

追加ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入
れる。

Volume Managerへのディ スクの追加

ディ スク  グループにディ スク領域を追加する。 Volume Managerへのディ スクの追加

ディ スク  グループを追加作成する。 ディ スク  グループの作成

ディ スク  グループをアップグレードする。 ディ スク  グループのアップグレード
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ディスクに関するタスクに対応する手順
リカバリ  タスク

障害が発生したデ ィ ス クからボ リ ュームを移動

する。

ディ スクの退避

障害が発生したディ スクを交換する。 ディ スクの交換

ディ スク上の全ボリ ュームのリ カバリ を試みる。 ディ スク上のボ リ ュームのリカバリ

ディ ス ク  グループ内の全ボ リ ュームの リ カバリ を
試みる。

ディ スク  グループ内のボリ ュームのリ カバリ

その他のタスク

ディ スク名を変更する。 ディ スク名の変更

ディ スク  グループ名を変更する。 ディ スク  グループ名の変更

ディ スクへのアクセスを一時的に停止する。 ディ スクのオフライン化

オフライン ディ スクへのアクセスを再開する。 ディ スクのオンライン化

ディ ス ク  グループへのアクセスを一時的に停止
する。

ディ スク  グループのデポート

デポート したディ ス ク  グループへのアクセスを再
開する。

ディ スク  グループのインポート

ディ スクを Volume Managerの管理から外す。 ディ スクの削除

ディ スク  グループを別のシステムに移動する。 ディ スク  グループの移動

ディ スク  グループを （永久に） 破棄する。 ディ スク  グループの破棄

実行するタスク 適用する手順
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Volume Managerへのディスクの追加
新しいディ スクをボ リ ュームと して使用するには、 そのディ スクをシステム上で設定し、
Volume Managerの管理下に組み入れ、ディ スク  グループに追加する必要があ り ます。ディ
スクの追加タスクでは、これらのタスクをすべて実行して、Volume Manager で新しいディ
ス クを使用できるよ うに準備します。 このタス クを実行して、 ディ スク  グループにディ
スクを追加する こ と もできます。

ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れる と きは、 そのディ スクをカプセル化ま
たは初期化します。カプセル化する と、ディ スク上の既存データはボ リ ューム内で維持さ
れます。 初期化する と、 ディ スク上の既存データは削除されます。

ルート  ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れる場合は、 ディ スクをカプセル化
する必要があ り ます。 代替ブート  ディ スクを作成する必要がある場合は、 カプセル化し
たルート  ディ スクを ミ ラーリ ングできます （「ディ スクのミ ラーリ ング」 を参照）。

このタスクでは、 ディ スクに Volume Manager のデフォルト  ディ スク名を割 り当てます。
ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れたら、 「ディ スク名の変更」 タスクを実行
して、 Volume Managerディ スク名を変更できます （「ディ スク名の変更」 を参照）。

▼ Volume Managerへのディ スクの追加

1. 新品のディ スクを使用する場合は、適切なホス ト  マシン  ノードを選択し、[選択項目]
メニューから [ ホス ト ] → [ ディ スクの走査 ] を選択して、 システムにディ スクを設
定します。 これによ り、オペレーティング システムに適したディ スクの設定コマンド
が実行されます。

2. Volume Managerの管理下に組み入れる未初期化ディ スクを選択します。

3. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /追加 ] を選択します。

4. [ディ スクの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  デバイス : 正しいディ スク （デバイス） 名が表示されていない場合は、追

加するディ スクのデバイス名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ
ク してディ スクを選択します。

新しいディ スクをシステム上に設定するには、 [ ディ スクの走
査 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、オペレーティング システ
ムに適したディ スクの設定コマンドが実行されます。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5. ディ スクを初期化するのか、 カプセル化するのかを指定します。ディ スクを初期化す
る場合、 ディ ス ク上の既存データは削除されます。 ディ スクをカプセル化する場合、
既存データはボ リ ューム内で維持されます。

6. ディ スクのカプセル化を選択した場合は、 システムを リブート します。

▼ Volume Managerの管理下へのルート  ディ スクの組み入れ

1. ルート （ブート ） ディ スクを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /追加 ] を選択します。

ディ スクの追加先 : ディ スクを追加する先を指定します。

◆ ディ スクを既存のディ スク  グループに追加するには、 [ 既
存のディ スクグループ ] を選択します。[ディ スクグループ
名 ] フ ィールドにディ スク  グループ名を入力するか、 [参
照] をク リ ッ ク してディ スク  グループを選択します。

◆ ディ スクを新しいディ スク  グループに追加するには、 [ 新
しいディ スクグループ ] を選択します。[ディ スクグループ
名]フ ィールドに新しいディ スク  グループ名を入力します。
新しいディ ス クを追加するための新しいディ ス ク  グルー
プが作成されます。

◆ ディ スクを空きディ スク  プールに組み入れるには、 [ 空き
ディ スクプール ] を選択します。 空きディ スク  プールに属
するディ スクは、 Volume Manager の管理下にあ り ますが、
特定のディ スク  グループに属していないため、ボ リ ューム
を作成するためには使用できません。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ ディ スク用の共有ディ スク  グループを作成するには、 [ 新
しいディ スクグループ ] と [共有の作成 ] を選択します。
[共有の作成 ]オプシ ョ ンは、ク ラスタ環境でのみ選択でき
ます。

◆ ディ スクに Volume Manager ディ スク名を指定するには、
[ディ ス ク名 ] フ ィールドに名前を入力し ます。 Volume
Manager ディ スク名を指定しないと、 デフォルト名が割り
当てられます。

◆ ディ ス ク グループに入れるディ ス クにコ メ ン ト属性を追
加するには、 [ コ メン ト ] フ ィールドに情報を入力します。
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3. [ディ スクの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

4. ルート  ディ スクをカプセル化するよ うに指定します。 ディ スクをカプセル化する と、
既存データはボ リ ューム内で維持されます。

5. システムを リブート します。

ルート  ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れたら、 そのルート  ディ スクを ミ
ラーリ ングして代替ブート  ディ スクを作成しておく こ とをお勧めします （「ディ スクの ミ
ラーリ ング」 を参照）。

▼ ディ スク  グループへのディ スクの追加

1. ディ スク  グループに追加するディ スクを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /追加 ] を選択します。

3. [ディ スクの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  デバイス : 正しいディ ス ク （デバイス） 名が表示されていない場合は、

ルート  ディ スク名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ
スクを選択します。

ディ スクの追加先 : ルー ト  ディ ス クをルー ト  ディ ス ク  グループに入れるよ うに
指定します。 [既存のディ スクグループ ] を選択します。 [ディ
スクグループ名 ] フ ィールドに、ルート  ディ スクのグループ名
（rootdg） を入力します。

ディ スク  デバイス : 正しいディ ス ク （デバイス） 名が表示されていない場合は、

ディ スク名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを
選択します。

ディ スクの追加先 : ディ スクを追加する先を指定します。

◆ ディ スクを既存のディ スク  グループに追加するには、 [ 既
存のディ スクグループ ] を選択します。[ディ スクグループ
名 ] フ ィールドにディ スク  グループ名を入力するか、 [ 参
照 ] をク リ ッ ク してディ スク  グループを選択します。

◆ ディ スクを新しいディ スク  グループに追加するには、 [ 新
しいディ スクグループ ] を選択します。[ディ スクグループ
名]フ ィールドに新しいディ スク  グループ名を入力します。
新しいディ ス クを追加するための新しいディ ス ク  グルー
プが作成されます。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ ディ スク用の共有ディ スク  グループを作成するには、 [ 新
しいディ スクグループ ] と [共有の作成 ] を選択します。
[共有の作成 ]オプシ ョ ンは、ク ラスタ環境でのみ選択でき
ます。

◆ ディ スクに Volume Manager ディ スク名を指定するには、
[ディ ス ク名 ] フ ィールドに名前を入力し ます。 Volume
Manager ディ スク名を指定しないと、 デフォルト名が割り
当てられます。

◆ ディ ス ク グループに入れるディ ス クにコ メ ン ト属性を追
加するには、 [ コ メン ト ] フ ィールドに情報を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  デバイス名と新しいディ スクの場所 （ディ スク  グループ
または空き領域プール） を指定する必要があ り ます。

◆ このタスク は、Volume Managerで使用できるよ う にディ スク を設定します。ディ ス
クを使用してボ リ ュームを作成するには、そのディ スクが Volume Managerの管理下
にあ り、 ディ スク  グループに属している必要があ り ます。

◆ ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れる と きは、そのディ スクを初期化ま
たはカプセル化します。 カプセル化する と、 ディ スク上の既存データはボ リ ューム
の形で維持されます。初期化する と、ディ スク上の既存データは削除されます。ルー
ト /ブート  ディ スク と、 貴重なデータが保存されているディ スクの場合は、 カプセ
ル化するこ とをお勧めします。

◆ ディ スクをカプセル化したと きは、 システムを リブートする必要があ り ます。

◆ 空きディ スク  プール内のディ スクを使用してボリ ュームを作成するには、事前にそ
のディ スクをディ スク  グループに追加しておく必要があ り ます。

◆ ディ スクをディ スク  グループまたは空きディ スク  プールに追加するには、事前にそ
のディ スクをオンラインにする必要があ り ます。

◆ 既にディ スク  グループに属しているディ スクは、別のディ スク  グループに追加した
り、 空きディ スク  プールに入れたりする こ とはできません。

◆ ディ スクは、 デポート されたディ スク  グループには追加できません。
◆ ルート  ディ スクは、ルート  ディ スク  グループ （rootdg） に属している必要があ り
ます。 ルート  ディ スクが別のディ スク  グループに属している場合、 ルート  ディ ス
クを使用してシステムをブートするこ とはできません。

◆ Volume Managerディ スク名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
◆ [ディスクデバイス ] フィールドに複数のディスクを指定しているのに [ディスク名 ]
フィールドに指定されているディスク名が 1つのみの場合、ディスク  グループ内で各
ディスク名が一意になるよ うに、 ディスク名の後ろに自動的に番号が追加されます。
68 VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide



 ディスクの走査
ディスクの走査

この手順では、新しいディ スクを調べ、新しいディ スクを設定するためのコマンドを実行
します。 このタスクを実行して、 新しいハードウェアが Volume Manager で認識されるか
ど うかを確認する こ とができます。

▼ ディ スクの走査

1. 新しいディ スクを走査するホス ト  マシンを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクの走査]、または [コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ディ スク /走査 ] を選択します。

3. [ディ スクの走査 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ホス ト : 正しいホス ト名が表示されていない場合は、ホス ト名を入力す

るか、 [参照 ] をク リ ッ ク してホス ト を選択します。

注 ：

◆ 新しいディ スクを Volume Managerで使用するには、事前にそのディ スクをシステム
上で設定しておく必要があ り ます。

◆ 「ディ スクの走査」 タスクを実行する と、システムに新しいディ スクがあるかど うか
が走査されます。 新しいディ スクが検出される と、 システム上で新しいディ スクを
設定するためのコマンドが実行されます。
第 3章  ディスクに関するタスク  69



ホッ ト リロケーシ ョ ン スペア ディスクの指定
ホッ ト リロケーシ ョ ン スペア ディスクの指定
この手順では、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能で使用できるスペア ディ ス クのプールにディ
スクを追加します。入出力障害が発生した場合、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンによ り、冗長性の
ある （ ミ ラーリ ングまたは RAID-5） サブディ スクが自動的にスペア ディ スクに再配置さ
れ、障害の影響を受けた Volume Managerオブジェク トおよびデータが リ ス ト アされます。
システム管理者には、障害の発生とホッ ト リ ロケーシ ョ ンの詳細が電子メールによって通
知されます。ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが完了する と、障害が発生したディ スクを交換できま
す （「ディ スクの交換」 を参照）。

▼ ホッ ト リ ロケーショ ン  スペアと してのディ スクの指定

1. 「Volume Managerへのディ スクの追加」の説明に従って、ディ スクを Volume Managerの
管理下に組み入れ、 ディ スク  グループに追加します。

2. ホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペアと して指定するディ スクを選択します。

3. [選択項目 ] メニューから [ディ スク ]→ [属性 ] を選択します。

4. [ディ スク属性]ウ ィンド ウの[一般]タブの中の[スペア ]を選択します。[了解]をク リ ッ
ク します。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペア プールからディ スクを削除するには、[ディ スク属性 ] ウ ィ
ンド ウで、 も う一度 [ スペア ] をク リ ッ ク します。

注 ：

◆ 指定するディ スクは、Volume Managerの管理下にあ り、ディ スク  グループに属して
いる必要があ り ます。

◆ 同じディ スク  グループ内のすべてのディ スクで、 スペア ディ スクを使用できます。
◆ 再配置に使用できる領域を十分確保するために、ディ スク  グループご とに少な く と
も 1つのホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペア ディ スクを指定して ください。
70 VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide



 ディスクの予約
ディスクの予約

この手順では、ディ スクを予約します。予約されたディ スクは、空き領域プールの一部と
はみなされません。 ディ スク領域が必要なタスクを実行する と、 Storage Administrator は
この予約済みディ スク以外のディ スク領域をタスクに割り当てます。

▼ ディ スクの予約

1. 「Volume Managerへのディ スクの追加」の説明に従って、ディ スクを Volume Managerの
管理下に組み入れ、 ディ スク  グループに追加します。

2. 予約するディ スクを選択します。

3. [選択項目 ] メニューから [ディ スク ]→ [属性 ] を選択します。

4. [ディ スク属性]ウ ィンド ウの[一般]タブの中の[予約]を選択します。[了解]をク リ ッ ク
します。

予約したディ スクを空き領域プールに戻すには、 [ ディ スク属性 ] ウ ィンド ウで、 も う一
度 [予約 ] をク リ ッ ク します。

注 ：

◆ 予約したディ スクは空き領域プールに属していないので、 通常の用途に使用するこ
とはできません。

◆ 予約したディ スクは、 タスクを実行する と きに、 その予約済みディ スクを指定した
場合のみ使用できます。
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ディスク名の変更

この手順では、 ディ スクに割り当てられている Volume Manager名を変更します。 Volume
Manager のディ スク名は、 管理者または Volume Manager がディ スクに指定します。 この
手順では、 物理ディ スク名 （デバイス名） は変更されません。

▼ ディ スク名の変更

1. 名前を変更するディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スク ]→[名前の変更]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [ディ スク /名前の変更 ] を選択します。

3. [ディ スク名の変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

新しい名前 : 新しい Volume Managerディ スク名を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、現在のディ スク名と新しいディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ 新しいディ スク名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
◆ 名前を変更するディ スクは、 インポート済みのディ スク  グループに属している必要
があ り ます。
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ディスクのオフライン化

この手順では、 Volume Manager がディ スクにアクセスできないよ うにします。 ディ スク
をオフラインにするには、 事前にそのディ ス クをディ スク  グループから削除する必要が
あ り ます （「ディ スクの削除」 を参照）。 オフラインにしたディ スクは、 そのディ スクにア
クセスできるよ うに再度指定しないと使用できません （ 「ディ ス クのオンラ イン化」 を
参照）。

▼ ディ スクのオフライン化

1. オフラインにするディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スク ]→[オフライン ]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [ディ スク /オフライン ] を選択します。

3. [ディ スクのオフライン ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ Volume Manager では、 オフラインになっているディ スクへはアクセスできません。
◆ 誤って使用されるこ とがないよ うに、 ディ スクをオフライン化しておく こ とができ
ます。 アクセス不能なディ スクにアクセスしよ う とする とシステムに悪影響を与え
る恐れがあるので、 そのよ う なディ スクはオフラインにしておく必要があ り ます。

◆ オフライン化できるのは、 ディ スク  グループに属していないディ スクだけです。
◆ 使用中のディ スクはオフライン化できません。
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ディスクのオンライン化

この手順では、オフライン化されているディ スクへ再びアクセスできるよ うにします。オ
ンライン化されたディ スクは空きディ スク  プールに追加され、 Volume Manager で再びア
クセスできるよ うにな り ます。オンラインに戻したディ スクを使用してボ リ ュームを作成
するには、 事前にそのディ ス ク をデ ィ ス ク  グループに追加してお く 必要があ り ます
（「Volume Managerへのディ スクの追加」 を参照）。

▼ ディ スクのオンライン化

1. オンラインにするディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スク ]→[オンライン ]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [ディ スク /オンライン ] を選択します。

3. [ディ スクのオンライン ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ オンライン化したディ スクへは、 再びアクセスできるよ うになり ます。

◆ オフライン状態のディ スクのみオンライン化できます。
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ディスクのミ ラーリング

この手順では、 ディ スク上のすべてのコンカチネイテッ ド  ボ リ ュームを別のディ スク上
に ミ ラーリ ング （コピー） し、 作成された ミ ラー ディ スクをブート  ディ スク と して設定
します。 これは、 代替ブート （ルート ） ディ ス クを作成するのに便利な方法です。 代替
ブート  ディ スクは、 元のブート  ディ スクに障害が発生した場合にシステムを起動するの
に使用できます。 この手順を実行する と、 コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームを含む任意の
ディ スクを ミ ラーリ ングできます。

▼ ディ スク上のすべてのコンカチネイテッ ド  ボリ ュームのミ ラーリ ング

1. 別のディ ス クへ ミ ラー リ ングする コンカチネイテッ ド ボ リ ュームが含まれている
ディ スクを選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ディ スク ]→ [ ミ ラー]、または [コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]で
[ディ スク / ミ ラー ] を選択します。

3. [ディ スクのミ ラー ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入
力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

オプシ ョ ン 新しいミ ラーを収めるディ スクを指定するには、 [ ターゲッ ト
ディ スク名 ] フ ィールドの隣りの [参照 ] をク リ ッ ク してディ
スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ 通常、 このタスクはブート  ディ スクの内容を別のディ スクにミ ラーリ ングし、 その
ディ スクを代替ブート  ディ スク と して使用できるよ うにするために行います。ルー
ト  ボ リ ュームとスワ ップ ボ リ ューム （それぞれ、 rootvol と swapvol という名
前である こ とが必要） を ミ ラー リ ングした後で、 このタス クは、 作成した ミ ラー
ディ スクをブート  ディ スク と して設定します。

◆ 別のディ スク上にミ ラーリ ングできるのは、 1 台のディ スク上にあるコンカチネイ
テッ ド  ボリ ュームだけです。ディ スク上のRAID-5ボ リ ューム、ス ト ライプ ボ リ ュー
ム、 スパン ボリ ュームは、 すべて無視されます。

◆ 新しいミ ラーを作成するために使用できるのは、同じディ スク  グループに属してい
るディ スクだけです。

◆ ミ ラー用のディ スクには、 ミ ラーを格納できる十分な領域がある必要があ り ます。

◆ ボ リ ュームのコピーを既に含んでいるディ スク上には、 新しいミ ラーを作成できま
せん。

◆ ミ ラー用のディ スクを指定しないと、 使用可能なディ スク領域を使用して ミ ラーが
作成されます。
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ディスクの退避

この手順では、ディ スク上のボ リ ュームの内容を別のディ スクへ移動します。ディ スクに
障害が発生し始めた時点で、 そのディ ス ク を退避させる こ とによ り、 デ ィ ス ク上のボ
リ ュームを保護および保全できます。 ディ ス クを取り外した り、 別の場所で使う場合に
も、 ディ スクを退避できます。

▼ ディ スクの退避

1. 別のディ スクに移動するオブジェク ト とデータが含まれているディスクを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[退避]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /退避 ] を選択します。

3. [ディ スクの退避 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

オプシ ョ ン デ ィ ス クの内容を退避する先のデ ィ ス ク を指定するには、

[ターゲッ トディ スク名 ] フ ィールドの隣りの [参照 ] をク リ ッ
ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ ディ スク内容の退避/移動先ディ スクは、十分な空き領域のある同じディ スク  グルー
プ内のディ スクである必要があ り ます。

◆ 退避先ディ スクを指定しなかった場合は、 十分な空き領域のある使用可能なディ ス
クが使用されます。

◆ 退避するディ スクに ミ ラー ボリ ューム、 ス ト ライプ ボリ ューム、 または RAID-5 ボ
リ ュームの一部が含まれている場合、 ディ ス ク内容の移動先 と して、 ミ ラー ボ
リ ュームのコピーまたはス ト ライプ ボリ ューム /RAID-5ボ リ ュームの一部が含まれ
ている別のディ スクは指定しないで ください。
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ディスクの切断

この手順では、 Volume Manager ディ スクを対応する物理ディ スクから切断します。 物理
ディ スクを交換する前に、 ディ スクを切断する こ とができます。 ディ スクを切断した後、
[ ディ スクの交換 ] タスクを実行する と、 ディ スクを再接続できます （「ディ スクの交換」
を参照）。

▼ ディ スクの切断

1. 切断するディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スク切断]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [ディ スク /切断 ] を選択します。

3. [ディ スク切断 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ ボ リ ュームが含まれているディ スクを切断する と、 データまたはデータの冗長性が
失われる恐れがあ り ます。
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ディスクの交換

この手順では、既存のディ スクを新しい物理ディ スクに交換し、交換前のディ スク上にあ
るボ リ ュームを新しいディ スクへ移動し、ディ スク上の冗長性がある （ ミ ラーリ ングまた
は RAID-5） ボ リ ュームの リ カバリ を試行します。 冗長性のないボ リ ュームはリ カバリで
きないため、可能な場合はバッ クアップから リ ス ト アして ください。交換するディ スクが
ブート  ディ スクの場合、 交換後の新しいディ スクをブート  ディ スク と して設定します。

ディ スクに障害が発生し、取り外して修理しなければならない場合は、ディ スクの交換を
行う必要があ り ます。 このタスクを使用する と、ディ スク交換のために切断したディ スク
を再接続する こ とができます （「ディ スクの切断」 を参照）。

問題の発生していないディ スクを交換する場合は、ディ スクを交換する前に、そのディ ス
クをディ スク  グループから削除し、空きディ スク  プールに入れる必要があ り ます （「ディ
スクの削除」 を参照）。 交換するディ スクに障害が発生し、 切断されている場合は、 ディ
スク  グループからディ スクを削除する必要はあ り ません。

▼ ディ スクの交換

1. 交換するディ スクを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[交換]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /交換 ] を選択します。

3. [ディ スクの交換 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、交換するディ ス

クの Volume Manager ディ スク名を入力するか、 [ 参照 ] をク
リ ッ ク してディ スクを選択します。

新しい物理ディ スク : 新しい （交換後の） ディ スクの物理ディ スク名を入力するか、

[参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

オプシ ョ ン 新しいディ スクをシステム上に設定するには、 [ ディ スクの走
査 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、オペレーティング システ
ムに適したディ スクの設定コマンドが実行されます。
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ディスクの再配置の解除

この手順では、再配置されたサブディ スクを元のディ スクに戻します。ディ スクに障害が
発生する と、ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によって、障害の発生したディ スクから別のディ
スクにサブディ スクが移動します。 元のディ スクを修理または交換した後で、 「ディ スク
の再配置の解除」 タスクを実行する と、再配置されたサブディ スクを元のディ スク位置に
戻すこ とができます。

▼ 再配置されたサブディ スクの元のディ スクへの移動

1. ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの前にサブディ スクが置かれていたディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スク ]→[再配置の解除]、または [コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ディ スク /再配置の解除 ] を選択します。

3. [ディ スクの再配置の解除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、 交換するディ スク と交換後のディ スクの名前を指定する必要があ
り ます。

◆ 交換するディ スクは、 ディ スク  グループから切断または削除する必要があ り ます。
ディ ス クに障害が発生していない場合は、 交換する前に、 ディ ス クをディ ス ク  グ
ループから削除し、 空きディ スク  プールに入れる必要があ り ます。

◆ 新しいディ スクには、空きディ スク  プール内のディ スクまたは未初期化ディ スクを
使用できます。 新しいディ スクが初期化されていない場合、 このタスクによって、
そのディ スクは Volume Managerの管理下に組み入れられます。

◆ 新しいディ スクは、 古いディ スクのディ スク  グループに追加されます。

ディ スク名 : 元のディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入力

するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。 こ こ
で指定するのは、サブディ スクが再配置される前に格納されて

いたディ スクの名前です。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン ◆ ホッ ト リ ロケーション機能によって、再配置されたサブディ
スクを表示するには、 [再配置の表示 ] をク リ ッ クします。

◆ 再配置されたサブディ スクを元のディ スク とは別のディ ス
ク上に移動する場合は、 [ 別のデスティネーシ ョ ンディ ス
ク ] フ ィールドで代替ディ スクを指定します。

◆ サブディ スクを元のディ ス ク上の同じ場所に戻す場合は、
[前と同じオフセッ トの使用 ] をク リ ッ ク します。元の場所
が使用できない場合は、 このオプショ ンをオフにすると 、
ディ ス ク 上のほかの使用可能な領域にサブディ スク を移
動できます。

注 ：

◆ このタスクでは、（代替ディ スクを指定している場合でも）元のディ スク名を指定す
る必要があ り ます。

◆ ディ スクに障害が発生する と、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によって、 障害が発生し
たディ スクから別のディ スクにサブディ スクが移動します。 元のディ スクを修理ま
たは交換した後で、 「ディ スクの再配置の解除」 タスクを実行する と、再配置された
サブディ スクを元のディ スク位置に戻すこ とができます。

◆ 「ディ スクグループリ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア」 タスクでディ スク  グループのリ
ロケーシ ョ ン情報をク リ アする と、 再配置されたサブディ スクを元のディ スクに戻
すこ とができな くなり ます。
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ディスク上のボリュームのリカバリ

この手順では、指定したディ スク上のボ リ ュームを リ カバリするために必要な処理を行い
ます。その具体的な内容はディ スク上のボ リ ュームの種類によって異なり、無効になって
いるボ リ ュームの起動、ミ ラー ボ リ ューム内のミ ラーの再同期化、およびRAID-5ボ リ ュー
ム内のパ リ テ ィの再同期化などが行われます。 リ カバリに成功する と、ボ リ ュームを再び
使用できるよ うにな り ます。

ボ リ ュームを リ カバリする必要があるかど うかは、 警告アイコンや [警告モニタ ] ウ ィン
ド ウの情報から判断できます。

▼ ディ スク上のすべてのボリ ュームのリ カバリ

1. リ カバリするボ リ ュームが含まれているディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スク ]→[ リ カバリ ]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で
[ディ スク / リ カバリ ] を選択します。

3. [ディ スクのリ カバリ ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、ディ スク名を入

力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ リ カバリできない場合もあ り ます。 ボ リ ュームのリ カバリに失敗した場合は、 バッ
クアップからボ リ ュームを リ ス ト アしてみて ください。
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ディスクの削除

この手順では、 ディ スクをディ スク  グループから削除し、 空きディ スク  プールに入れる
か、 または Volume Manager の管理から外します。 ディ スクを空き領域プールに戻した場
合、そのディ スクをボ リ ュームと して使用できるよ うにするには、事前にディ スク  グルー
プに追加しておく必要があ り ます （「Volume Managerへのディ スクの追加」 を参照）。

削除するディ スクにボ リ ュームが含まれている場合は、ディ スクを削除する前に退避させ
る必要があ り ます。

▼ ディ スク  グループまたは Volume Managerからのディ スクの削除

1. 削除するディ スクを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スク ]→[削除]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ディ
スク /削除 ] を選択します。

3. [ディ スクの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、 ディ ス ク名を

入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

デ ィ ス ク のデス テ ィ

ネーシ ョ ン を選択し

ます。

削除したディ スクを配置する場所を指定します。

◆ ディ スクをディ ス ク グループから削除し、 空きディ ス ク
プールに組み入れるには、 [ 空きディ スクプール ] を選択
します。 ディ スクは引き続き Volume Manager の管理下に
置かれます。

◆ ディ スクを Volume Managerの管理から外すには、[未初期
化状態 ] を選択します。
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注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク名を指定する必要があ り ます。 ディ スクを空きディ スク
プールに戻すのか、 Volume Managerの管理下に置くのかについても指定する必要が
あ り ます。

◆ ディ スクに ミ ラーが 1つだけあるボ リ ュームが含まれており、ファ イル システムが
マウン ト されているか、 またはスワ ップ領域と して使用されている場合、 ディ スク
を削除する前に退避する必要があ り ます。

◆ ディ スク  グループまたは Volume Manager の管理下から削除したディ スクにアクセ
スするこ とはできません。

◆ 使用中のディ スク （ボリ ュームが含まれているディ スク） は削除しないで ください。
ボ リ ュームが含まれているディ スクを削除する と、 データまたはデータの冗長性が
失われる恐れがあ り ます。 削除するディ ス ク上にボ リ ュームが存在する場合は、
「ディ スクの退避」 タスクを実行して、ボ リ ュームを別のディ スクに移動するこ とが
できます。

◆ ディ スク  グループ内の最後のディ スクは削除できません。最後のディ スクを削除す
るには、 属しているディ スク  グループを削除する必要があ り ます。 rootdgディ ス
ク  グループ内の最後のディ スクは、 絶対に削除する こ とはできません。

◆ 削除されたディ スク上の冗長性のないボ リ ュームは、 無効になり ます。
第 3章  ディスクに関するタスク  83



ディスクの強制初期化
ディスクの強制初期化

注意 ディ スクを強制的に （再） 初期化する と、 データが失われる恐れがあ り ます。

この手順では、ディ スクを強制的に初期化します。 この手順を実行する と、ディ スクを再
初期化する こ とができます。 このタスクは、 Volume Manager の管理下に組み入れたディ
スクの ト ラブルシューティングと して実行します。 Volume Manager で使用するディ スク
を初期化する場合は、 このタスクではな く 「ディ スクの追加」 タスクを実行して ください
（「Volume Managerへのディ スクの追加」 を参照）。

▼ ディ スクの（ 再） 初期化

1. 初期化するディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクの初期化]、または [コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ディ スク /初期化 ] を選択します。

3. [ディ スクの初期化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク名 : 正しいディ スク名が表示されていない場合は、 ディ ス ク名を

入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ このタスクはディ スクを強制的に （再） 初期化するため、 データが失われる恐れが
あ り ます。

◆ このタスクでは、ディ スク上の既存のディ スク  ヘッダおよび設定情報が上書きされ
ます。 ディ スクを再初期化する と、 そのディ スク上にあるボ リ ュームのコピーまた
は領域へはアクセスできな くなり ます。
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ディスク属性の表示

[ディ スク属性 ] ウ ィンド ウには、 選択したディ スクに関する詳細情報が表示されます。
[ 属性 ] ウ ィンド ウはタブ形式で、 それぞれのタブにはディ スク とその関連オブジェク ト
についての情報が表示されます。 別のタブを表示するには、 該当するタブのラベルをク
リ ッ ク します。

❖ ディ スク属性を表示するには、ディ スクを選択し、[ディ スク ] メニューまたはポップ
アップ メニューから [ 属性 ] を選択します。 [ ディ スク属性 ] ウ ィンド ウは、 ディ ス
クをダブルク リ ッ クする方法でも表示できます。

❖ ディ スク上の使用可能領域を調べるには、[サブディ スク ] タブをク リ ッ ク します。[サ
ブディ スク ] タブ内に、 空き領域が 「ギャ ップ」 と して一覧表示されます。 サブディ
スクおよびギャ ップをディ スク上の場所ご とにソートするには、 [ ディ スクオフセッ
ト ] カラム見出しをク リ ッ ク します。

❖ [属性 ] ウ ィ ンド ウの内容を更新して、ディ スクの現在属性を反映するには、[更新 ] ボ
タンをク リ ッ ク します。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[印刷]をク リ ッ ク し、[印刷]ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。
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コン ト ローラの無効化

この手順は、 コン ト ローラの入出力を無効にします。 さ らに、 この手順を実行する と、動
的マルチパス機能で、コン ト ローラに関連付けられたパスにアクセスするのを防ぐこ とが
できます。ハードウェアの保守管理を行う前に、コン ト ローラへのアクセスを無効にする
こ とができます。

▼ コント ローラの無効化

1. 無効にするコン ト ローラを選択します。

2. [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [ コン ト ローラ /無効化 ] を選択します。

3. [ コン ト ローラの無効化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

コン ト ローラ名 : 正しいコン ト ローラ名が表示されていない場合は、コン ト ロー

ラ名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してコン ト ローラを選
択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ このコン ト ローラに関連付けられたすべてのエンク ロー
ジャ （ディ スク  アレイ） を無効にするには、 [ すべてのエ
ンクロージャ ] を選択します。

◆ このコン ト ローラに関連付けられた特定のエンクロージャ
を無効にするには、 [選択したエンクロージャ ] フ ィールド
にエンク ロージャ名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク して
エンク ロージャを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 コン ト ローラ名を指定する必要があ り ます。

◆ このタスクを実行する と、 入出力および Volume Manager の動的マルチパス機能で、
指定したコン ト ローラに関連付けられたパスにアクセスできな くなり ます。

◆ 指定するコン ト ローラには、ルート  ディ スクに対して最後に有効だったパスを含め
るこ とはできません。
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コン ト ローラの有効化

この手順は、 コン ト ローラの入出力を有効にします。動的マルチパス機能が有効になって
いる場合は、 この手順を実行する と、 コン ト ローラに関連付けられたパスへのアクセスも
リ ス ト アされます。

▼ コント ローラの有効化

1. 有効にするコン ト ローラを選択します。

2. [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [ コン ト ローラ /有効化 ] を選択します。

3. [ コン ト ローラの有効化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

コン ト ローラ名 : 正しいコン ト ローラ名が表示されていない場合は、コン ト ロー

ラ名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してコン ト ローラを選
択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ このコン ト ローラに関連付けられたすべてのエンク ロー
ジャ （ディ スク  アレイ） を有効にするには、 [ すべてのエ
ンクロージャ ] を選択します。

◆ このコン ト ローラに関連付けられた特定のエンクロージャ
を有効にするには、 [選択したエンクロージャ ] フ ィールド
にエンク ロージャ名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク して
エンク ロージャを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 コン ト ローラ名を指定する必要があ り ます。

◆ このタスクを実行する と、 入出力および Volume Manager の動的マルチパス機能で、
指定したコン ト ローラに関連付けられたパスを使用できるよ うになり ます。
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エンクロージャ名の変更

この手順では、 エンク ロージャ （ディ スク  アレイ） の名前を変更します。

▼ エンクロージャ名の変更

1. 名前を変更するエンク ロージャを選択します。

2. [選択項目] メニューから [エンク ロージャ ]→[名前の変更]、または [コマンド起動ウ ィ
ンド ウ ]で [エンク ロージャ /名前の変更 ] を選択します。

3. [エンクロージャ名の変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

エンク ロージャ名 : 正しいエンク ロージャ名が表示されていない場合は、名前を入

力するか、[参照]をク リ ッ ク してエンクロージャを選択します。

新しい名前 : 新しいエンク ロージャ名を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、 現在のエンクロージャ名と新しいエンクロージャー名を指定する
必要があ り ます。

◆ 新しいエンク ロージャ名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
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ディスク  グループの作成
この手順では、 追加のディ スク  グループを作成します。 ディ スクを Volume Managerで使
用するには、事前にディ スク  グループに追加しておく必要があ り ます。デフォルトのディ
スク  グループ（rootdg）は、通常は Volume Managerのインス トール時に作成され、Volume
Managerが稼働しているシステムには必ず存在します。別のディ スク  グループを追加作成
して、 複数のディ スクを論理的なグループに編成する こ とができます。

ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れる と きは、 そのディ スクをカプセル化ま
たは初期化します。カプセル化する と、ディ スク上の既存データはボ リ ューム内で維持さ
れます。 初期化する と、 ディ スク上の既存データは削除されます。

▼ ディ スク  グループの作成

1. ホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル ] メニューから [新規]→[ディ スクグループ ]、または [コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ディ スクグループ /新規 ] を選択します。

3. [新しいディ スクグループ ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

4. ディ スクを初期化するのか、 カプセル化するのかを指定します。ディ スクを初期化す
る場合、 ディ ス ク上の既存データは削除されます。 ディ スクをカプセル化する場合、
既存データはボ リ ューム内で維持されます。

ディ スク  グループ名 : 作成するディ スク  グループの名前を入力します。既存のディス
ク  グループの名前を参照するには、 [表示 ] をク リ ッ クします。

新しいディ スクをシステム上に設定するには、 [ ディ スクの走
査 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、オペレーティング システ
ムに適したディ スクの設定コマンドが実行されます。

ディ スク  デバイス : 新しいディ スク  グループに追加するディ スクを選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ 共有ディ スク  グループを作成するには、[共有の作成 ] を選
択します。 このオプシ ョ ンは、 ク ラスタ環境でのみ選択で
きます。

◆ ディ スクに Volume Manager ディ スク名を指定するには、 [
デ ィ ス ク名 ] フ ィ ール ドに名前を入力し ます。 Volume
Manager ディ スク名を指定しないと、 デフォルト名が割り
当てられます。

◆ ディ ス ク グループに入れるディ ス クにコ メ ン ト属性を追
加するには、 [ コ メン ト ] フ ィールドに情報を入力します。
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5. ディ スクのカプセル化を選択した場合は、 システムを リブート します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名と少な く と も 1つのディ スク名を指定する必
要があ り ます。

◆ ディ スク  グループ名は一意である必要があ り ます。
◆ 新しいディ スク  グループには、少な く と も 1つのディ スクが属している必要があ り
ます。

◆ ディ ス ク グループを作成するために使用できるディ ス クは、 オンラ イン状態にあ
り、 ほかのディ スク  グループに属していないものだけです。

◆ ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れる と きは、そのディ スクを初期化ま
たはカプセル化します。 カプセル化する と、 ディ スク上の既存データはボ リ ューム
の形で維持されます。初期化する と、ディ スク上の既存データは削除されます。ルー
ト /ブート  ディ スク と、 貴重なデータが保存されているディ スクの場合は、 カプセ
ル化するこ とをお勧めします。

◆ Volume Managerディ スク名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
◆ [ディスクデバイス ] フィールドに複数のディスクを指定しているのに [ディスク名 ]
フィールドに指定されているディスク名が 1つのみの場合、ディスク  グループ内で各
ディスク名が一意になるよ うに、 ディスク名の後ろに自動的に番号が追加されます。
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ディスク  グループのアップグレード
この手順では、 ディ スク  グループを Volume Manager の現在のリ リース と互換性のある
バージ ョ ンにアップグレード します。新しい機能およびタスクの一部は、現在のバージ ョ
ンのディ スク  グループでのみ実行できます。 これらのタスクを実行するには、 事前に既
存のディ スク  グループをアップグレードする必要があ り ます。 ただし、 アップグレード
する と、 以前のリ リースの Volume Manager が稼働しているマシンからは、 そのディ スク
グループにアクセスできな くなり ます。

ディ ス ク  グループをアップグレードする必要があるかど うかを判断するには、 ディ スク
グループを選択し、 [ディ スクグループ属性 ] ウ ィンド ウを開きます。 [属性 ] ウ ィ ンド ウ
の [ バージ ョ ン ] フ ィールドに、 ディ スク  グループが現在のディ スク  グループ バージ ョ
ンにアップグレード されているかど うかが示されます。

▼ ディ スク  グループのアッ プグレード

1. 現在のバージ ョ ンにアップグレードするディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スクグループ ]→[アップグレード ]、または[コマンド起
動ウ ィ ンド ウ ]で [ディ スクグループ / アップグレード ] を選択します。

3. [ディ スクグループのアップグレード ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力し
ます。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ : 正しいディ スク  グループ名が表示されていない場合は、 ディ
スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
ク  グループを選択します。

注 ：

◆ 以前のリ リースの Volume Managerで作成したディ スク  グループに対して、現在のリ
リースでサポート されている新しい機能およびタスクを実行するには、 事前にディ
スク  グループをアップグレードする必要があ り ます。

◆ 現在のバージ ョ ンにアップグレード したディ ス ク グループは、 以前の リ リースの
Volume Managerが稼働しているマシンにはインポートできません。以前のリ リース
の Volume Manager との互換性を保つ必要があるディ スク  グループは、アップグレー
ド しないで ください。
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ディスク  グループ名の変更
この手順では、 既存のディ スク  グループの名前を変更します。 この機能を利用して、 よ
り適切な名前に付け替えた り、 インポートするディ スク  グループとの名前の重複を避け
たりする こ とができます。

▼ ディ スク  グループ名の変更

1. 名前を変更するディ スク  グループを選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ディ スクグループ ]→ [名前の変更 ]、または [ コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ディ スクグループ /名前の変更 ] を選択します。

3. [ディ スクグループ名の変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ名 : 正しいディ スク  グループ名が表示されていない場合は、 ディ
スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
ク  グループを選択します。

新しい名前 : ディ スク  グループの新しい名前を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、現在のディ スク  グループ名と新しいディ スク  グループ名を指定す
る必要があ り ます。

◆ 新しいディ スク  グループ名は一意である必要があ り ます。
◆ このタスクでは、ディ スク  グループをデポート して再インポート します。ディ スク
グループ内のボ リ ュームが使用中の場合は、 デポート時にエラーとなるので、 ディ
スク  グループ名を変更できません。

◆ このタスクでは、必要に応じて、ファイル システム テーブル ファイルを更新します。
◆ ディスク  グループに、 ファイル システムがマウン ト されているボリ ュームが含まれ
ている場合は、ファイル システムのマウン ト を解除する必要がある場合があり ます。
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ディスク  グループのデポート
この手順では、ディ スク  グループとそのボ リ ュームにアクセスできないよ うにします。デ
ポート したディ スク  グループは、 インポートするまで使用できな くな り ます。 ディ スク
グループをデポートする と、 一時的にそのディ スク  グループを使用不可にする こ とがで
きます。

デポート されているディ スク  グループに属しているディ ス クは、 削除および再利用でき
ません。 ディ スクを削除するには、 ディ スク  グループをインポート してから、 ディ スク
グループを削除 （属しているディ スクをすべて削除） するか、選択したディ スクをディ ス
ク  グループから削除します。

▼ ディ スク  グループのデポート

1. デポートするディ スク  グループを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スクグループ ]→[デポート ]、または [コマンド起動ウ ィ
ンド ウ ]で [ディ スクグループ /デポート ] を選択します。

3. [ディ スクグループのデポート ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ名 : 正しいディ スク  グループ名が表示されていない場合は、 ディ
スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
ク  グループを選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ デポート時にディ スク  グループ名を変更するには、 [ 新し
い名前 ] フ ィールドに新しいディ スク  グループ名を入力し
ます。

◆ デポート したディ スク  グループを リブート時にホス ト  マ
シンにインポートするよ うに設定するには、 [ 新しいホス
ト ] フ ィールドにホス ト ID を入力します。
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注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク  グループ名を指定する必要があ り ます。
◆ デポー ト されたディ スク グループにはアクセスできません。 デポート されている
ディ スク  グループにアクセスするには、そのディ スク  グループをインポートする必
要があ り ます。

◆ rootdgディ スク  グループはデポートできません。
◆ ディ スク  グループ内に使用中の （開いている） ボ リ ュームがある場合、 そのディ ス
ク  グループはデポートできません。

◆ ディ スク  グループをデポートする と、そのディ スク  グループ内のすべてのディ スク
に格納されているホス ト ID がク リ アされるため、 そのディ スク  グループはシステ
ムのリブート時に自動的には再インポート されません。ただし、 [新しいホス ト ]に
ホス ト を指定する と、 システムのリブート時に、指定したホス トにディ スク  グルー
プがインポート されます。
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ディスク  グループのインポート
この手順では、 デポート された （アクセスできない） ディ スク  グループとそのボ リ ュー
ムに再びアクセスできる よ う にし ます。 デポー ト されているディ ス ク  グループをイン
ポートするには、 そのディ ス ク  グループの以前の名前が判明している こ と、 その名前が
ほかで使用されていないこ とが必要です。 さ らに、 デポート されているディ スク  グルー
プに以前割り当てられていたディ スクが、少な く と も 1つは未使用のままである こ と も必
要です。

▼ ディ スク  グループのインポート

1. ホス ト  マシン  ノードを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクグループのインポート ]、または [コマン
ド起動ウ ィンド ウ ] で [ディ スクグループ / インポート ] を選択します。

3. [ディ スクグループのインポート ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  グループ名 : インポートするディ スク  グループの名前を入力するか、[参照]
をク リ ッ ク してディ スク  グループを選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ インポート時にディスク グループ内のすべてのボリ ューム
を起動するには、[すべてのボリ ュームを起動]を選択します。

◆ インポー ト時にディ ス ク グループ内のすべてのディ ス ク
上にある既存のホス ト ID スタンプをク リ アするには、 [ ホ
ス ト IDのク リ ア ] を選択します。別のホス トがディ スク  グ
ループ内のディ スクを使用している場合は、 このオプシ ョ
ンは選択しないで ください。

◆ ホス ト がディ ス ク グループ内のディ ス クのすべてにアク
セスできない場合に、 ディ ス ク  グループを強制的にイン
ポートするには、 [強制インポート ] を選択します。 このオ
プシ ョ ンは、ディ スク  グループ内のディ スクに障害が発生
した場合に使用できますが、 すべてのディ スクが使用可能
な状態である場合は、ディ スク  グループの整合性が失われ
る可能性があ り ます。

◆ ディ ス ク グループを共有ディ ス ク グループと してイン
ポートするには、 [共有と してインポート ] を選択します。
このオプシ ョ ンは、 ク ラスタ環境でのみ選択できます。

◆ インポート時にディ スク  グループ名を変更するには、 [ 新
しい名前 ] フ ィールドに新しいディ スク  グループ名を入力
します。 名前の変更が一時的である こ とを示すには、 [ 新
しい名前を一時的な名前と して使用 ] を選択します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク  グループ名を指定する必要があ り ます。
◆ デポート されているディ スク  グループのみをインポートできます。
◆ デポート されているディ スク  グループは、デポート後に同じ名前のディ スク  グルー
プが作成されている場合、 インポートするこ とはできません。

◆ ディ スク  グループのインポートは、ホス トがディ スク  グループ内に 1つまたは複数
のディ スクを検出できないと、 エラーとなる可能性があ り ます。 ディ スクに障害が
発生したためにインポートがエラーとなった場合は、[強制インポート ]オプシ ョ ン
を選択する こ とによってディ ス ク  グループをインポート できます。 別の理由でエ
ラーとなった場合は、 強制インポート を行う と深刻な問題が発生する可能性があ り
ます。

◆ ディ スク  グループのインポート時に、システムはそのディ スク  グループ内のすべて
のディ スクにホス ト ID スタンプを記録します。 いずれかのディ スクのホス ト ID ス
タンプが、ほかのディ スクのスタンプと一致しない場合、ディ スク  グループのイン
ポートはエラーとなり ます。 これは、 デュアルポートのディ スクを 2つのシステム
で同時に管理 （場合によっては破損） できないよ うにするための措置です。 別のホ
ス トがディ スク  グループを使用していないこ とが確実な場合は、[ ホス ト IDのク リ
ア ] オプシ ョ ンを選択してホス ト ID をク リ アし、 ディ スク  グループをインポート
するこ とができます。
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ディスク  グループ内のボリュームのリカバリ
この手順では、 指定したディ スク  グループ内のボ リ ュームを リ カバリするために必要な
処理を行います。 その具体的な内容はディ ス ク  グループ内のボ リ ュームの種類によって
異なり、 無効になっているボ リ ュームの起動、 ミ ラー ボ リ ューム内のミ ラーの再同期化、
および RAID-5 ボ リ ューム内のパ リ テ ィの再同期化などが行われます。 リ カバリに成功す
る と、 ボ リ ュームを再び使用できるよ うにな り ます。

ボ リ ュームを リ カバリする必要があるかど うかは、 警告アイコンや [警告モニタ ] ウ ィン
ド ウの情報から判断できます。

▼ ディ スク  グループ内のすべてのボリ ュームのリ カバリ

1. リ カバリするボ リ ュームが含まれているディ スク  グループを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ディ スクグループ ]→[ リ カバリ ]、または [コマンド起動ウ ィ
ンド ウ ]で [ディ スクグループ / リ カバリ ] を選択します。

3. [ディ スクグループのリ カバリ ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ : 正しいディ スク  グループ名が表示されていない場合は、 ディ
スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
ク  グループを選択します。

注 ：

◆ リ カバリできない場合もあ り ます。 ボ リ ュームのリ カバリに失敗した場合は、 バッ
クアップからボ リ ュームを リ ス ト アしてみて ください。
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この手順では、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの警告をク リ アし、ディ スク  グループから リ ロケー
シ ョ ン  データを削除します。

▼ ディ スク  グループのリロケーショ ン情報のクリア

1. ク リ アするホッ ト リ ロケーショ ン情報を保持しているディ スク  グループを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ディ スクグループ]→[ リ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア]、または
[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [ディ スクグループ / リ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア ] を
選択します。

3. [ディ スクグループリ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事
項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ : 正しいディ スク  グループ名が表示されていない場合は、 ディ
スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
ク  グループを選択します。

注 ：

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ンでは、 障害の発生したディ スクから別のディ スクにサブディ
スクが自動的に再配置されます。 このと きディ ス ク  グループは、 ホッ ト リ ロケー
シ ョ ンやサブディ スクの元の場所に関する情報を記録します。 ホッ ト リ ロケーシ ョ
ンが完了しても、 Storage Administrator内のオブジェク ト上の警告は表示されたまま
です。 この場合、 「ディ スク  グループ リ ロケーシ ョ ン情報のク リ ア」 タスクを実行
する と、ディ スク  グループからサブディ スクの元の場所に関するすべての記録が削
除され、 警告がク リ アされます。

◆ ディ スク  グループのリ ロケーシ ョ ン情報をク リ アしてしま う と、再配置されたサブ
ディ スクを元のディ スクに戻す 「ディ スクの再配置の解除」 タスクが実行できな く
なり ます。
98 VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide



 ディスク  グループの破棄
ディスク  グループの破棄

注意 ディ スク  グループを破棄する と、 データが失われる恐れがあ り ます。

この手順では、 ディ スク  グループを Volume Managerの管理下から永久に除外します。 こ
の手順では、ディ スク  グループ内のすべてのディ スクを空きディ スク と して再初期化し、
再利用できるよ うに空きディ スク  プールに入れます。

ディ スク  グループの破棄は、 ディ スク  グループ内のボ リ ュームおよびデータが不要であ
る こ とが確実な場合のみ実行して ください。 ディ スク  グループ内の最後のディ スクは削
除できません。 したがって、 ディ スク  グループ内の最後のディ スクを解放して再利用す
るためには、 ディ スク  グループを破棄します。

▼ ディ スク  グループの破棄

1. ホス ト  マシン  ノードを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクグループの破棄]、または [コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ディ スクグループ /破棄 ] を選択します。

3. [ディ スクグループの破棄 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ名 : 破棄するディ スク  グループ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ
ク してディ スク  グループを選択します。

注 ：

◆ ディ スク  グループを永久に破棄する と、そのディ スク  グループはVolume Managerの
管理から外されるため、 データが失われる恐れがあ り ます。 このため、 このタスク
の実行には注意が必要です。

◆ ディスク  グループを破棄すると、そのグループに属していたディスクは空きディスク
プールに戻されます。 ディスク  グループ内のすべてのボリ ュームは削除されます。

◆ rootdgディ スク  グループは破棄できません。
◆ ディ スク  グループ内に使用中の （開いている） ボ リ ュームがあるか、 ファ イル シス
テムがマウン ト されている場合、 そのディ スク  グループは破棄できません。
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ディスク  グループの移動
この手順では、 ディ スク  グループ （およびそのグループに属している Volume Managerオ
ブジェ ク ト ） を、 あるシステムから別のシステムに移動します。 この処理は、 ディ ス ク
グループの構成の設定を新しいシステムへと再配置します。

▼ あるシステムから別のシステムへのディ スク  グループの移動

1. 移動するディ スク  グループ内のすべてのボリ ュームのマウン ト を解除し、停止します
（ボ リ ュームのマウン トの解除と停止方法については、 第 4章を参照して ください）。

2. 「ディ スク  グループのデポート 」 の説明に従って、 別のシステムに移動するディ スク
グループをデポート します。

3. ディ スク  グループ内のすべての物理ディ スクを、 新しいシステムに接続します。

4. 新しいシステム上で、 「ディ スク  グループのインポート 」 の説明に従って、 ディ スク
グループをインポート します。

5. ホス ト  マシン ノードを選択し、[選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクの走査]
を選択して、 システムに新し く接続するディ ス クを設定します。 これによ り、 オペ
レーティング システムに適したディ スクの設定コマンドが実行されます。

6. 「ディ スク  グループ内のボ リ ュームのリ カバリ 」 の説明に従って、 新しいシステム上
のディ スク  グループ内のすべてのボ リ ュームを再起動およびリ カバリ します。

注 ：

◆ 両方のシステムで、 Volume Manager と Storage Administrator （サーバ） が稼働してい
る必要があ り ます。
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ディスク  グループ属性の表示
[ディ スクグループ属性 ] ウ ィ ンド ウには、 選択したディ スク  グループに関する詳細情報
が表示されます。 [属性 ] ウ ィンド ウはタブ形式で、 それぞれのタブにはディ スク  グルー
プとその関連オブジェク トについての情報が表示されます。別のタブを表示するには、該
当するタブのラベルをク リ ッ ク します。

❖ ディ スク  グループ属性を表示するには、 ディ スク  グループを選択し、 [ ディ スクグ
ループ ] メニューまたはポップアップ メニューから [属性 ] を選択します。

❖ [属性 ] ウ ィンド ウの内容を更新して、 ディ スク  グループの現在の属性を反映するに
は、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[印刷]をク リ ッ ク し、[印刷]ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。
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ボリュームに関するタスク
 

4

はじめに

この章では、 Volume Manager Storage Administrator を使用して、 ボ リ ュームを作成および
使用する方法について説明します。 また、 ボ リ ュームでファ イル システムを使用する方
法についても説明します。 この章の初めの 「ボ リ ュームに関するタスクに対応する手順」
と 「ファ イル システムに関するタスクに対応する手順」 には、 ボ リ ュームとファ イル シ
ステムの一般的なタスクについてま とめてあ り ます。

この章では、 ボ リ ュームに関する次のタスクについて説明します。

◆ ボ リ ュームの作成

◆ ボ リ ュームのサイズ変更

◆ ボ リ ューム名の変更

◆ ボ リ ュームのレイアウ トの変更

◆ ボ リ ュームへのミ ラーの追加

◆ ボ リ ュームへのログの追加

◆ ボ リ ュームの停止

◆ ボ リ ュームの起動

◆ ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーの作成

◆ スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームのマージ

◆ スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの関連付けの解除

◆ バッ クアップからのボ リ ュームを リ ス ト アするための準備

◆ ボ リ ュームのリ カバリ

◆ ミ ラーの修復

◆ ミ ラーの無効化

◆ ボ リ ュームからの ミ ラーの削除

◆ ボ リ ュームからのログの削除

◆ ボ リ ュームの削除
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◆ プレッ クスの関連付け

◆ プレッ クスの関連付けの解除

◆ サブディ スクの移動

◆ サブディ スクの分割

◆ サブディ スクの結合

◆ サブディ スクの削除

◆ ボ リ ューム属性の表示

この章では、 ファ イル システムに関する次のタスクについて説明します。

◆ ボ リ ュームへのファイル システムの追加

◆ ボ リ ュームへのファイル システムのマウン ト

◆ ボ リ ューム上のファイル システムのマウン ト解除

◆ ファ イル システムのサイズ変更

◆ ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーの作成

◆ ボ リ ューム上のファイル システムのチェ ッ ク

◆ ファ イル システム属性の表示

この章では、 VERITAS QuickLogに関する次のタスクについて説明します。

◆ ボ リ ュームの QuickLog ログの作成

◆ ファ イル システムに対する QuickLog ログの有効化

◆ ファ イル システムに対する QuickLog ログの無効化

◆ QuickLog ログの削除
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ボリュームに関するタスクに対応する手順

Volume Manager Storage Administrator のボ リ ュームに関するタスク とそれに対応する手順
を以下の表にま とめます。

実行するタスク 適用する手順 ：

ボリュームの設定タスク

新しいボリ ュームを作成する。 ボ リ ュームの作成

予防タスク

冗長性を高めるために別のディ ス ク上にボ リ ュー

ムを ミ ラーリ ング （コピー） する。

ボ リ ュームへのミ ラーの追加

ミ ラー ボ リ ュームを作成する。 ボ リ ュームの作成

ミ ラー ボ リ ュームにログを追加する。 ボ リ ュームへのログの追加

RAID-5 ボ リ ュームにログを追加する。 ボ リ ュームへのログの追加

保守管理タスク

ボリ ュームに領域を追加する。 ボ リ ュームのサイズ変更

ボリ ュームのレイアウ ト を変更する。 ボ リ ュームのレイアウ トの変更

冗長化が必要なボリ ュームにミ ラーを追加する。 ボ リ ュームへのミ ラーの追加

バ ッ ク ア ッ プのためにボ リ ュームのスナ ッ プ

シ ョ ッ ト  コピーを作成する。
ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーの作成

ボリ ュームの一部を別のディ スク領域に移動する。 サブディ スクの移動
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リカバリ  タスク

ボリ ュームのリ カバリ を試みる。 ボ リ ュームのリカバリ

ディ スク上の全ボリ ュームのリ カバリ を試みる。 ディ スク上のボ リ ュームのリカバリ （第3章を参照）

ディ ス ク  グループ内の全ボ リ ュームの リ カバリ を
試みる。

ディ スク  グループ内のボリ ュームのリ カバリ （第 3
章を参照）

バッ クアップからボ リ ュームを リ ス ト アする準備

をする。

バッ クアップからのボ リ ュームを リ ス ト アするた

めの準備

ボ リ ュームの無効な ミ ラーを修復または再追加

する。

ミ ラーの修復

その他のタスク

ボリ ュームの名前を変更する。 ボ リ ューム名の変更

ボリ ュームへのアクセスを一時停止する。 ボ リ ュームの停止

停止ボリ ュームへのアクセスを リ カバリする。 ボ リ ュームの起動

ボリ ュームのミ ラーへのアクセスを一時停止する。 ミ ラーの無効化

ボリ ュームから ミ ラーを削除する。 ボ リ ュームからのミ ラーの削除

ボリ ュームから DRL ログを削除する。 ボ リ ュームからのログの削除

ボリ ュームから RAID-5 ログを削除する。 ボ リ ュームからのログの削除

ボリ ュームを削除する。 ボ リ ュームの削除

実行するタスク 適用する手順 ：
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ファイル システムに関するタスクに対応する手順
Volume Manager Storage Administratorのファイル システムに関するタスク とそれに対応す
る手順を以下の表にま とめます。 VERITAS File SystemTM （VxFS または vxfs と記述） で
しか実行できないタスク もあ り ます。

実行するタスク 適用する手順

ファイル システムの設定タスク

ファ イル システムのあるボ リ ュームを作成する。 ボ リ ュームの作成

既存のボ リ ューム上にフ ァ イル システムを配置
する。

ボ リ ュームへのファイル システムの追加

フ ァ イル システムをボ リ ューム上にマウ ン ト
する。

ボ リ ュームへのファイル システムのマウン ト

保守管理タスク

ファ イル システムに領域を追加する。 ファ イル システムのサイズ変更

バッ クアップのためにファ イル システムのスナッ
プシ ョ ッ ト  コピーを作成する。

フ ァ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーの
作成

リカバリ  タスク

ファ イル システムの整合性をチェ ッ クする。 ボ リ ューム上のファイル システムのチェ ッ ク

その他のタスク

ファ イル システムをマウン ト解除する。 ボ リ ューム上のファイル システムのマウン ト解除
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Volume Managerは、 論理ボリ ュームを使用して、 ディ スク領域を編成および管理します。
ボ リ ュームは、1つまたは複数の物理ディ スクの部分から構成されるため、1つの物理ディ
スク という物理的な制限があ り ません。

ボ リ ュームは、単体の物理ディ スクに比べて、容量、可用性、およびパフォーマンスのす
べてに優れています。 ボ リ ュームは、 複数のディ スクに拡張 （拡大） して容量を増やし、
別のディ スク上に ミ ラーリ ング （コピー） してデータを冗長化し、 また、複数のディ スク
にわたってス ト ラ イピングして入出力パフォーマンスを向上させる こ とができます。

Volume Manager Storage Administrator では、 次のタイプのボ リ ュームを作成できます。

◆ コンカチネイテッ ド  ボ リ ューム

直線的にコンカチネイテッ ド している 1 つ以上のディ ス ク領域で構成されているボ
リ ュームです。コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームは、複数のディ スク上の領域で構成す
る こ と もできます。複数のディ スクに拡張されているコンカチネイテッ ド  ボ リ ューム
は、 スパン  ボ リ ュームと も呼ばれます。

このタイプのボ リ ューム内のデータは、下位のディ スクに障害が発生した場合、 リ カ
バリする こ とができません。しかし、コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームを別のディ スク
にミ ラーリ ング （コピー） しておけば、 ディ スク障害からデータを保護する こ とがで
きます。

◆ ス ト ラ イプ ボ リ ューム

複数の物理ディ ス クにわたってデータが順につながれて （ス ト ラ イピング） いるボ
リ ュームです。 ス ト ラ イプ ボ リ ュームのデータは、 ス ト ラ イプ ユニッ ト と呼ばれる
小さい均等サイズのデータ単位で、ディ スク全体に交互かつ均等に割 り当てられてい
ます。 それによって、 パフォーマンスが向上します。

このタイプのボ リ ューム内のデータは、下位のディ スクに障害が発生した場合、 リ カ
バリする こ とができません。しかし、ス ト ラ イプ ボ リ ュームを別のディ スクにミ ラー
リ ング （コピー） しておけば、 ディ スク障害からデータを保護する こ とができます。

◆ RAID-5 ボ リ ューム

3つ以上の物理ディ スクにわたってデータが順につながれて （ス ト ライピング） いるボ
リ ュームです。複数のディ スクにわたる各ス ト ライプ内で、いずれか 1つのディスク上
のデータがパ リ ティ  データです。物理ディ スクの 1つに障害が発生した場合、パ リ ティ
データを使用して、 失われたデータを再生およびリカバリするこ とができます。

RAID-5 ボ リ ュームはミ ラーリ ングできません。
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◆ ミ ラー ボ リ ューム

コンカチネイテッ ド  レイアウ ト またはス ト ラ イプ レイアウ ト のボ リ ュームは、 ミ
ラーリ ングしてデータの可用性を向上させる こ とができます。 ミ ラー ボ リ ュームの
データはすべて、少な く と も 1つの別の物理ディ スク上に複製されています。ディ ス
クのいずれか 1つに障害が発生した場合でも、残っている複製ディ スクのデータにア
クセスする こ とができます。

通常、 ミ ラー ボ リ ューム内のプレッ クスのレイアウ トは同じですが、レイアウ トの異
なるプレッ クスでボ リ ュームを構成する こ とができます。ボ リ ューム内のプレッ クス
のレイアウ トが異なる場合、 ミ ラー ボ リ ュームは 「混合」 レイアウ トにな り ます。

◆ 階層化ボリ ューム

1つ以上のボ リ ューム上に構築されるボ リ ュームです。通常、下位ボ リ ュームはミ ラー
リ ングされます。階層化ボ リ ュームでは、非階層化ボリ ュームに比べ、 ミ ラーリ ング
が行われるレベルが低く粗密度が小さいため、各ミ ラーが占める記憶域は比較的小さ
くなり ます。

階層化ボ リ ュームは、 非階層化ボ リ ュームに比べてディ ス ク障害に対する耐性があ
り、データの冗長性にも優れています。階層化ボ リ ュームのディ スクに障害が発生し
た場合、一部の冗長性が失われるだけなので、通常は非階層化ボリ ュームの場合よ り
も リ カバリ時間が短くてすみます。 また階層化ボ リ ュームでは、 2つのディ スク障害
が同時に発生してデータが失われる可能性も低減できます。

階層化ボリ ュームの下位ボ リ ュームは、 Volume Manager が排他的に使用するもので、
ユーザが操作する こ とは考慮されていません。

Storage Administrator を使用する と、 次のタイプの階層化ボ リ ュームを作成できます。

◆ コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ューム

ス ト ラ イピング編成のボ リ ュームを階層化し、さ らに ミ ラーリ ングしたものです。

◆ ス ト ラ イプ プロ  ボ リ ューム

コンカチネイテッ ド編成のボ リ ュームを階層化し、 さ らに ミ ラーリ ングしたもの
です。

各ボ リ ューム  レイアウ トの長所と短所を次の表にま とめます。
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表 1. レイアウトの比較

レイアウト 長所 短所

コンカチネイテッ ド ◆ 連続していないディ ス ク領域か
らボ リ ュームを構成できる。

◆ ボ リ ュームを複数のディ ス クに
わたってスパンニングできる。ボ
リ ュームをスパンニングする と、
単一のディ ス ク よ り も大きな容
量を確保できる。

◆ ボ リ ュームを ミ ラー リ ングして
ディ ス ク障害からデータを保護
し、データが失われる危険性を低
減できる。

◆ ボ リ ュームを ミ ラーリ ングしていな
い場合、 データが失われる危険性が
ある。

◆ 複数のディ スクにわたってボ リ ュー
ムを拡張する と、 単一のディ スク障
害がボ リ ューム全体に波及する可能
性が高くなる。

◆ コンカチネイテッ ドでは、 入出力パ
フォーマンスが向上しない。

ス ト ライプ ◆ 読み取り と書き込みのパフォー
マンスが向上する。

◆ マルチユーザ アプリ ケーシ ョ ン
によ る入出力負荷を複数のディ
スクにわたって分散できる。

◆ ボ リ ュームを ミ ラー リ ングして
ディ ス ク障害からデータを保護
できる。

◆ ボ リ ュームを ミ ラーリ ングしていな
い場合、 データが失われる危険性が
ある。

◆ 複数のディ スクにわたってボ リ ュー
ムをス ト ラ イピングする と、 単一の
ディ スク障害がボ リ ューム全体に波
及する可能性が高くなる。

◆ ス ト ラ イプ ボ リ ュームには、 少な く
と も 2つのディ スクが必要になる。

RAID-5 ◆ ディ ス ク障害からデータを保護
し、データが失われる危険性を低
減できる。

◆ ディ スクにパ リ ティ （計算値） を
格納する こ とによ りデータを冗
長化できる。ディ スクに障害が発
生した場合、パ リ テ ィ を使用して
失われたデータを再生できる。

◆ ミ ラー リ ングに比べて必要な記
憶域が少な くてすむ。

◆ 読み取りパフォーマンスが向上
する。

◆ 書き込み速度が比較的遅い。

◆ RAID-5 ボ リ ュームはミ ラーリ ング
できない。

◆ RAID-5 ボ リ ュームには、少な く と も
3 つのディ スクが必要になる。 ロギ
ングを有効にする と、 RAID-5 ボ
リ ュームには少な く と も 4 つのディ
スクが必要になる。

◆ RAID-5 ボ リ ュームには、複数のディ
スク障害に対する耐性がない。 ただ
し、 オプシ ョ ンの RAID-5 ログを使
用する と、この危険性を低減できる。

◆ ボ リ ュームのディ スクのいずれかに
アクセスできな くなる と、 パフォー
マンスが低下する。
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ミ ラーリ ング ◆ ディ ス ク障害からデータを保護
し、データが失われる危険性を低
減できる。

◆ ミ ラーリ ングでは、ボ リ ュームの
データの完全なコピーを複数の
ディ ス ク上に保持する こ とによ
り、 データを冗長化できる。

◆ 読み取りパフォーマンスが向上
する。

◆ ボ リ ュームを ミ ラー リ ングするに
は、 ディ ス ク領域が余分に必要とな
る。 各ミ ラーに、 ボ リ ュームの完全
なコピーを格納できる十分なディ ス
ク領域が必要と される。

コンカチネイテッ ド

プロ

◆ ボ リ ュームが階層化され、 ミ ラー
リ ングされる。 このため、データ
の冗長性が増し、ディ スク障害が
発生した場合の影響は小さい。

◆ ミ ラー リ ングされた通常のコン
カチネイテッ ド  ボ リ ュームの場
合に比べて リカバリ時間が短い。

◆ ボ リ ューム を連続 し ていない
ディ スク領域から構成できる。

◆ ボ リ ュームを複数のディ ス クに
わたってスパンニングできる。ボ
リ ュームをスパンニングする と、
単一のディ ス ク よ り も大きな容
量を確保できる。

◆ コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュー
ムには、 少な く と も 2 つのディ スク
が必要になる。

◆ コンカチネイテッ ドでは、 入出力パ
フォーマンスが向上しない。

◆ 階層化ボ リ ュームは、 非階層化ボ
リ ュームに比べて多 く の Volume
Manager オブジェク ト から構成され
るため、 デ ィ ス ク  グループの設定
データベースが早 く満杯になる。 設
定データベースが満杯にな る と、
ディ ス ク  グループ内にそれ以上ボ
リ ュームを作成できない。

ス ト ライプ プロ ◆ ボ リ ュームが階層化され、 ミ ラー
リ ングされる。 このため、データ
の冗長性が増し、ディ スク障害が
発生した場合の影響が小さい。

◆ ミ ラー リ ングされた通常のス ト
ラ イプ ボ リ ュームの場合に比べ
て リカバリ時間が短い。

◆ 読み取り と書き込みのパフォー
マンスが向上する。

◆ マルチユーザ アプリ ケーシ ョ ン
によ る入出力負荷を複数のディ
スクにわたって分散できる。

◆ ス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームには、少
な く と も 4 つのディ ス クが必要に
なる。

◆ 階層化ボ リ ュームは、 非階層化ボ
リ ュームに比べて多 く の Volume
Manager オブジェク ト から構成され
るため、 デ ィ ス ク  グループの設定
データベースが早 く満杯になる。 設
定データベースが満杯にな る と、
ディ ス ク  グループ内にそれ以上ボ
リ ュームを作成できない。

表 1. レイアウトの比較 （続き）

レイアウト 長所 短所
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▼ コンカチネイテッ ド  ボリ ュームの作成

この手順では、 指定したディ スクの 1 つ以上の領域から構成されるコンカチネイテッ ド
ボ リ ュームを作成します。新しいボ リ ュームにファイル システムを組み入れるかど うか、
ボ リ ュームを ミ ラーリ ングするかど うかを選択する こ と もできます。

この手順によ り、 通常のコンカチネイテッ ド  ボ リ ュームまたはコンカチネイテッ ド  プロ
ボ リ ュームを作成できます。コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュームは、階層化およびミ ラー
リ ングされます。

1. 適切なホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル]メニューから [新規]→[ボ リ ューム]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /作成 ] を選択します。

3. [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  グループ名 : デフォルトのディ スク  グループを使用するか、 または [参照 ]
をク リ ッ ク して別のディ スク  グループを選択します。

ボ リ ューム名 : 新しいボ リ ュームの名前を入力（またはデフォルトの名前を使

用） します。

サイズ : ボ リ ュームのサイズを入力します。 デフォル トのサイズ単位

は、 セク タです。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、

k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を

追加します。

ボ リ ュームに可能な最大サイズを指定するには、[最大サイズ ]
をク リ ッ ク します。

レイアウ ト : ボ リ ュームのレイアウ ト と して [ コンカチネイテッ ド ] または
[ コンカチネイテッ ドプロ ] を選択します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン ◆ ボ リ ュームを ミ ラーリ ングするには、 [ ミ ラー ] を選択しま
す。 [ ミ ラー総数 ] フ ィールドに、ボ リ ュームのミ ラー総数
を入力します （注 : デフォルトでは、 コンカチネイテッ ド
プロ  ボリ ュームがミ ラーリ ングされます）。
ミ ラー ボ リ ュームのロギングを有効にするには、 [ ログの
有効化 ] を選択します。

◆ 特定のディ スクにボ リ ュームを置くには、[ディ スクの割り
当て ] をク リ ッ ク し、[領域の割り当て ] ダイアログ ボッ ク
スから使用するディ スクを選択します。

◆ ボ リ ュームにファイル システムを組み入れるには、 [ ファ
イルシステムの追加 ] をク リ ッ ク し、[ ファ イルシステムの
追加 ]ダイアログ ボッ クスでファイル システムのタイプと
マウン ト先を指定します。

◆ 通常の使用目的で、 ボ リ ュームをク リ アして有効化するに
は、 [ゼロに初期化 ] を選択します。

◆ 階層化ボ リ ュームを作成しないよ うにするには、[断層化ボ
リ ュームなし ] を選択します。 Volume Manager で非階層化
レイアウ ト を指定していても、階層化ボ リ ューム レイアウ
トが適切な場合は、 階層化ボ リ ュームを作成できます。 こ
のオプシ ョ ンによって、 ボ リ ュームを非階層化レイアウ ト
にする こ とができます。 階層化 （プロ） レイアウ ト を選択
した場合は、 このオプシ ョ ンは無視されます。

◆ ボ リ ュームにコ メン ト属性を追加するには、 [ コ メン ト ]
フ ィールドに情報を入力します。
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▼ スト ライプ  ボリ ュームの作成

この手順では、 複数のディ ス クにわたってス ト ラ イピングされたボ リ ュームを作成しま
す。 新しいボ リ ュームにファ イル システムを組み入れるかど うか、 ボ リ ュームを ミ ラー
リ ングするかど うかを選択する こ と もできます。

この手順によ り、通常のス ト ラ イプ ボ リ ュームまたはス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームを作成
できます。 ス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームは、 階層化およびミ ラーリ ングされます。

1. 適切なホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル]メニューから [新規]→[ボ リ ューム]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /作成 ] を選択します。

3. [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名、 ボ リ ューム名、 ボ リ ューム サイズ、および
ボリ ューム レイアウ ト を指定する必要があ り ます。

◆ ボリ ューム サイズは、ディスク上の使用可能な空き領域以下にする必要があり ます。
◆ ディ スクを割り当てないと、選択しているディ スク  グループに属するディ スク上の
使用可能な領域が使用されます。

◆ ボリ ュームを ミ ラーリ ングしない限り、 コンカチネイテッ ド  ボ リ ューム内のデータ
をディ スク障害から保護するこ とはできません。 コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームを
ミ ラーリ ングするには、 追加のディ スクが少な く と も 1つは必要です。

◆ コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュームはデフォルトで ミ ラーリ ングされるため、 ミ
ラー リ ングしていないコンカチネイテッ ド  ボ リ ュームに比べて多 くのディ ス クが
必要です。

◆ root ボ リ ュームまたは swap ボリ ュームをコンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュームに
するこ とはできません。

◆ ファ イル システムがボリ ュームに組み入れられ、[ブート時にマウン ト ]オプシ ョ ン
が選択されている場合、 ファ イル システム テーブル ファ イルが自動的に更新され
ます。

ディ スク  グループ名 : デフォルトのディ スク  グループを使用するか、 または [参照 ]
をク リ ッ ク して別のディ スク  グループを選択します。

ボ リ ューム名 : 新しいボ リ ュームの名前を入力（またはデフォルトの名前を使

用） します。
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サイズ : ボ リ ュームのサイズを入力します。 デフォル トのサイズ単位

は、 セク タです。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、

k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を

追加します。

ボ リ ュームに可能な最大サイズを指定するには、[最大サイズ ]
をク リ ッ ク します。

レイアウ ト : ボ リ ュームのレイアウ ト と して [ ス ト ラ イプ ] または [ ス ト ラ
イププロ ] を選択します。

[ カラム数 ] フ ィールドに、 ボ リ ュームがス ト ライピングされ
るカラム （ディ スク） の数を指定します。ス ト ラ イプ ボ リ ュー
ムには、 少な く と も 2つのディ スクが必要です。

デフォル ト以外のス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを指定するに
は、 [ ス ト ライプユニッ トのサイズ ] フ ィールドにサイズを入
力します。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、 k （キ

ロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を追加

します。

オプシ ョ ン ◆ ボ リ ュームを ミ ラーリ ングするには、 [ ミ ラー ] を選択しま
す。 [ ミ ラー総数 ] フ ィールドに、ボ リ ュームのミ ラー総数
を入力します （注 : デフォル トでは、 ス ト ラ イプ プロ  ボ
リ ュームがミ ラーリ ングされます）。
ミ ラー ボ リ ュームのロギングを有効にするには、 [ ログの
有効化 ] を選択します。

◆ 特定のディ スクにわたってボ リ ュームをス ト ライピングす
るには、 [ディ スクの割り当て ] をク リ ッ ク し、 [領域の割
り当て ] ダイアログ ボッ クスから使用するディ スクを選択
します。

◆ ボ リ ュームにファイル システムを組み入れるには、 [ ファ
イルシステムの追加 ] をク リ ッ ク し、[ ファ イルシステムの
追加 ]ダイアログ ボッ クスでファイル システムのタイプと
マウン ト先を指定します。

◆ 通常の使用目的で、 ボ リ ュームをク リ アして有効化するに
は、 [ゼロに初期化 ] を選択します。

◆ 階層化ボ リ ュームを作成しないよ うにするには、[断層化ボ
リ ュームなし ] を選択します。 Volume Manager で非階層化
レイアウ ト を指定していても、階層化ボ リ ューム レイアウ
トが適切な場合は、 階層化ボ リ ュームを作成できます。 こ
のオプシ ョ ンによって、 ボ リ ュームを非階層化レイアウ ト
にする こ とができます。 階層化 （プロ） レイアウ ト を選択
した場合は、 このオプシ ョ ンは無視されます。

◆ ボ リ ュームにコ メン ト属性を追加するには、 [ コ メン ト ]
フ ィールドに情報を入力します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名、 ボ リ ューム名、 ボ リ ューム サイズ、および
ボリ ューム レイアウ ト を指定する必要があ り ます。

◆ ス ト ライプ ボリ ュームには、 少な く と も 2つのディ スクが必要です。
◆ ボリ ューム サイズは、ディスク上の使用可能な空き領域以下にする必要があり ます。
◆ ディ スクを割り当てないと、選択しているディ スク  グループに属するディ スク上の
使用可能な領域が使用されます。

◆ ボリ ュームを ミ ラーリ ングしない限り、 ス ト ラ イプ ボ リ ューム内のデータをディ ス
ク障害から保護するこ とはできません。 ス ト ラ イプ ボ リ ュームを ミ ラーリ ングする
には、 追加のディ スクが少な く と も 1つは必要です。

◆ ス ト ライプ プロ  ボ リ ュームはデフォルトで ミ ラーリ ングされるため、ミ ラーリ ング
していないス ト ライプ ボリ ュームに比べて多くのディ スクが必要です。

◆ root ボ リ ュームまたは swap ボリ ュームをス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームにするこ と
はできません。

◆ ファ イル システムがボリ ュームに組み入れられ、[ブート時にマウン ト ]オプシ ョ ン
が選択されている場合、 ファ イル システム テーブル ファ イルが自動的に更新され
ます。
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▼ RAID-5ボリ ュームの作成

この手順では、複数のディ スクにわたって配置され、パ リ テ ィ情報を保持する RAID-5 ボ
リ ュームを作成します。 新しいボ リ ュームにファ イル システムを置 くかど うかを選択す
る こ と もできます。

1. 適切なホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル]メニューから [新規]→[ボ リ ューム]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /作成 ] を選択します。

3. [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  グループ名 : デフォルトのディ スク  グループを使用するか、 または [参照 ]
をク リ ッ ク して別のディ スク  グループを選択します。

ボ リ ューム名 : 新しいボ リ ュームの名前を入力（またはデフォルトの名前を使

用） します。

サイズ : ボ リ ュームのサイズを入力します。 デフォル トのサイズ単位

は、 セク タです。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、

k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を

追加します。

ボ リ ュームに可能な最大サイズを指定するには、[最大サイズ ]
をク リ ッ ク します。

レイアウ ト : ボ リ ュームのレイアウ ト と して [RAID-5] を選択します。

[ カラム数 ] フ ィールドに、 ボ リ ュームがス ト ライピングされ
るカラム （ディ スク） の数を指定します。 RAID-5 ボ リ ューム
には、少な く と も 3つのディ スク （ロギングを有効にした場合
は、 4つ以上のディ スク） が必要です。

デフォル ト以外のス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを指定するに
は、 [ ス ト ライプユニッ トのサイズ ] フ ィールドにサイズを入
力します。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、 k （キ

ロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を追加

します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン ◆ 特定のディ スクにわたってボ リ ュームをス ト ライピングす
るには、 [ディ スクの割り当て ] をク リ ッ ク し、 [領域の割
り当て ] ダイアログ ボッ クスから使用するディ スクを選択
します。

◆ ボ リ ュームにファイル システムを組み入れるには、 [ ファ
イルシステムの追加 ] をク リ ッ ク し、[ ファ イルシステムの
追加 ]ダイアログ ボッ クスでファイル システムのタイプと
マウン ト先を指定します。

◆ ボ リ ュームの RAID-5 ロギングを有効にするには、[ ログの
有効化 ] を選択します。 Volume Managerが、 ボリ ュームに
適切な数のログを追加します。

◆ 通常の使用目的で、 ボ リ ュームをク リ アして有効化するに
は、 [ゼロに初期化 ] を選択します。

◆ ボ リ ュームにコ メン ト属性を追加するには、 [ コ メン ト ]
フ ィールドに情報を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名、 ボ リ ューム名、 ボ リ ューム サイズ、および
ボリ ューム レイアウ ト を指定する必要があ り ます。

◆ RAID-5 ボ リ ュームには、少な く と も 3つのディ スクが必要です。ロギングを有効に
する と、 RAID-5 ボ リ ュームには少な く と も 4つのディ スクが必要になり ます。

◆ RAID-5 ボ リ ュームはミ ラーリ ングできません。
◆ ボリ ューム サイズは、ディスク上の使用可能な空き領域以下にする必要があり ます。
◆ RAID-5 ボ リ ュームの場合、[サイズ ] フ ィールドに指定されたサイズは、ボ リ ューム
で使用できる領域です。 ボ リ ュームのパ リ テ ィ情報には、 追加の領域が割り当てら
れます。 このため、 RAID-5 ボ リ ュームがス ト ラ イピングされるディ スクには、 ボ
リ ュームのパ リ ティ情報用の空き領域がさ らに含まれている必要があ り ます。

◆ ディ スクを割り当てないと、選択しているディ スク  グループに属するディ スク上の
使用可能な領域が使用されます。

◆ ファ イル システムがボリ ュームに組み入れられ、[ブート時にマウン ト ]オプシ ョ ン
が選択されている場合、 ファ イル システム テーブル ファ イルが自動的に更新され
ます。
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▼ ミ ラー ボリ ュームの作成

この手順では、少な く と も 1つの別のディ スクにミ ラーリ ング （コピー） されているコン
カチネイテッ ド  ボ リ ュームまたはス ト ラ イプ ボ リ ュームを作成します。 ディ スクのいず
れか 1 つに障害が発生した場合でも、 残っている ミ ラー ディ スクのデータにアクセスす
る こ とができます。

この手順によ り、 通常のミ ラー ボ リ ュームまたは階層化ミ ラー ボ リ ュームを作成できま
す。 コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュームおよびス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームは、デフォル
トで階層化およびミ ラーリ ングされます。

1. 適切なホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル]メニューから [新規]→[ボ リ ューム]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /作成 ] を選択します。

3. [新しいボ リ ューム ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  グループ名 : デフォルトのディ スク  グループを使用するか、 または [参照 ]
をク リ ッ ク して別のディ スク  グループを選択します。

ボ リ ューム名 : 新しいボ リ ュームの名前を入力（またはデフォルトの名前を使

用） します。

サイズ : ボ リ ュームのサイズを入力します。 デフォル トのサイズ単位

は、 セク タです。単位を指定するには、 サイズに s （セク タ）、

k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を

追加します。

ボ リ ュームに可能な最大サイズを指定するには、[最大サイズ ]
をク リ ッ ク します。

レイアウ ト : ボ リ ュームのレイアウ ト と して [ コンカチネイテッ ド ]、[ ス ト
ライプ ]、 [ コンカチネイテッ ドプロ ]、 または [ ス ト ライププ
ロ ] を選択します。

ス ト ラ イプ ボ リ ュームまたはス ト ラ イプ プロ  ボ リ ュームの
場合は、 次の情報を入力します。

◆ [ カラム数 ] フ ィールドに、ボ リ ュームがス ト ライピングさ
れるカラム （ディ スク） の数を指定します。 ス ト ラ イプ ボ
リ ュームには、 少な く と も 2つのディ スクが必要です。

◆ デフォルト以外のス ト ライプ ユニッ ト  サイズを指定する
には、[ ス ト ラ イプユニッ トのサイズ ] フ ィールドにサイズ
を入力します。単位を指定するには、サイズに s （セク タ）、
k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ）
を追加します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ミ ラー情報 : ◆ [ ミ ラー ] を選択します。 [ ミ ラー総数 ] フ ィールドに、 ボ
リ ュームのミ ラー総数を入力します （注 :デフォルトでは、
コンカチネイテッ ド  プロ  ボ リ ュームと ス ト ライプ プロ  ボ
リ ュームがミ ラーリ ングされます）。

オプシ ョ ン ◆ 特定のディ スクにボ リ ュームを置くには、[ディ スクの割り
当て ] をク リ ッ ク し、[領域の割り当て ] ダイアログ ボッ ク
スから使用するディ スクを選択します。

◆ ボ リ ュームにファイル システムを組み入れるには、 [ ファ
イルシステムの追加 ] をク リ ッ ク し、[ ファ イルシステムの
追加 ]ダイアログ ボッ クスでファイル システムのタイプと
マウン ト先を指定します。

◆ ボ リ ュームのダーティ  リージ ョ ン ロギング （DRL） を有効
にするには、[ ログの有効化 ]を選択します。Volume Manager
が、 ボリ ュームに適切な数のログを追加します。

◆ 通常の使用目的で、 ボ リ ュームをク リ アして有効化するに
は、 [ゼロに初期化 ] を選択します。

◆ 階層化ボ リ ュームを作成しないよ うにするには、[断層化ボ
リ ュームなし ] を選択します。 Volume Manager で非階層化
レイアウ ト を指定していても、階層化ボ リ ューム レイアウ
トが適切な場合は、 階層化ボ リ ュームを作成できます。 こ
のオプシ ョ ンによって、 ボ リ ュームを非階層化レイアウ ト
にする こ とができます。 階層化 （プロ） レイアウ ト を選択
した場合は、 このオプシ ョ ンは無視されます。

◆ ボ リ ュームにコ メン ト属性を追加するには、 [ コ メン ト ]
フ ィールドに情報を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名、 ボ リ ューム名、 ボ リ ューム サイズ、および
ボリ ューム レイアウ ト を指定する必要があ り ます。

◆ ボリ ュームを ミ ラーリングするには、少なく と も 2つのディスクが必要です。ロギング
を有効にすると 、 ボリ ュームには少なく と も 1つの追加ディ スクが必要になり ます。

◆ コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームまたはス ト ライプ ボ リ ュームのみミ ラーリ ングで
きます。
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ボリュームのサイズ変更 
この手順では、ボ リ ュームのサイズを変更します。ボ リ ュームによ り多くの領域が必要に
なった場合、 この手順を行ってボ リ ュームのサイズを大き くする こ とができます。 ボ
リ ュームに含まれている未使用領域を、ほかの用途で使用する必要がある場合は、 この手
順でボ リ ュームを小さ くする こ とができます。 ボ リ ュームにファ イル システムが含まれ
る場合には、 ファ イル システムのサイズも変更されます。

▼ ボリ ュームのサイズ変更

1. サイズを変更するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[サイズの変更]、または [コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ ボ リ ューム /サイズの変更 ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームのサイズ変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

新しいサイズ ： 次のいずれか 1つを指定します。

◆ 指定した量だけボ リ ュームのサイズを大き くするには、[拡
張 ] フ ィールドに、 ボ リ ュームに追加する領域の量を指定
します。

◆ 指定した量だけボ リ ュームのサイズを小さ くするには、[縮
小 ] フ ィールドに、 ボ リ ュームから削除する領域の量を指
定します。

◆ 新しいボ リ ュームのサイズを指定するには、[変更後のサイ
ズ ] フ ィールドにサイズを入力します。

ボ リ ュームに可能な最大サイズを指定するには、[最大サイズ ]
をク リ ッ ク します。

デフォル ト のサイズ単位は、 セク タです。 単位を指定するに

は、 サイズに s （セクタ）、 k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、

または g （ギガバイ ト ） を追加します。

オプシ ョ ン ◆ 追加する領域用のディ スクを指定するには、[ディ スクの割
り当て ] をク リ ッ ク し、[領域の割り当て ] ダイアログ ボッ
クスから使用するディ スクを選択します。
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ボリューム名の変更

この手順では、 ボ リ ュームの名前を変更します。 ボ リ ュームにファ イル システムがある
場合、 この手順でファ イル システム  テーブル フ ァ イルに対する必要な変更も行われ、
ファ イル システムの新しいマウン ト先を指定する こ とができます。

▼ ボリ ューム名の変更

1. 名前を変更するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[名前の変更]、または [コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ ボ リ ューム /名前の変更 ] を選択します。

3. [ ボ リ ューム名の変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名と、 変更後のサイズまたはボ リ ュームに追加または
削除する領域の量を指定する必要があ り ます。

◆ vxfs以外のファイル システムが含まれるボ リ ュームは、 縮小できません。
◆ ファ イル システムのマウン トが解除されたボ リ ュームを縮小する とデータが失わ
れる恐れがあるため、 そ う したボ リ ュームは縮小できません。

◆ ボリ ュームを縮小する と、 解放された領域が空き領域プールに戻されます。

◆ ボリ ューム サイズを大き くする場合、十分なディ スク領域を使用できる必要があ り
ます。 ボ リ ュームのサイズを大き くする と、 Volume Manager によって使用可能な
ディ スクから必要な新しい領域が割り当てられます。

ボ リ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

新しい名前 : ボ リ ュームの新しい名前を入力します。

オプシ ョ ン ボ リ ュームにフ ァ イル システムが含まれている場合、 ボ
リ ュームの名前変更時にマウン ト先を変更するには、 [ 新しい
マウン ト先 ] フ ィールドに新しいマウン ト先を入力します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリュームのレイアウトの変更

この手順では、 データへのアクセスを中断せずに、 ボ リ ュームのレイアウ ト を変更しま
す。 このタスクを行う と、既存のボ リ ュームの冗長性やパフォーマンス特性を変更する こ
とができます。

[再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウで再レイアウ ト  タスクの進行状況を参照
できます。 また、 [ 再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウを使用して、 再レイア
ウ ト  タスクを一時停止、中止、継続、 または元に戻すこ と もできます。 [再レイアウ トの
ステータスモニタ ] ウ ィンド ウは、再レイアウ ト  タスクを開始する と自動的に表示されま
す。 ボ リ ュームの再レイアウ ト が進行中、 一時停止、 または中止している場合は、 [ ボ
リ ューム属性 ] ウ ィンド ウから [再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウを表示す
る こ と もできます。

▼ ボリ ュームのレイアウト の変更

1. 別のレイアウ トに変更するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ボ リ ューム ]→ [レイアウ トの変更 ]、または [ コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ ボ リ ューム / レイアウ トの変更 ] を選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 現在のボ リ ューム名と新しいボリ ューム名を指定する必要があ り
ます。

◆ 新しいボ リ ューム名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
◆ ボリ ュームにファイル システムが含まれる場合、必要に応じて、ファ イル システム
テーブル ファ イルが自動的に更新されます。
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3. [ ボ リ ュームのレイアウ ト変更 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

レイアウ ト : 新しいボ リ ュームのレイアウ ト を選択します。

◆ コンカチネイテッ ド
簡単なコンカチネイテッ ド  ボリ ュームに変更します。

◆ ス ト ライプ
ス ト ライプ ボリ ュームに変更します。

◆ RAID-5
RAID-5 ボ リ ュームに変更します。

◆ コンカチネイテッ ド  プロ
階層化コンカチネイテッ ド  ボリ ュームに変更します。

◆ ス ト ライプ プロ
階層化ス ト ライプ ボリ ュームに変更します。

ス ト ライプ ボリ ューム、 RAID-5 ボ リ ューム、 またはス ト ライ
プ プロ  ボ リ ュームの場合は、 次の情報を入力します。

◆ [ カラム数 ] フ ィールドに、ボ リ ュームがス ト ライピングさ
れるカラム （ディ スク） の数を指定します。

◆ デフォルト以外のス ト ライプ ユニッ ト  サイズを指定する
には、[ ス ト ラ イプユニッ トのサイズ ] フ ィールドにサイズ
を入力します。単位を指定するには、サイズに s （セク タ）、
k （キロバイ ト ）、 m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ）
を追加します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [再レイアウ トの
ステータスモニタ ] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 次の情報やオ
プシ ョ ンが表示されます。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ ボ リ ュームのレイアウ ト を変更する場合に、 元のボ リ ュー
ム サイズを維持するには、 [ 完了時にボ リ ュームサイズを
保持 ] を選択します。

◆ ボ リ ュームの再レイアウ ト中に一時ディ スク領域にコピー
しておくデータのサイズを指定するには、 [ 一時使用領域
のサイズ ] フ ィールドにサイズを入力します。

◆ 新しいボ リ ューム レイアウ ト に使用する追加のディ ス ク
領域を指定するには （必要な場合）、 [ディ スク ] フ ィール
ドでディ スクを指定するか、[参照 ] をク リ ッ ク してディ ス
クを選択します。

◆ ボリ ュームのレイアウ ト変更中に使用する一時ディ スク領
域を指定するには、 [ 一時ディスク ] フィールドでディスク
を指定するか、[参照]をク リ ックしてディスクを選択します。

◆ ボ リ ュームにレイアウ トの異なるプレッ クスが含まれてい
る場合は、[ ターゲッ トプレッ クス ] フ ィールドで新しいレ
イアウ トに変更するプレッ クスを指定します。

ボ リ ューム名 : レイアウ ト変更中のボ リ ュームの名前。

初期レイアウ ト : ボ リ ュームの元のレイアウ ト 。

変更後のレイアウ ト : ボ リ ュームの新しいレイアウ ト 。

ステータス : 再レイアウ ト  タスクのステータス。

% 完了 : 再レイアウ ト  タスクの進行状況。

オプシ ョ ン ◆ 再レイアウ ト  タスクを一時的に停止するには、[一時停止 ]
をク リ ッ ク します。

◆ 再レイアウ ト  タスクを取り消すには、[ アボート ] をク リ ッ
ク します。

◆ 一時停止または中止したタスクを再開するには、[続行 ] を
ク リ ッ ク します。

◆ レイアウ トの変更を取り消してボ リ ュームを元のレイアウ
トに戻すには、 [ リバース ] をク リ ッ ク します。
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[再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウを閉じた後で、 再レイアウ ト  タスク
を一時停止、 中止、 継続、 または元に戻す必要が生じた場合は、 [ ボ リ ューム属性 ]
ウ ィンド ウから [再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウを表示できます。

注 ：

◆ このタスクでは、ボ リ ューム名および現在とは別のボ リ ューム レイアウ ト を指定す
る必要があ り ます。

◆ オンライン再レイアウ ト中でも、 引き続きボ リ ュームにアクセスできます。

◆ このタスクは、 ボ リ ュームのサイズなどの要因によっては、 長時間かかる場合があ
り ます。[再レイアウ トのステータスモニタ ] ウ ィンド ウにはレイアウ ト変更の進行
状況が表示され、 タスクを中止、 一時停止、 または元に戻すこ とができます。

◆ ディ スク領域を指定しないと、現在のディ スク  グループに属するディ スク上の使用
可能な領域が使用されます。

◆ 一時領域サイズを指定しないと、 Volume Managerは適切なサイズを使用します。 一
時領域を大き く指定する と、 一度にコピーできるデータ量が増えるため、 レイアウ
ト変更タスクが高速化されます。 指定した一時領域のサイズが小さすぎる と、 自動
的によ り大きいサイズが使用されます。

◆ ボ リ ューム内のすべてのプレ ッ ク スのレ イ ア ウ ト が同一であ る場合、 Volume
Managerはすべてのプレッ クス （ログ プレッ クス以外） を新しいレイアウ トに変更
します。 ボ リ ュームにレイアウ トの異なるプレッ クスが含まれる場合は、 ターゲッ
ト  プレッ クスを指定する必要があ り ます。ターゲッ ト  プレッ クスを指定する と、そ
のプレッ クスのレイアウ トが変更され、 ボ リ ューム内のほかのプレッ クスのレイア
ウ トは変更されません。

◆ ログ プレッ クスのレイアウ トは変更されません。 変更後のレイアウ トによっては、
ログ プレッ クスが削除または交換される場合があ り ます。

◆ レイアウ ト を変更した結果ボ リ ュームのサイズが変化し、ボ リ ュームにファイル シ
ステムが含まれている場合は、ファ イル システムのサイズが自動的に調整されます
（可能な場合）。

◆ 1つのボ リ ュームに複数の再レイアウ ト  タスクを同時に行う こ とはできません。
◆ このタスクでは、 空白プレッ クスが含まれるボ リ ュームのレイアウ ト を変更するこ
とはできません。

◆ Storage Administrator または vxassist コマンド以外で作成されたボ リ ュームでは、
このタスクはエラーを起こす場合があ り ます。

◆ 再レイアウ ト を元に戻すと、 ボ リ ュームは元のレイアウ トに戻り ますが、 ボ リ ュー
ム内のデータが元の場所に格納される とは限り ません。

◆ 再レイアウ ト中は、ボリ ュームに関するほかの多くのタスクが実行できなくなります。

◆ ミ ラー ボリ ュームまたはス ト ラ イプ ボ リ ュームには、少な く と も 2つのディ スクが
必要です。

◆ RAID-5 ボ リ ュームには、 少な く と も 3つのディ スクが必要です。
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ボリュームへのミ ラーの追加

この手順では、 ボ リ ュームのミ ラー （コピー） を、 そのボ リ ュームにまだ使用されていな
いディ スク上に作成します。ディ スクのいずれか 1つに障害が発生した場合でも、残って
いる ミ ラー ディ スクのデータにアクセスする こ とができます。1つのボ リ ュームに、複数
のミ ラーを作成できます。

▼ 既存のボリ ュームへのミ ラーの追加

1. ミ ラーリ ングするボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[ ミ ラー]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ ボ リ ューム / ミ ラーの追加 ] を選択します。

3. [ ミ ラーの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [ 了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。 ミ ラーの追加に
は再同期化が必要なため、 このタスクには時間がかかる場合があ り ます。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ ミ ラーのレイアウ ト を指定するには、[ コンカチネイテッ ド ]
または [ ス ト ライプ ] を選択します。ス ト ライプ ミ ラーの場
合は、カラム数とス ト ライプ ユニッ ト  サイズを指定します。

◆ 複数のミ ラーを追加するには、[ ミ ラー数 ] フ ィールドに ミ
ラー数を入力します。

◆ 特定のディ スク上にミ ラーを置くには、[ディ スク名 ] フ ィ
ールドにディ スク名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク して
ディ スクを選択します。
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注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。

◆ ミ ラーリ ングする と、 ボ リ ューム内のデータが冗長化されます。 あるディ スクに障
害が発生した場合でも、 別のディ スク上の残りの ミ ラーに保存されているボ リ ュー
ム データを使用できます。

◆ ミ ラーリ ングするボ リ ュームのコピーが既に含まれているディ スクに新しいミ ラー
を作成するこ とはできません。各ミ ラーは別々のディ スク上にある こ とが必要です。

◆ 追加のミ ラーを格納できる十分なディ スク領域を使用できる必要があ り ます。

◆ ボリ ュームと同じディ スク  グループに属するディ スクのみ、新しいミ ラーを作成す
るために使用できます。

◆ ディ スクを割り当てないと、 使用可能なディ スク領域を使用して ミ ラーが作成され
ます。

◆ RAID-5 ボ リ ュームはミ ラーリ ングできません。
◆ ルート  ボリ ューム （およびシステムの起動に必要なほかのボリ ューム） を代替ブー
ト  ディ スクに ミ ラーリ ングするには、 「ディ スクの ミ ラー」 タスクを行います。

◆ 1つのボ リ ュームに、 最大 32 のプレッ クス （ ミ ラー） を含める こ とができます。
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ボリュームへのログの追加

この手順では、ミ ラー ボ リ ュームまたは RAID-5 ボ リ ュームに適切な種類のログを追加し
ます。

▼ ミ ラー ボリ ュームへの DRL ログの追加

この手順では、 ダーティ  リージ ョ ン ロギング （DRL） のログを ミ ラー ボ リ ュームに追加
します。 このログは、 書き込みによ り変更されたボ リ ュームの領域を把握するために、
DRL で使用されます。 システムに障害が発生した場合、 DRL はログの情報を参照し、 ボ
リ ューム内のリ カバリの必要な部分だけを リ カバリ します。これによ り、 ミ ラー ボ リ ュー
ムの リ カバリ時間を短縮できます。

DRL を有効にするには、 ミ ラー ボ リ ュームに DRL ログが少な く と も 1つ必要です。追加
の DRL ログを （異なるディ スク上に） 作成して、 DRL情報を ミ ラーリ ングする こ とがで
きます。

1. ログを追加する ミ ラー ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ログ]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ ボ リ ューム / ログの追加 ] を選択します。

3. [ ログの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

オプシ ョ ン 特定のディ スクにログを置くには、 [ ディ スク名 ] フ ィールド
にディ スクの名前を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してディ
スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。

◆ ミ ラー ボリ ュームにログを追加する と、そのボ リ ュームに対してダーティ  リージ ョ
ン ロギングが有効になり ます。
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▼ RAID-5ボリ ュームへのログの追加

この手順では、RAID-5 ボ リ ュームにログを追加します。RAID-5 ログによ り、システム障
害発生後の RAID-5 ボ リ ュームの再同期化に要する時間を短縮できます。 RAID-5 ログに
は、 任意の時点でボ リ ュームに書き込まれるデータ とパ リ テ ィのコピーが保持されます。
システム障害が発生した場合、 RAID-5 ログを 「再生」 してボ リ ュームを再同期化できま
す。 つま り、 障害発生時にログに書き込まれたデータ とパ リ テ ィが、 RAID-5 ボ リ ューム
の適切な領域にコピーされます。

複数の RAID-5 ログを （異なるディ スク上に） 作成して、 ログ情報を ミ ラーリ ングする こ
とができます。 各 RAID-5 ボ リ ュームに少な く と も 2つのログがある と理想的です。

1. ログを追加する RAID-5 ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ログ]→[追加]、または[コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ ボ リ ューム / ログの追加 ] を選択します。

3. [ ログの追加 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

オプシ ョ ン 特定のディ スクにログを置くには、 [ ディ スク名 ] フ ィールド
にディ スクの名前を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してディ
スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。
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ボリュームの停止

この手順では、ボ リ ュームを使用できないよ うにします。ボ リ ュームを停止する と、再起
動するまで使用できな くなり ます （「ボ リ ュームの起動」 を参照）。 ボ リ ュームの停止は、
一時的にボ リ ュームにアクセスできないよ うにする安全な手段です。

▼ ボリ ュームの停止

1. 停止するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[停止]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /停止 ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの停止 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボ リ ュームの状態が [停止 ]に変わり ます。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ 使用中 （開いている） のボリ ューム、 またはマウン ト されているファ イル システム
があるボ リ ュームは停止できません。
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ボリュームの起動

この手順では、停止中のボ リ ュームの有効化 （起動） を試行します。 ボ リ ュームは、正常
に再起動される と、再び使用できるよ うにな り ます。 この手順では、ボ リ ュームに対して
適切な再同期化も実行します。

通常の環境では、システムのリブート時に、ボ リ ュームも自動的に起動されます。 この手
順に従って、手作業で停止したボ リ ュームを リブート した り、別の理由で停止されている
ボ リ ュームのリブート を試行できます。 リブートできない場合は、ボ リ ュームを使用する
こ とはできません。

▼ ボリ ュームの起動

1. 起動する停止中のボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[起動]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /起動 ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの起動 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボ リ ュームの状態が [起動済 ]に変わり ます。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ RAID-5 ボ リ ュームを起動する と、そのボ リ ュームが使用可能になり、必要に応じて
パ リ ティが再同期化されます。

◆ ミ ラー ボリ ュームを起動する と、 そのボリ ュームが使用可能になり、複数のミ ラー
の整合性を保つためにミ ラーが再同期化されます。
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ボリュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーの作成
この手順では、 既存のボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーである新しいボ リ ュームを
作成する こ とによって、ボ リ ュームをバッ クアップする準備をします。 これにはまず、新
しい ミ ラーを既存のボ リ ュームに追加して、ボ リ ュームのデータをその ミ ラーにコピーし
ます。次に新しい ミ ラーを切り離し、そのミ ラーから新しい （スナップシ ョ ッ ト ）ボ リ ュー
ムを作成します。 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームは、元のボ リ ュームの正確なコピーです。
スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを使用して、 適当なと きに元のボ リ ュームのバッ クアップ
を作成できます。 バッ クアップを作成したら、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを削除でき
ます （「ボ リ ュームの削除」 を参照）。 また、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームと元のボ リ ュー
ムをマージ （「スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームのマージ」 を参照） した り、 スナップシ ョ ッ
ト と元のボ リ ュームの関連付けを永久に解除 （「スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの関連付け
の解除」 を参照） した りする こ とができます。

▼ ボリ ューム データのスナッ プショ ッ ト  コピーの作成

1. スナップシ ョ ッ ト  コピーを作成するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ボ リ ューム ]→ [ スナップシ ョ ッ ト ]、または [ コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ ボ リ ューム / スナップシ ョ ッ ト ] を選択します。

3. [ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

4. 必要な情報をすべて入力したら、[ スナップスタート ] ボタンをク リ ッ ク して、スナッ
プシ ョ ッ ト作成の第 1 段階を開始します。 バッ クアップを作成するボ リ ュームのス
ナップシ ョ ッ ト  ミ ラーが作成されます。 この処理には時間がかかり ます。 スナップ
シ ョ ッ ト  ミ ラーが完成する と、 ダイアログ ボッ クスの下部に次のメ ッセージが表示
されます。

Snapshot をク リ ッ クする と スナップシ ョ ッ トボ リ ュームを作成します。

ボ リ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

スナップシ ョ ッ ト名 : ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーの名前を入力します。

オプシ ョ ン ◆ 特定のディスクにスナップショ ッ ト を置くには、 [ディスク
の割り当て ]をク リ ッ クし、使用するディスクを選択します。

◆ ボ リ ュームの高速 ミ ラー再同期 （FMR） 機能を有効にする
には、 [FMR の有効化 ] を選択します。 FMRは、 ボリ ュー
ム内のミ ラーの再同期化に要する時間を短縮します。切り
離して無効にしたミ ラーをボリ ュームに接続（ 再接続） す
る場合は、 再同期化を行う 必要があり ます。

◆ 読み取り専用スナップシ ョ ッ ト ボ リ ュームを作成するに
は、 [読み取り専用 ] を選択します。
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5. スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーの準備ができたら、[スナップシ ョ ッ ト ]ボタンをク リ ッ ク し
てスナップシ ョ ッ ト を完成します。これで元のボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピー
が作成されます。

スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの作成をやめる場合は、 第 1 段階が終了した後で、 スナッ
プシ ョ ッ ト  ミ ラーを削除できます。スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを削除するには、[ スナップ
シ ョ ッ ト ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名とスナップシ ョ ッ ト名を指定する必要があ り ます。

◆ スナップシ ョ ッ ト  ボリ ュームは、 スナップシ ョ ッ ト作成手順を開始した時点におけ
る元のボ リ ュームの正確なコピーです。

◆ ボリ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーを作成した後は、そのコピーをテープまたは
ほかのメディ アにバッ クアップして ください。 不要になったスナップシ ョ ッ ト  ボ
リ ュームは削除します。

◆ ボリ ュームのサイズによっては、スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーの作成に長時間かかる場
合があ り ます。

◆ スナップショ ッ ト  ミ ラーを削除した場合、手順を繰り返して再びスナップショ ッ ト  ミ
ラーを作成しない限り、 スナップショ ッ ト  ボリ ュームを作成するこ とはできません。
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スナップシ ョ ッ ト  ボリュームのマージ
この手順では、ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーと元のボ リ ュームをマージします。
スナップシ ョ ッ ト  プレッ クスは、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームから切り離され、 元のボ
リ ュームに接続されます。 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームは削除されます。 このタスクで
は、 プレ ッ ク スの整合性を保つために、 ボ リ ューム内のデータが再同期化されます。 デ
フォルトでは、 マージされたボ リ ュームには元のプレッ クスのデータが使用されます。

▼ スナッ プショ ッ ト  ボリ ュームと元のボリ ュームのマージ

1. 元のボ リ ュームとマージするスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[Snapback]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [Snapback] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの snapback実行 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

スナップシ ョ ッ ト  ボリュームの関連付けの解除
この手順では、スナップシ ョ ッ ト と元のボ リ ュームの関連付けを永久に解除します。 これ
によって、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームは独立したボ リ ュームにな り ます。

▼ スナッ プショ ッ ト  ボリ ュームと元のボリ ュームの関連付けの解除

1. 元のボ リ ュームとの関連付けを解除するスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[Snapclear]、または[コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]
で [Snapclear] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの snapclear実行 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

オプシ ョ ン 元のボ リ ューム内のデータをスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの
データ と置き換えるには、 [ レプ リ カボ リ ュームとの再同期 ]
を選択します。

ボ リ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。
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バックアップからのボリュームをリス トアするための準備

この手順では、 ボ リ ュームを停止し、 未初期化状態に設定し、 （ボ リ ュームのミ ラーを再
同期化せずに） リ ブート します。その後で、ボ リ ュームをバッ クアップから リ ス ト アする
こ とができます。

この手順は生のイ メージ バッ クアップを目的と しているので、 ファ イル システムのバッ
クアップには適しません。 この手順は、 ディザスタ  リ カバリに役立ちます。 ボ リ ューム
のデータが破損し、バッ クアップからボ リ ュームを リ ス ト アする必要がある場合、 この手
順に従って リ ス ト アに備えてボ リ ュームを準備できます。

▼ バッ クアッ プからリ スト アするためのボリ ュームの準備

1. バッ クアップから リ ス ト アするボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[ リ ス ト アの準備]、または [コマンド起動ウ ィ
ンド ウ ]で [ ボ リ ューム / リ ス ト アの準備 ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの リ ス ト ア準備 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

このタスクの終了後、 ボ リ ュームのデータをバッ クアップから リ ス ト アできます。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ ボリ ュームにマウン ト されているファ イル システムが含まれる場合は、 このタスク
を続行する前に必ずファ イル システムをマウン ト解除して ください。 このタスクで
は、 ファ イル システムは再マウン ト されません。
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ボリュームのリカバリ  
この手順では、ボ リ ュームを リ カバリするために必要な処理を実行します。 リ カバリ処理
はボ リ ュームの種類によって異な り、 無効になっているボ リ ュームの起動、 ミ ラー ボ
リ ュームの ミ ラーの再同期化、および RAID-5 ボ リ ューム内のパ リ テ ィの再同期化などが
行われます。 リ カバリに成功する と、 ボ リ ュームを再び使用できるよ うにな り ます。

ボ リ ュームを リ カバリする必要があるかど うかは、 警告アイコンや [警告モニタ ] ウ ィン
ド ウの情報から判断できます。

▼ 障害が発生したボリ ュームのリ カバリ

1. リ カバリするボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[ リ カバリ ]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]
で [ ボ リ ューム / リ カバリ ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの リ カバリ ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ リ カバリできない場合もあ り ます。 ボ リ ュームのリ カバリに失敗した場合は、 バッ
クアップからボ リ ュームを リ ス ト アしてみて ください。
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ミ ラーの修復 
この手順では、 無効化されている ミ ラーを修復した うえで、 ボ リ ュームに再び追加しま
す。修復処理と しては、ボ リ ューム上の有効な ミ ラーのデータを、再追加する ミ ラーにコ
ピーします。 再追加する と、 ミ ラーは再び読み取りおよび書き込み可能になり ます。

ミ ラーを修復する必要があるかど うかは、 警告アイコンや [警告モニタ ] ウ ィンド ウの情
報から判断できます。

▼ ミ ラーの修復

1. 修復する ミ ラーが含まれているボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[ ミ ラー]→[修復]、または[コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ ミ ラー /修復 ] を選択します。

3. [ ミ ラーの修復 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

修復する ミ ラーの

選択 ：

修復する ミ ラーを選択します。

注 ： 

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム内のほかのミ ラーと同じデータよ うに ミ ラーを リ カバ
リ します。

◆ このタスクは、 ボ リ ュームのデータ量によっては、 長時間かかる場合があ り ます。
138 VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide



 ミ ラーの無効化
ミ ラーの無効化 

注 ミ ラーを無効にする と、 データの冗長性が失われる恐れがあ り ます。

この手順では、 ミ ラーを一時的にボ リ ュームから切り離すこ とによ り、そのミ ラーを無効
にします。切り離された ミ ラーは、読み取りおよび書き込みはできませんが、ボ リ ューム
との関連付けは維持されています。 無効にした ミ ラーは、 再び追加するか （「 ミ ラーの修
復」 を参照）、 ボ リ ュームを再起動しない限り、 ボ リ ュームから切り離されたままです。

▼ ボリ ューム内のミ ラーの無効化

1. 無効にする ミ ラー ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[ ミ ラー]→[無効化]、または[コマンド起動ウ ィ
ンド ウ ]で [ ミ ラー /無効化 ] を選択します。

3. [ ミ ラーの無効化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

無効にする ミ ラーの

選択 ：

無効にする ミ ラーを選択します。

注 ： 

◆ 無効にした ミ ラーは、 読み取りおよび書き込みできません。

◆ ボリ ュームにミ ラーが2つしかない場合、いずれかのミ ラーが無効になっている間は
ボリ ュームの冗長性はあ り ません。

◆ ボリ ューム内の最後のミ ラーは、 無効にするこ とはできません。

◆ ボ リ ュームの再起動時に、 無効の （切り離された） ミ ラーは自動的にボ リ ュームに
再追加されます。
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ボリュームからのミ ラーの削除

注 ミ ラーを削除する と、 データの冗長性が失われる恐れがあ り ます。

この手順では、ボ リ ュームから ミ ラーを削除します。 ミ ラーとボ リ ュームの関連付けが解
除され、 ミ ラーのディ スク領域は再使用できるよ うに空き領域プールに戻されます。余分
な ミ ラーをボ リ ュームから削除して、下位のディ スク領域を別の用途で使用できるよ うに
解放できます。 ただし、 これによ りボ リ ュームの ミ ラーがな くな り、 ディ ス ク障害から
データを保護できな くなる場合があ り ます。

▼ ボリ ュームからのミ ラーの削除

1. 削除する ミ ラーボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[ ミ ラー]→[削除]、または[コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ ミ ラー /削除 ] を選択します。

3. [ ミ ラーの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

削除方法 : 削除する ミ ラーおよびミ ラーの数を指定します。

◆ 削除する ミ ラーの数を指定するには、[数 /ディ スク ]を選択
します。[ ミ ラー数 ] フ ィールドに削除する ミ ラーの数を入
力します。

◆ ミ ラーを保存するディ スクを指定するには、[数 /ディ スク ]
を選択します。[保存するディ スク ] フ ィールドにディ スク
名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択し
ます。

◆ 削除する ミ ラーの名前を指定するには、[ ミ ラー名 ] を選択
します。 [ ミ ラー名 ] フ ィールドに ミ ラー名を入力するか、
[参照 ] をク リ ッ ク して ミ ラーを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。 また、 削除する ミ ラー
の数、 ディ スク名、 またはミ ラー名も必要です。

◆ ボリ ュームにミ ラーが 2つしかない場合、いずれかを削除する と、ボ リ ュームの冗長
性は失われます。

◆ 最後のミ ラー （プレッ クス） は、 ボ リ ュームから削除できません。

◆ ミ ラーを削除すると、そのミ ラーが使用していた領域は空き領域プールに戻されます。
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ボリュームからのログの削除

この手順では、 ミ ラー ボ リ ュームまたは RAID-5 ボ リ ュームからログを削除します。 ミ
ラー ボ リ ュームの場合は、DRL ログがボ リ ュームから削除されます。RAID-5 ボ リ ューム
の場合は、 RAID-5 ログがボ リ ュームから削除されます。

▼ ボリ ュームからのログの削除

1. 削除する RAID-5 ログまたは DRL ログ ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ログ]→[削除]、または[コマンド起動ウ ィンド
ウ ]で [ ログ /削除 ] を選択します。

3. [ ログの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

削除方法 : 削除するログおよびログの数を指定します。

◆ 削除するログの数を指定するには、[数 /ディ スク ]を選択し
ます。[ ログ数 ] フ ィールドに削除するログの数を入力しま
す。

◆ ログを保存するディ スクを指定するには、[数 /ディ スク ]を
選択します。[保存するディ スク ] フ ィールドにディ スク名
を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク してディ スクを選択しま
す。

◆ 削除するログの名前を指定するには、[ ログ名 ] を選択しま
す。 [ ログ名 ] フ ィールドにログ名を入力するか、 [ 参照 ]
をク リ ッ ク してログを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。

◆ ボ リ ュームから最後のログを削除する と、 そのボ リ ュームに関してログ （ダーティ
リージ ョ ン ロギングまたは RAID-5 ロギング） が無効になり ます。 ロギングが無効
になっている と、 リ カバリ時間は長くなり ます。
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ボリュームの削除

注意 ボ リ ュームを削除する と、 データが失われる恐れがあ り ます。

この手順では、ボ リ ュームとそのすべてのデータを完全に削除します。ボ リ ュームの削除
は、 ボ リ ュームのデータが不要である （またはデータを別の場所にバッ クアップしてあ
る） こ とが確実である場合にのみ行って ください。ボ リ ュームを削除して、下位のディ ス
ク領域を別の用途で使用できるよ うに解放できます。

▼ ボリ ュームの削除

1. 削除するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[削除]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ボ
リ ューム /削除 ] を選択します。

3. [ ボ リ ュームの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ ボリ ュームを削除する と、 そのボ リ ュームのデータはすべて削除されます。

◆ ボ リ ュームを削除する と、 そのボリ ュームが使用していた領域は空き領域プールに
戻されます。
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プレックスの関連付け

この手順では、プレッ クス とボ リ ュームを関連付けます。関連付けの処理と して、ボ リ ュー
ム上の有効な ミ ラーのデータを新しいプレッ クス （ ミ ラー） にコピーします。

▼ プレッ クスの関連付け

1. [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [プレッ クス /関連付け ] を選択します。

2. [プレッ クスの関連付け ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

プレッ クス名 ： プレッ クス名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してプレッ ク
スを選択します。

ボ リ ューム名 : プレッ クスに関連付けるボ リ ュームの名前を入力するか、 [ 参
照 ] をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 プレッ クス名とボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。

◆ このタスクを実行する と、 プレッ クス とボ リ ュームが接続します。

◆ このタスクは、 ボ リ ュームのデータ量によっては、 長時間かかる場合があ り ます。
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プレックスの関連付けの解除

この手順では、プレッ クス とボ リ ュームの関連付けを解除します。 これによって、プレッ
クスがボ リ ュームから切り離され、 ボ リ ューム データの冗長性が低下します。

▼ プレッ クスの関連付けの解除

1. [ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [プレッ クス /関連付けの解除 ] を選択します。

2. [プレッ クスの関連付け解除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

プレッ クス名 ： プレッ クス名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してプレッ ク
スを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 プレッ クス名を指定する必要があ り ます。

◆ このタスクでは、 プレッ クス とボ リ ュームの関連付けを解除します。 ボ リ ュームと
の関連付け （再関連付け） を行わない限り、 プレッ クスにはアクセスできません。

◆ プレッ クス とボ リ ュームの関連付けを解除する と、 データの冗長性が失われる恐れ
があ り ます。
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 サブディスクの移動
サブディスクの移動

この手順では、 ボ リ ュームのサブディ ス クの内容をディ スク間で移動します。 この処理
は、ボ リ ュームの一部を別のディ スクに移動して、パフォーマンスを向上させるのに役立
ちます。

ディ スク  グループに属するディ スク上のサブディ スクやギャ ップを表示するには、 [オブ
ジェク ト表示 ] ウ ィンド ウ （[ ディ スクグループ ] → [ オブジェク ト表示 ]） または [ ボ
リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウ （[ディ スクグループ ]→ [ディ スク /
ボ リ ュームのマッピング ]） を使用します。 [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウでは、 サブ
ディ スクにポインタを合わせ、 マウス  ボタンを押したまま ド ラ ッグする と、 別の場所に
サブディ スクを移動する こ とができます。

▼ サブディ スクの別のディ スクへの移動

1. 別のディ スクに移動するサブディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [サブディ スク ]→[移動]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で
[サブディ スク /移動 ] を選択します。

3. [サブディ スクの移動 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ソース  サブディ スク : 正しいサブディ スク名が表示されていない場合は、サブディ ス

ク名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してサブディ スクを選
択します。

ターゲッ ト  ディ ス ク
名 :

サブディ スクの移動先ディ スクの名前を入力するか、 [ 参照 ]
をク リ ッ ク してディ スクを選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ サブディ ス クをターゲッ ト ディ ス ク上の使用可能な領域
に適した小さいサブディ スクに分割するかど うかを指定す
るには、[ ポ リシーの移動 ]オプシ ョ ンのいずれかを選択し
ます。 [ １対 １ ]オプシ ョ ンを選択する と、サブディ スクは
分割されません。 [ 指定通り分割 ] オプシ ョ ンを選択する
と、 サブディ スクが分割されます。

◆ サブディ スクの最小ディ スク  オフセッ ト を指定するには、
[ギャ ップ検索の開始オフセッ ト ]フ ィールドにオフセッ ト
を入力します。
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注 ：

◆ このタスクでは、 サブディ スク名とディ スク名を指定する必要があ り ます。

◆ 通常、 サブディ スクは、 ディ スク領域を再編成するために移動します。

◆ 元のサブディ スクが使用していたディ スク領域は、 空き領域プールに戻されます。

◆ ミ ラー ボリ ューム、ス ト ラ イ ト  ボ リ ューム、またはRAID-5ボ リ ューム内のサブディ
スクは、 それらのボ リ ュームのコピーまたはボ リ ュームの一部が既に含まれている
ディ スクには移動しないで ください。

◆ このタスクに失敗し、 システム上に未使用のサブディ スク （ボ リ ュームに関連付け
られていないサブディ スク） が残った場合、 「サブディ スクの削除」 タスクを行って
未使用サブディ スクが占める領域を解放するこ とができます。
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 サブディスクの分割
サブディスクの分割

この手順では、サブディ スクをさ らに小さい複数のサブディ スクに分割します。分割する
と、小さいサブディ スクは別の場所へ移動したり、後から再び結合したりする こ とができ
ます。 これは、 ボ リ ュームの再編成およびパフォーマンスの向上に役立ちます。

ディ スク  グループに属するサブディ スクを表示するには、 [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド
ウ （[ディ スクグループ ]→ [オブジェク ト表示 ]） または [ ボ リ ュームからディ スクへの
マッピング ] ウ ィンド ウ （[ディ スクグループ ]→ [ディ スク / ボ リ ュームのマッピング ]）
を使用します。 特定のボ リ ュームのサブディ スクを表示するには、 [ ボ リ ュームのレイア
ウ ト詳細 ] ウ ィンド ウ （[ ボ リ ューム ]→ [ レイアウ トの表示 ]） を使用します。

▼ サブディ スクの複数のサブディ スクへの分割

1. 複数のサブディ スクに分割するサブディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [サブディ スク ]→[分割]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で
[サブディ スク /分割 ] を選択します。

3. [サブディ スクの分割 ] ダイアログボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

サブディ スク名 : 正しいサブディ スク名が表示されていない場合は、サブディ ス

ク名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してサブディ スクを選
択します。

ターゲッ ト  ディ ス ク
数 :

分割後のサブディ スクの数を入力します。 サブディ スクは、 2
つ以上のサブディ スクに分割できます。

注 ：

◆ このタスクでは、 サブディ スク名と、 分割後のサブディ スク数を指定する必要があ
り ます。

◆ 最初のサブディ スクの名前には、 選択されているサブディ スクの名前が受け継がれ
ます。 ほかのサブディ スクには、 自動的に名前が付けられます。

◆ 新しい小さいサブディ スクが占める領域は、 元のサブディ スクが占めていたディ ス
ク領域と同じです。

◆ 元のサブディ スクには、 指定した分割が実行できる十分なセク タ数が含まれている
必要があ り ます。

◆ ダーティ  リージ ョ ン ロギングのログ サブディ スクは分割できません。
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サブディスクの結合

この手順では、 複数のサブディ スクを結合して 1 つの大きいサブディ スクを作成します。
同じボ リ ュームに属し、同じディ スクまたはミ ラーの隣接する領域を占めているサブディ
スクのみ結合できます。

ディ スク  グループに属するサブディ スクを表示するには、 [オブジェク ト表示 ] ウ ィンド
ウ （[ディ スクグループ ]→ [オブジェク ト表示 ]） または [ ボ リ ュームからディ スクへの
マッピング ] ウ ィンド ウ （[ディ スクグループ ]→ [ディ スク / ボ リ ュームのマッピング ]）
を使用します。 特定のボ リ ュームのサブディ スクを表示するには、 [ ボ リ ュームのレイア
ウ ト詳細 ] ウ ィンド ウ （[ ボ リ ューム ]→ [ レイアウ トの表示 ]） を使用します。

▼ サブディ スクの結合

1. 1つのサブディ スクにま とめる複数のサブディ スクを選択します。

2. [選択項目] メニューから [サブディ スク ]→[結合]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で
[サブディ スク /結合 ] を選択します。

3. [サブディ スクの結合 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ソース  サブディ スク : 正しいサブディ スク名が表示されていない場合は、サブディ ス

ク名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してサブディ スクを選
択します。少な く と も 2つのサブディ スクを指定して ください。

ターゲッ ト  サブディ
スク名 :

結合後の新しいサブディ スクの名前を入力します。

注 ：

◆ このタスクでは、 複数の既存のサブディ スク名と新しい （結合後の） サブディ スク
名を指定する必要があ り ます。

◆ 同じディ スク上の隣接しているサブディ スクのみ結合できます。

◆ 結合するサブディ スクは、 同じボ リ ュームと ミ ラーに属している必要があ り ます。

◆ ス ト ライプ ボリ ュームの場合、 サブディ スクは同じカラムにある必要があ り ます。
◆ 結合後のサブディ スクの名前は、 結合前の複数のサブディ スクのいずれかの名前に
するこ とができます。
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 サブディスクの削除
サブディスクの削除

この手順では、ディ スクからサブディ スクを削除します。 この処理は、ボ リ ュームに関連
付けられていないサブディ スクに適用されます。 この処理によって、未使用のサブディ ス
クが占めるディ スク領域を空き領域プールに戻すこ とができます。

ボ リ ュームに関連付けされていないサブディ スクを表示するには、 [ ディ スク属性 ] ウ ィ
ンド ウ （[ディ スク ]→ [属性 ]） を使用します。

▼ サブディ スクの削除

1. 削除するサブディ スクを保持するディ スクを選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ディ スク ]→ [属性 ] を選択します。

3. [ディ スク属性 ]ウ ィンド ウの [サブディ スク ] タブで、削除するサブディ スクを選択し
ます。

4. ポップアップ メニューから [削除]、または[コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]で[サブディ スク
/削除 ] を選択します。

5. [サブディ スクの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

サブディ スク : 正しいサブディ スク名が表示されていない場合は、サブディ ス

ク名を入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク してサブディ スクを選
択します。

注 ：

◆ ボリ ュームに関連付けられているサブディ スクは削除できません。

◆ サブディ スクを削除する と、 使用されていた領域が空き領域プールに戻されます。
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ボリューム属性の表示

[ ボ リ ューム属性 ] ウ ィンド ウには、 選択したボ リ ュームに関する詳細情報が表示されま
す。 [ 属性 ] ウ ィンド ウはタブ形式で、 それぞれのタブには、 ボ リ ュームとその関連オブ
ジェク トについての情報が表示されます。別のタブを表示するには、該当するタブのラベ
ルをク リ ッ ク します。

❖ ボ リ ューム属性を表示するには、ボ リ ュームを選択し、[ ボ リ ューム ] メニューまたは
ポップアップ メニューから [属性 ] を選択します。 [ ボ リ ューム属性 ] ウ ィ ンド ウは、
ボ リ ュームをダブルク リ ッ クする方法でも表示できます。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を更新して、ボ リ ュームの現在の属性を反映するには、[更新]
ボタンをク リ ッ ク します。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[印刷]をク リ ッ ク し、[印刷]ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。

ボリュームへのファイル システムの追加
この手順では、 既存のボ リ ューム上にファ イル システムを組み入れ、 そのファ イル シス
テムをマウン ト します。 必要に応じて、 ファ イル システム テーブル ファ イルも更新し
ます。

▼ ファ イル システムの既存ボリ ュームへの追加

1. ファ イル システム ボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ファ イルシステム ]→[新規]、または[コマンド
起動ウ ィンド ウ ]で [ ボ リ ューム / ファ イルシステムの追加 ] を選択します。

3. [新しいファ イルシステム ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

マウン ト先 : ファ イル システムのマウン ト先を入力します。

フ ァ イル システムの
タイプ :

ファ イル システムのタイプを選択します。
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 ボリュームへのファイル システムの追加
必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン ◆ システムの起動時に自動的にファ イル システムをマウン
トするには、 [ブート時にマウン ト ] を選択します。 このオ
プシ ョ ン選択する と、 ファ イル システム テーブル ファ イ
ルもシステム起動時に更新されます。

◆ mountオプシ ョ ンを指定するには、[マウン トの詳細 ] をク
リ ッ ク し、 [ マウン トの詳細 ] ダイアログ ボッ クスで適切
なオプシ ョ ンを指定します。

◆ mkfs コマンド  オプシ ョ ンを指定するには、[新しいシステ
ムファイルの詳細 ] をク リ ッ ク して、[新しいシステムファ
イルの詳細 ] ダイアログ ボッ クスで適切なオプシ ョ ンを指
定します。

注 ：

◆ このタスクでは、ボ リ ューム名とファ イル システム タイプを指定する必要があ り ま
す。 [ ブート時にマウン ト ] を選択する場合は、 ファ イル システムのマウン ト先も
必要です。

◆ ファ イル システムがマウン ト されている場合、 ファ イル システム テーブル ファ イ
ルは自動的に更新されます。

◆ マウン ト先に指定したパスが存在しない場合は、 そのパスが作成されます。

◆ マウン ト先は、 絶対パス名 （/で始まるパス名） で指定する必要があ り ます。
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ボリュームへのファイル システムのマウン ト
この手順では、既存のファイル システムをボ リ ューム上にマウン ト し、必要に応じてファ
イル システム テーブル ファ イルを更新します。

▼ ファ イル システムの既存ボリ ュームへのマウント

1. マウン トするファ イル システムが含まれているボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ファ イルシステム ]→[マウン ト ]、または[コマ
ンド起動ウ ィ ンド ウ ]で [ ボ リ ューム / マウン ト ] を選択します。

3. [ ファ イルシステムのマウン ト ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

マウン ト先 : ファ イル システムのマウン ト先を入力します。

オプシ ョ ン ◆ システムの起動時に自動的にファ イル システムをマウン
トするには、 [ブート時にマウン ト ] を選択します。 このオ
プシ ョ ン選択する と、 ファ イル システム テーブル ファ イ
ルもシステム起動時に更新されます。

◆ mountオプシ ョ ンを指定するには、[マウン トの詳細 ] をク
リ ッ ク し、 [ マウン トの詳細 ] ダイアログ ボッ クスで適切
なオプシ ョ ンを指定します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。 [ブート時にマウン ト ]
を選択する場合は、 ファ イル システムのマウン ト先も必要です。

◆ 指定するボ リ ュームにファイル システムが収められている必要があ り ます。
◆ ファ イル システム テーブル ファ イルは自動的に更新されます。
◆ マウン ト先に指定したパスが存在しない場合は、 そのパスが作成されます。

◆ マウン ト先は、 絶対パス名 （/で始まるパス名） で指定する必要があ り ます。
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ボリューム上のファイル システムのマウン ト解除
この手順では、 ファ イル システムのマウン ト を解除します。

▼ ボリ ューム上のファ イル システムのマウント 解除

1. マウン ト解除するファ イル システムが含まれているボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ボ リ ューム ]→[ファ イルシステム ]→[マウン ト解除]、または
[ コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [ ボ リ ューム / マウン ト解除 ] を選択します。

3. [ファイルシステムのマウン ト解除]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ 指定するボ リ ュームにはファイル システムがマウン ト されている必要があ り ます。
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ファイル システムのサイズ変更
この手順では、 ファ イル システムと下位のボ リ ュームのサイズを変更します。 よ り多く
の領域が必要な場合は、 この手順を行ってファ イル システムのサイズを大き くする こ と
ができます。 vxfs ファ イル システムが大きすぎ、別の場所に領域が必要な場合は、 この
手順を行って vxfs ファ イル システムを縮小できます。

▼ ボリ ューム上のファ イル システムのサイズ変更

1. サイズを変更するファ イル システムを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ファ イルシステム ]→[サイズの変更]、または [コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ ファ イルシステム /サイズの変更 ] を選択します。

3. [ファ イルシステムのサイズ変更 ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ファイル システム名 : 正しいファ イル システム名が表示されていない場合は、 ファ
イル システム名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してファ イ
ル システムを選択します。

新しいサイズ ： 次のいずれか 1つを指定します。

◆ 指定した量だけファ イル システムのサイズを大き くする
には、 [ 拡張 ] フ ィールドに、 ファ イル システムに追加す
る領域の量を指定します。

◆ 指定した量だけファイル システムのサイズを小さ くする
には、 [ 縮小 ] フ ィールドに、 ファ イル システムから削除
する領域の量を指定します。

◆ 新しいファイル システムのサイズを指定するには、 [ 変更
後のサイズ ] フ ィールドにサイズを入力します。

ファ イル システムに可能な最大サイズを指定するには、 [最大
サイズ ] をク リ ッ ク します。

単位を指定するには、 サイズに s （セクタ）、 k （キロバイ ト ）、

m （メガバイ ト ）、 または g （ギガバイ ト ） を追加します。

オプシ ョ ン ◆ 追加する領域用のディ スクを指定するには、[ディ スクの割
り当て ] をク リ ッ ク し、[領域の割り当て ] ダイアログ ボッ
クスから使用するディ スクを選択します。
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ファイル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーの作成
この手順では、 ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーを作成する こ とによって、
vxfs ファ イル システムをオンラインでバッ クアップする準備をします。 これは、新しい
ボ リ ュームを作成し、 そのボ リ ュームにスナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムをマウン ト
し、元のファ イル システムの内容をスナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムにコピーする と
いう順序で行われます。 スナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムは、 スナップシ ョ ッ ト を作
成した時点における元のファイル システムの正確なコピーです。 スナップシ ョ ッ ト  ファ
イル システムを使用して、 適当なと きに元のファ イル システムのバッ クアップを作成で
きます。 バッ クアップを作成したら、 下位のスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを削除する こ
とによ り、 スナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムを削除できます （「ボ リ ュームの削除」 を
参照）。

▼ システムのデータのスナッ プショ ッ ト  コピーの作成

1. バッ クアップするファ イル システムを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ファ イルシステム ]→[スナップシ ョ ッ ト ]、または [コマンド
起動ウ ィンド ウ ]で [ ファ イルシステム / スナップシ ョ ッ ト ] を選択します。

3. [ ファ イルシステムのスナップシ ョ ッ ト ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力
します。

注 ：

◆ このタスクでは、ファ イル システム名と、変更後のサイズまたはファイル システム
に追加または削除する領域の量を指定する必要があ り ます。

◆ ファ イル システムがサイズ変更される と、 下位のボ リ ュームのサイズも変更され
ます。

◆ vxfs ファ イル システムのみ縮小できます。
◆ サイズを変更するファイル システムは、 ボ リ ューム上にある必要があ り ます。

ファ イル システム名 : 正しいファ イル システム名が表示されていない場合は、 ファ
イル システム名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してファ イ
ル システムを選択します。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の

マウン ト先 :
ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーのマウン ト先を
入力します。

スナ ッ プシ ョ ッ ト の

サイズ :
ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーのサイズを入力
します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン 特定のディ スクにスナップシ ョ ッ ト を置くには、 [ ディ スクの
割り当て ] をク リ ッ ク し、 使用するディ スクを選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ファ イル システム名、 スナップシ ョ ッ トのマウン ト先、 スナップ
シ ョ ッ トのサイズを指定する必要があ り ます。

◆ ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーは、vxfs ファ イル システムに関して
のみ作成できます。

◆ スナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムは、スナップシ ョ ッ トが作成された時点におけ
る元のファイル システムの正確なコピーです。

◆ ファ イル システムのスナップシ ョ ッ ト  コピーを作成した後は、コピーをテープまた
はほかのメディ アにバッ クアップして ください。 不要になったスナップシ ョ ッ ト
ファ イル システムは削除します。

◆ スナップシ ョ ッ トのバッ クアップを行っている間も、元のファイル システムを引き
続き使用できます。

◆ スナップシ ョ ッ ト  ファ イル システムのサイズを選択する際のガイ ド ラ インと して、
vxfsのマニュアルを参照して ください。
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ボリューム上のファイル システムのチェ ック
この手順では、 ボ リ ューム上のマウン ト解除されているフ ァ イル システムの整合性を
チェ ッ ク します （fsck コマンドを使用）。 必要に応じて、 ファ イル システムの修復を試
みる こ と もできます。

▼ ボリ ューム上のファ イル システムのチェ ッ ク

1. チェ ッ クするファ イル システムが含まれているボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム ]→[ファ イルシステム ]→[チェ ッ ク ]、または[コマ
ンド起動ウ ィ ンド ウ ]で [ ファ イルシステム /チェ ッ ク ] を選択します。

3. [ ファ イルシステムのチェ ッ ク ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

オプシ ョ ン ◆ フ ァ イル システムをチェ ッ ク し て修復を試みるには、
[チェ ッ ク と修復 ] を選択します。

◆ ファ イル システムを修復せず、チェッ クのみ行うには、[修
復なしでチェ ッ ク ] を選択します。

◆ ファ イル システムのマウン ト を解除し、 fsck を実行して
からファ イル システムをマウン トするには、 [ マウン ト を
一旦解除し、 チェ ッ ク した後にマウン ト ] を選択します。

◆ ファ イル システムのマウン ト を解除して、 fsck を実行す
るには、 [ マウン ト解除とチェ ッ ク ] を選択します。

注 ：

◆ 指定するボ リ ュームにファイル システムが収められている必要があ り ます。ファ イ
ル システムはマウン トが解除されている こ とが必要です。

◆ Storage Administratorで fsck を実行する場合、ユーザ入力は不要です。ユーザ入力が
必要な場合、 このタスクは失敗しているため、 コマンド  ラ インから fsck を実行す
る必要があ り ます。
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ファイル システム属性の表示
[ ファ イルシステム属性 ] ウ ィ ンド ウには、 選択したファ イル システムに関する詳細情報
が表示されます。 [属性 ] ウ ィンド ウはタブ形式で、 それぞれのタブにはファイル システ
ムとその関連オブジェク トについての情報が表示されます。別のタブを表示するには、該
当するタブのラベルをク リ ッ ク します。

❖ ファ イル システム属性を表示するには、 ファ イル システムを選択し、 [ ファ イルシス
テム ] メニューまたはポップアップ メニューから [ 属性 ] を選択します。 [ ファ イル
システム属性 ] ウ ィ ンド ウは、ファ イル システムをダブルク リ ッ クする方法でも表示
できます。

❖ [属性 ] ウ ィンド ウの内容を更新して、 ファ イル システムの現在の属性を反映するに
は、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

❖ [属性]ウ ィンド ウの内容を印刷するには、[印刷]をク リ ッ ク し、[印刷]ダイアログ ボッ
クスで必要な項目を指定します。

ボリュームの QuickLog ログの作成
この手順では、ボ リ ュームを vxfs ファ イル システムの QuickLog ログと して指定します。
ボ リ ュームを QuickLog ログと して設定する と、 ファ イル システムに対して QuickLog ロ
グ デバイスを有効にする こ とができます。

▼ QuickLog ログとしてのボリ ュームの指定

1. ファ イル システムの QuickLog ログに使用するボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[QuickLog]→[ログの作成]、または[コマンド起
動ウ ィ ンド ウ ]で [ ボ リ ューム / FS ログの作成 ] を選択します。

3. [QuickLog ログの作成 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

ログ デバイス番号 : ボ リ ュームに接続するログ デバイスの番号を選択します。 ロ
グ デバイスは、 /dev/vxldに一覧表示されています。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ファイル システムに対する QuickLog ログの有効化
この手順では、vxfs ファ イル システムに対して QuickLog ログ デバイスを有効にし、ファ
イル システムを再マウン ト し ます。 QuickLog ログを有効にする前に、 ボ リ ュームを
QuickLog ログと して指定してお く必要があ り ます （「ボ リ ュームの QuickLog ログの作成」
を参照）。

▼ ファ イル システムに対する QuickLog ログの有効化

1. QuickLog ログ デバイスを有効にし、再マウン トするファ イル システムを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ファ イルシステム]→[QuickLog]→[有効化]、または[コマンド
起動ウ ィンド ウ ]で [ ファ イルシステム /QuickLogの有効化 ] を選択します。

3. [QuickLogの有効化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

注 ：

◆ このタスクは、VERITAS QuickLogをインス トールしている場合にのみ実行できます。
◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名と ログ デバイス番号を指定する必要があ り ます。
◆ QuickLog ログを使用できるのは、 vxfs ファ イル システムだけです。
◆ ファ イル システムが含まれているボリ ュームを指定する こ とはできません。
◆ 指定するボ リ ュームのサイズと しては、 少な く と も 32Mが必要です。

ファ イル システム名 : 正しいファ イル システム名が表示されていない場合は、 ファ
イル システム名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してファ イ
ル システムを選択します。

ログ デバイス番号 : ボ リ ュームに接続するログ デバイスの番号を選択します。 ロ
グ デバイスは、 /dev/vxldに一覧表示されています。

オプシ ョ ン システムの起動時に自動的にファ イル システムをマウン トす
るには、 [ ブート時にマウン ト ] を選択します。 このオプシ ョ
ン選択する と、 ファ イル システム テーブル ファ イルもシステ
ム起動時に更新されます。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ファイル システムに対する QuickLog ログの無効化
この手順では、ファ イル システムに対して QuickLog ロギングを無効にし、ファ イル シス
テムを再マウン ト します。

▼ ファ イル システムに対する QuickLog ログの無効化

1. QuickLog ログ デバイスを無効にするファ イル システムを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ファ イルシステム]→[QuickLog]→[無効化]、または[コマンド
起動ウ ィンド ウ ]で [ ファ イルシステム /QuickLogの無効化 ] を選択します。

3. [QuickLogの無効化 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

注 ：

◆ このタスクは、VERITAS QuickLogをインス トールしている場合にのみ実行できます。
◆ このタスクでは、 ファ イル システム名を指定する必要があ り ます。
◆ QuickLog ログを使用できるのは、 vxfs ファ イル システムだけです。
◆ 指定するログ デバイスには、 ログ ボリ ュームが既に指定されている必要があり ます。
◆ ログ デバイス番号を指定しないと、読み込み回数の最も少ないデバイスが使用され
ます。

ファ イル システム名 : 正しいファ イル システム名が表示されていない場合は、 ファ
イル システム名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してファ イ
ル システムを選択します。

注 ：

◆ このタスクは、VERITAS QuickLogをインス トールしている場合にのみ実行できます。
◆ このタスクでは、 ファ イル システム名を指定する必要があ り ます。
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QuickLog ログの削除
この手順では、 ボ リ ュームから QuickLog ログ デバイスを切り離します。 QuickLog ログ
を削除する前に、 ログを無効にしてお く必要があ り ます （ 「ファ イル システムに対する
QuickLog ログの無効化」 を参照）。

▼ ボリ ュームからの QuickLogログの削除

1. QuickLog ログ デバイスを切り離すボ リ ュームを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ボ リ ューム]→[QuickLog]→[ログの削除]、または[コマンド起
動ウ ィ ンド ウ ]で [ ボ リ ューム / FS ログの削除 ] を選択します。

3. [QuickLog ログの削除 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ボリ ューム名 : 正しいボ リ ューム名が表示されていない場合は、ボ リ ューム名

を入力するか、[参照]をク リ ッ ク してボ リ ュームを選択します。

注 ：

◆ このタスクは、VERITAS QuickLogをインス トールしている場合にのみ実行できます。
◆ このタスクでは、 ボ リ ューム名を指定する必要があ り ます。

◆ QuickLogログをボ リ ュームから切り離す前に、ファ イル システムのQuickLogログを
無効にしておく必要があ り ます。
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ホストおよびクラスタに関するタスク
 

5

はじめに

この章では、 Volume Manager Storage Administrator を使用して、 ホス ト  マシンおよびク ラ
スタにアクセスして使用する方法について説明します。 この章の初めの 「ホス トおよびク
ラスタに関するタスクに対応する手順」 には、ホス トおよびク ラスタに関する一般的なタ
スクについてま とめてあ り ます。

Storage Administratorには、複数のホス ト  マシンを同時に表示する こ とができます。Storage
Administrator では、 Volume Manager のク ラスタ機能オプシ ョ ンが使用できる場合にのみ、
ク ラスタ関連の機能にアクセスできます。

この章では、 ホス トに関する次のタスクについて説明します。

◆ ホス トへの接続

◆ ホス トの切断

◆ ホス トの自動接続の設定

この章では、 ク ラスタに関する次のタスクについて説明します。

◆ ク ラスタでの作業

◆ ク ラスタの起動

◆ ク ラスタの停止

◆ ノードの起動

◆ ノードの停止

◆ 共有ディ スク  グループの作成

◆ 共有ディ スク  グループのインポート

◆ ク ラスタのアップグレード
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ホス トおよびクラスタに関するタスクに対応する手順

Volume Manager Storage Administrator のホス トおよびク ラスタに関するタスク とそれに対
応する手順を以下の表にまとめます。

実行するタスク 適用する手順

設定タスク

別のホス ト  マシンに接続し、 管理する。 ホス トへの接続

共有ディ スク  グループを設定する。 共有ディ スク  グループの作成

ク ラスタを起動する。 ク ラスタの起動

その他のタスク

ク ラスタを停止する。 ク ラスタの停止

ク ラスタにノードを追加する。 ノードの起動

ク ラ ス タ内の ノードにア クセスできないよ う に

する。

ノードの停止

ホス ト  マシンを切断する。 ホス トの切断

ク ラスタで使用するために、デポート したディ スク

グループにアクセスする。

共有ディ スク  グループのインポート
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ホス トへの接続

この手順では、 現在の Storage Administrator セッシ ョ ンから、 ホス ト  マシンとの接続を確
立します。 Storage Administrator ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンでは、 複数のホス ト  マシンに同
時にアクセスできます。

▼ ホスト への接続

1. [ファ イル]メニューから [接続]、または[コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]で[ホス ト /接続]を選
択します。

2. [ ホス トへ接続 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。 メ イン  ウ ィンド
ウのオブジェク ト  ツ リーに、 新しいホス トが表示されます。

サーバ ホス ト : 管理対象のマシンの名前を入力します。このマシン上で、Volume
Manager と Storage Administratorの両方が実行されている必要が
あ り ます。

ユーザ名 : ログイン名を入力します。 適切な権限を持つユーザのみが、 指

定したマシン上で Storage Administrator を実行できます。

パスワード : 管理対象のマシンのパスワードを入力します。

オプシ ョ ン 今後、この Storage Administrator ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンからホ
ス トに接続する際のデフォルト設定と して特定のユーザ名とパ

スワードを使用するには、 [デフォルトユーザ ] を選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ホス ト  マシン名、 ユーザ名、 およびパスワードを指定する必要が
あ り ます。

◆ 管理対象のマシン上で、Volume Manager と Volume Manager Storage Administratorサー
バの両方が実行されている必要があ り ます。

◆ Volume Manager Storage Administratorは、適切な権限を持つユーザのみが実行できます。
◆ 入力するユーザ名とパスワードは、管理対象マシン上のパスワード  ファ イルか、対
応する NIS （Network Information Name Service） テーブルに記述されている必要があ
り ます。

◆ また、 ユーザ名 （またはユーザのグループ ID） は、 管理対象マシン上のグループ
ファイルまたは NIS グループ テーブルの vrtsadm グループ エン ト リに含まれてい
る必要があ り ます。
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ホス トの切断

この手順では、現在の Storage Administratorセッシ ョ ンから、ホス ト  マシンを切断します。
ホス ト  マシンを切断する と、 Storage Administrator ではそのマシンを管理できな くなり ま
す。 切断したホス ト  マシンへのアクセスを再開するには、 そのホス トに再接続する必要
があ り ます。

▼ ホスト の切断

1. Storage Administrator セッシ ョ ンから切断するホス ト  マシンを選択します。

2. [選択項目]メニューから [ホス ト ]→[切断]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で[ホス ト
/切断 ] を選択します。

3. [ ホス トの切断 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します （該当する場合）。

必要な情報をすべて入力したら、 [ 了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。 切断されたホス
トは、 メ イン  ウ ィ ン ド ウのオブジェ ク ト  ツ リー内に表示されたままですが、 切断さ
れたホス トのアイコンが表示されます。

ホス トの自動接続の設定

この手順では、 Storage Administrator の起動時に、 特定のホス トに自動的に接続できるよ
うにします。 Storage Administrator ク ラ イアン トが起動時に接続するホス ト と メ イン ウ ィ
ンド ウのオブジェク ト  ツ リー内でのホス トの表示方法を指定できます。

▼ ホスト の自動接続の設定

1. メ イン  ウ ィンド ウのメニュー バーから、[オプシ ョ ン]→[カスタム設定]を選択します。

2. [ カスタム設定 ] ウ ィンド ウの [ ホス ト ] タブをク リ ッ ク します。

3. ホス ト  マシンを指定するには、[追加 ]をク リ ッ ク し、グ リ ッ ドの [ホス ト ]カラムにホ
ス ト  マシン名を入力します。

4. Storage Administratorの起動時に、特定のホス トに自動的に接続するには、[接続 ] カラ
ムをク リ ッ ク します。 ホス トに [接続 ]設定が指定されている場合は、 チェ ッ ク  マー
クが付きます。起動時にホス トの下にあるオブジェク トの階層をオブジェク ト  ツ リー
に表示するには、 [自動拡張 ] カラムをク リ ッ ク します。

5. 必要な選択項目を指定したら、 [了解 ] をク リ ッ ク します。

6. メ イン  ウ ィンド ウのメニュー バーから、[オプシ ョ ン ]→[カスタム設定の保存]を選択
します。

Storage Administrator ク ラ イアン ト を再起動する と、指定したホス トの設定内容が有効
になり ます。

ホス ト : ホス ト  マシン名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク してホス ト を
選択します。
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 クラスタでの作業
クラスタでの作業

VERITAS Volume Managerには、ク ラスタ環境で Volume Manager を使用するためのク ラス
タ機能オプシ ョ ンが用意されています。 このク ラ ス タ機能を有効にするには、 Volume
Managerのクラスタ機能のライセンスを入手する必要があ り ます。

Storage Administratorでク ラスタ  サポート を有効にするには、 Volume Managerのク ラスタ
ラ イセンスをマシンに追加してから、 Storage Administrator サーバを再起動する必要があ
り ます。 ク ラスタ  ラ イセンスがマシンに追加されている場合は、 マシンがまだク ラスタ
内のノード と して設定されていない場合でも、Storage Administratorのオブジェク ト  ツ リー
に [ ク ラスタ ] アイコンが表示されます。 ク ラスタがツ リーに表示される と、 そのク ラス
タに属するすべてのアクティブ /非アクテ ィブ ノードが表示されます。

図 18. クラスタのツリー /グリ ッ ド

❖ ク ラスタ内のオブジェク ト を表示するには、 ク ラスタの階層を展開します （[ ク ラス
タ ] アイコンの左側にあるプラス記号をク リ ッ ク）。

❖ ク ラスタ内のマスタ  ノードを特定するには、該当するク ラスタのク ラスタ階層を展開
し、 [ ホス ト ] を選択します。 グ リ ッ ドには、 ク ラスタ内のノードの名前と属性が表
示されます。[ タイプ ]カラムに、どのノードがマスタ  ノードであるかが表示されます。
[ ク ラスタ属性 ] ウ ィンド ウでも、マスタ  ノードを特定する こ とができます。このウ ィ
ンド ウを表示するには、 ク ラスタを選択し、 [ 選択項目 ] メニューまたはポップアッ
プ メニューから [属性 ] を選択します。
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クラスタの起動

この手順では、 クラスタを起動します。 ク ラスタが起動していない場合は、 このタスクを
実行してク ラスタを起動しないと、ク ラスタ内の共有オブジェク トにアクセスできません。

▼ クラスタの起動

1. オブジェク ト  ツ リーで、ク ラスタが表示されている部分の一番上にある [ ク ラスタ ]ア
イコンを選択します。

2. [選択項目] メニューから [すべてのク ラスタ ]、または [コマンド起動ウ ィ ンド ウ ]で [ク
ラスタ /起動 ] を選択します。

3. [ ク ラスタの起動 ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。 オブジェク ト  ツ
リーに、 ク ラスタ とそのオブジェク トが表示されます。

ク ラスタ  ノード ： ク ラスタ内の任意のマシン名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク
してホス ト を選択します。

注 ：

◆ このタスクは、 ク ラスタ環境でのみ実行できます。

◆ ク ラスタ内のマシン上にある共有オブジェク トにアクセスするには、 事前にそのク
ラスタを起動しておく必要があ り ます。
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クラスタの停止

この手順では、 ク ラスタを停止して、 現在の Storage Administrator セッシ ョ ンから ク ラス
タ内の共有オブジェク トにアクセスできないよ うにします。

▼ クラスタの停止

1. 停止するク ラスタを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ク ラスタの停止]、または[コマンド起動ウ ィンド ウ ]で [ク ラ
スタ /停止 ] を選択します。

3. [ ク ラスタの停止 ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します（該当する場合）。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ク ラスタ ： ク ラスタ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してク ラスタを選
択します。

注 ：

◆ このタスクは、 ク ラスタ環境でのみ実行できます。

◆ クラスタを停止すると、クラスタ内の共有オブジェク トにアクセスできなくなります。
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ノードの起動

この手順では、 ク ラスタ内のノード （ホス ト ） を起動します。 これによ り、 ノードがク ラ
スタに追加されます。 ク ラスタ内の共有オブジェク トにアクセスするには、事前にノード
を起動してお く必要があ り ます。何らかの理由でノードが停止している場合は、 このタス
クを実行する と、 ノードを再起動できます。

▼ クラスタ内のノ ード の起動

1. 起動する ノード （ホス ト ） を選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ ク ラスタ ノード ]→ [ ノードの起動 ]、または [ コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ ク ラスタ / ノードの起動 ] を選択します。

3. [ ク ラスタ ノードの起動 ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します（該当する
場合）。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ク ラスタ  ノード ： ホス ト  マシン名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク してホス ト を
選択します。

注 ：

◆ このタスクは、 ク ラスタ環境でのみ実行できます。

◆ ノードを起動する と、 ノードがク ラスタに追加され、 ク ラスタ内の共有オブジェク
トにアクセスできるよ うになり ます。
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 ノードの停止
ノードの停止

この手順では、 ク ラスタ内のノード （ホス ト ） を停止して、 そのノードがク ラスタにアク
セスできないよ うにします。停止している ノードは、 ク ラスタ内の共有オブジェク トにア
クセスできません。 マスタ  ノードが停止している場合は、 ク ラスタ内の別のノードが自
動的に新しいマスタ  ノードになり ます。

▼ クラスタ内のノ ード の停止

1. 停止する ノード （ホス ト ） を選択します。

2. [選択項目 ] メニューから [ ク ラスタ ノード ]→ [ ノードの停止 ]、または [ コマンド起動
ウ ィンド ウ ] で [ ク ラスタ / ノードの停止 ] を選択します。

3. [ ク ラスタ ノードの停止 ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します（該当する
場合）。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

4. このノードを停止する こ とを確認します。

ク ラスタ  ノード ： ホス ト  マシン名を入力するか、[参照 ] をク リ ッ ク してホス ト を
選択します。

注 ：

◆ このタスクは、 ク ラスタ環境でのみ実行できます。

◆ ノードを停止する と、 そのノードはク ラスタ内の共有オブジェク トにアクセスでき
な くなり ます。

◆ マスタ  ノードが停止している場合は、 ク ラスタ内の別のノードが自動的に新しいマ
スタ  ノードになり ます。
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共有ディスク  グループの作成
この手順では、 ク ラスタ環境で使用する共有ディ スク  グループを作成します。 ディ スク
を Volume Managerで使用するには、事前にディ スク  グループに追加しておく必要があ り
ます。 デフォルトのディ スク  グループ （rootdg） は、 通常は Volume Manager のインス
トール時に作成され、 Volume Manager が稼働しているシステムには必ず存在します。 別
のディ スク  グループを追加作成して、 複数のディ スクを論理的なグループに編成する こ
とができます。

ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れる と きは、 そのディ スクをカプセル化ま
たは初期化します。カプセル化する と、ディ スク上の既存データはボ リ ューム内で維持さ
れます。 初期化する と、 ディ スク上の既存データは削除されます。

▼ ディ スク  グループの作成

1. マスタ  ノードであるホス ト  マシンを選択します。

2. [ファ イル ] メニューから→[新規]→[ディ スクグループ ]、または [コマンド起動ウ ィン
ド ウ ] で [ディ スクグループ /作成 ] を選択します。

3. [新しいディ スクグループ ] ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ディ スク  グループ名 : 作成するディ スク  グループの名前を入力します。既存のディス
ク  グループの名前を参照するには、 [表示 ] をク リ ッ クします。

新しいディ スクをシステム上に設定するには、 [ ディ スクの走
査 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、オペレーティング システ
ムに適したディ スクの設定コマンドが実行されます。

ディ スク  デバイス : 新しいディ スク  グループに追加するディ スクを選択します。

ク ラスタの設定 [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。 共有ディ スク  グループを作成するに
は、 [共有の作成 ] を選択します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ ディ スクに Volume Manager ディ スク名を指定するには、 [
デ ィ ス ク名 ] フ ィ ール ドに名前を入力し ます。 Volume
Manager ディ スク名を指定しないと、 デフォルト名が割り
当てられます。

◆ ディ ス ク グループに入れるディ ス クにコ メ ン ト属性を追
加するには、 [ コ メン ト ] フ ィールドに情報を入力します。
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 共有ディスク  グループの作成
4. ディ スクを初期化するのか、 カプセル化するのかを指定します。ディ スクを初期化す
る場合、 ディ ス ク上の既存データは削除されます。 ディ スクをカプセル化する場合、
既存データはボ リ ューム内で維持されます。

5. ディ スクのカプセル化を選択した場合は、 システムを リブート します。

注 ：

◆ このタスクでは、ディ スク  グループ名と少な く と も 1つのディ スク名を指定する必
要があ り ます。

◆ ディ スク  グループ名は一意である必要があ り ます。
◆ 新しいディ スク  グループには、少な く と も 1つのディ スクが属している必要があ り
ます。

◆ ディ ス ク グループを作成するために使用できるディ ス クは、 オンラ イン状態にあ
り、 ほかのディ スク  グループに属していないものだけです。

◆ ディ スクを Volume Managerの管理下に組み入れる と きは、そのディ スクを初期化ま
たはカプセル化します。 カプセル化する と、 ディ スク上の既存データはボ リ ューム
の形で維持されます。初期化する と、ディ スク上の既存データは削除されます。ルー
ト /ブート  ディ スク と、 貴重なデータが保存されているディ スクの場合は、 カプセ
ル化するこ とをお勧めします。

◆ Volume Managerディ スク名は、 ディ スク  グループ内で一意である必要があ り ます。
◆ [ディスクデバイス ] フィールドに複数のディスクを指定しているのに [ディスク名 ]
フィールドに指定されているディスク名が 1つのみの場合、ディスク  グループ内で各
ディスク名が一意になるよ うに、 ディスク名の後ろに自動的に番号が追加されます。
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共有ディスク  グループのインポート
この手順では、 ク ラスタ環境でデポート されている （アクセスできない）ディ スク  グルー
プとそのボ リ ュームに再びアクセスできる よ うにします。 デポート されているディ ス ク
グループを共有ディ スク  グループと してインポートするには、 そのディ スク  グループの
以前の名前が判明しており、現在その名前がほかで使用されていないこ とが必要です。 さ
らに、 デポート されているディ スク  グループに以前割 り当てられていたディ スクが、 少
な く と も 1つは未使用のままである こ と も必要です。

▼ ディ スク  グループのインポート

1. マスタ  ノードであるホス ト  マシンを選択します。

2. [選択項目] メニューから [ホス ト ]→[ディ スクグループのインポート ]、または [コマン
ド起動ウ ィンド ウ ] で [ディ スクグループ / インポート ] を選択します。

3. [ディ スクグループのインポート ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します。

ディ スク  グループ名 : インポートするディ スク  グループの名前を入力するか、[参照]
をク リ ッ ク してディ スク  グループを選択します。

ク ラスタの設定 [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。 ディ スク  グループを共有ディ スク  グ
ループと してインポートするには、 [ 共有と してインポート ]
を選択します。
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必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ン [オプシ ョ ンの表示 ]をク リ ッ クする と、このタスクのオプシ ョ
ン設定が表示されます。

◆ インポー ト時にディ ス ク グループ内のすべてのボ リ ュー
ムを起動するには、[すべてのボ リ ュームを起動 ] を選択し
ます。

◆ インポー ト時にディ ス ク グループ内のすべてのディ ス ク
上にある既存のホス ト ID スタンプをク リ アするには、 [ ホ
ス ト IDのク リ ア ] を選択します。別のホス トがディ スク  グ
ループ内のディ スクを使用している場合は、 このオプシ ョ
ンは選択しないで ください。

◆ ホス ト がディ ス ク グループ内のディ ス クのすべてにアク
セスできない場合に、 ディ ス ク  グループを強制的にイン
ポートするには、 [強制インポート ] を選択します。 このオ
プシ ョ ンは、ディ スク  グループ内のディ スクに障害が発生
した場合に使用できますが、 すべてのディ スクが使用可能
な状態である場合は、ディ スク  グループの整合性が失われ
るこ とがあ り ます。

◆ インポート時にディ スク  グループ名を変更するには、 [ 新
しい名前 ] フ ィールドに新しいディ スク  グループ名を入力
します。 名前の変更が一時的である こ とを示すには、 [ 新
しい名前を一時的な名前と して使用 ] を選択します。

注 ：

◆ このタスクでは、 ディ スク  グループ名を指定する必要があ り ます。
◆ デポート されているディ スク  グループのみをインポートできます。
◆ デポート されているディ スク  グループは、デポート後に同じ名前のディ スク  グルー
プが作成されている場合、 インポートするこ とはできません。

◆ ディ スク  グループのインポートは、ホス トがディ スク  グループ内に 1つまたは複数
のディ スクを検出できないと、 エラーとなる可能性があ り ます。 ディ スクに障害が
発生したためにインポートがエラーとなった場合は、[強制インポート ]オプシ ョ ン
を選択する こ とによってディ ス ク  グループをインポート できます。 別の理由でエ
ラーとなった場合は、 強制インポート を行う と深刻な問題が発生する可能性があ り
ます。

◆ ディ スク  グループのインポート時に、システムはそのディ スク  グループ内のすべて
のディ スクにホス ト ID スタンプを記録します。 いずれかのディ スクのホス ト ID ス
タンプが、ほかのディ スクのスタンプと一致しない場合、ディ スク  グループのイン
ポートはエラーとなり ます。 これは、 デュアルポートのディ スクを 2つのシステム
で同時に管理 （場合によっては破損） できないよ うにするための措置です。 別のホ
ス トがディ スク  グループを使用していないこ とが確実な場合は、[ ホス ト IDのク リ
ア ] オプシ ョ ンを選択してホス ト ID をク リ アし、 ディ スク  グループをインポート
するこ とができます。
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クラスタのアップグレード

この手順では、 ク ラスタにアクセスできる状態を維持したまま、 ク ラスタ とそのノードを
アップグレード します。 具体的には、 ク ラスタ内のノードを 1 つずつアップグレード し、
少な く と も 1つ以上のノードを常にオンライン状態にしておきます。ク ラスタ内のすべて
のノードがアップグレード される と、 ク ラスタのプロ ト コル バージ ョ ンがアップグレー
ド され、 新しいバージ ョ ンのソフ ト ウェアがサポート されるよ うにな り ます。

▼ クラスタのアッ プグレード

1. 次の順序で、ク ラスタ内の各ノードを新しいソフ ト ウェア バージ ョ ンにアップグレー
ド します。

a. 「ク ラスタの停止」 の説明に従って、 ノードを停止します。

b. ノード上のソフ ト ウェアをアップグレード します。

c. 「ノードの起動」 の説明に従って、 ノードを再起動します。

d. ク ラスタ内の各ノードについて、 1つずつ上記の作業を繰 り返します。

2. アップグレードするク ラスタを選択します。

3. [選択項目] メニューから [ク ラスタ ]→[アップグレードのローリ ング ]、または [コマン
ド起動ウ ィンド ウ ] で [ ク ラスタ / アップグレードのローリ ング ] を選択します。

4. [アップグレードのローリ ング ]ダイアログ ボッ クスに次の必要事項を入力します（該
当する場合）。

必要な情報をすべて入力したら、 [了解 ] ボタンをク リ ッ ク します。

ク ラスタ ： ク ラスタ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク してク ラスタを選
択します。

注 ：

◆ このタスクは、 ク ラスタ環境でのみ実行できます。

◆ このタスクでは、 ク ラスタにアクセスできる状態を維持したまま、 ク ラスタを新し
いプロ ト コル バージ ョ ンにアップグレード します。

◆ ク ラスタをアップグレードするには、 ク ラ スタ内のすべての ノードを新しいバー
ジ ョ ンのソフ ト ウェアにアップグレードする必要があ り ます。 ク ラスタを停止させ
ないよ うに、 ク ラスタ内のノードは 1つずつ停止、 アップグレード、 および再起動
する必要があ り ます。

◆ ク ラスタをアップグレードする と、 前のバージ ョ ンに戻すこ とはできません。
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6

はじめに

この章では、 Storage Administrator の警告、 オブジェ ク トの状態、 およびその他の ト ラブ
ルシューティングの ト ピッ クについて説明します。また、一般的な問題の解決方法につい
ても説明します。 その指示に従っても問題を解決できない場合は、 テクニカル サポート
にお問い合わせください。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ 警告

◆ ディ スクの ト ラブルシューティング

◆ ボ リ ュームの ト ラブルシューティング

◆ 一般的な ト ラブルシューティング

◆ ク ラ イアン ト /サーバに関する問題

◆ 構成の変更
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警告
警告

オブジェク トに障害またはエラーが発生した場合は、オブジェク ト上に警告アイコンが表
示され、通常はオブジェク トの状態が異常状態に変わり ます。異常なオブジェク トは [警
告モニタ ] ウ ィンド ウにも表示されます。 このウ ィンド ウには、問題の概要と、 関連する
オブジェク トにも問題が生じているかど うかが示されます。オブジェク トが異常状態にな
り、 警告アイコンが表示された場合は、 [ 警告モニタ ] ウ ィンド ウに表示される内容を検
討して問題の解決を試みて ください。 [ 警告モニタ ] ウ ィンド ウに表示されるオブジェク
トの詳細な情報については、そのオブジェク トの [属性 ] ウ ィンド ウを参照して ください。

❖ [警告モニタ ] ウ ィンド ウを表示するには、ツールバーの [警告 ]ボタンをク リ ッ クする
か、 [ ウ ィンド ウ ] メニューから [警告 ] を選択します。

❖ [警告モニタ ] ウ ィンド ウに一覧表示されているオブジェク トの属性を表示するには、
オブジェク ト を選択し、[警告 ] メニューまたはポップアップ メニューから [オブジェ
ク ト属性 ] を選択します。 オブジェク ト属性は、 オブジェク ト をダブルク リ ッ クする
方法でも表示できます。

ディスクのト ラブルシューテ ィング

ディ スク状態は、 ディ スクの現在の状況を示します。 ディスク状態は、 グ リ ッ ドの [状態 ]
カラムおよび [ディ スク属性 ] ウ ィンド ウに表示されます。 ディ スクが異常な状態である
場合は、 ディ スク上に警告アイコンが表示され、 そのディ スクは [警告モニタ ] ウ ィンド
ウの一覧に表示されます。 この節では、以下のディ スク状態について説明し、ディ スク状
態の異常に関する問題の解決方法を示します。

◆ ディ スク状態 : インポート済み

◆ ディ スク状態 :未使用

◆ ディ スク状態 :未設定

◆ ディ スク状態 : インポートに失敗

◆ ディ スク状態 :切断

◆ ディ スク状態 :デポート終了

◆ ディ スク状態 :オフライン

◆ ディ スク状態 :未初期化

◆ ディ スク状態 : ロ ッ ク

◆ ディ スク状態 :非アクティブ

◆ ディ スク状態 :VM 以外で管理
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ディ スク状態 : インポート 済み

ディ ス クにアクセスする こ とができ、 と くに問題は認められていません。 ディ ス クは
Volume Manager の管理下にあ り、 ディ スク  グループに属しています。 これが正常なディ
スク状態です。 ユーザによる処置は必要あ り ません。

ディ スク状態 :未使用

ディ ス クは空きディ ス ク  プール内にあ り ます。 空きディ ス ク  プール内のディ ス クは、
Volume Managerの管理下にあ り ますが、 ディ スク  グループには追加されていません。

❖ ディ スクをVolume Managerで使用できるよ うにするには、ディ スク  グループに追加し
ます。

ディ スク状態 :未設定

ディ スクは Volume Managerの管理下にあ り ません。

❖ ディ スクを Volume Managerで使用できるよ うにするには、ディ スクを Volume Manager
の管理下に組み入れ、 ディ スク  グループに追加します。

ディ スク状態 : インポート に失敗

ディ スクは以前 Volume Managerの管理下にあ り ましたが、 Volume Manager でディ スクま
たはその設定情報にアクセスする こ とができません。 ディ スクは使用できない状態です。
Volume Manager をアップグレードする と、 この状態になる可能性があ り ます。 システム
の起動時にアクセスできないディ スクがある と きも、 この状態になるこ とがあ り ます。

❖ 物理ディ スクの電源が入っており、 プラグがコンセン トに差し込まれ、 コンピュータ
に接続されている こ とを確認します。 ディ スク、 コン ト ローラ、 またはケーブルに問
題がある場合は修正します。システム上のディ スクを走査し （[ ホス ト ]→ [ディ スク
の走査 ]）、 接続されているすべてのハード ウェアが Volume Manager で認識される こ
とを確認します。 再度、 ディ スクのディ スク  グループをインポート してみます。

❖ ディ スク  グループをインポート済みであるが、ディ スクにVolume Managerディ スク名
が付いていない場合は、 ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れ、 ディ スク
グループに追加します。

ディ スク状態 :切断

Volume Manager ディ スク と下位の物理ディ スク （デバイス） との関連付けが失われてい
ます。ディ スクで障害が発生した場合またはディ スクを切断した場合は、 この状態になる
こ とがあ り ます。

❖ 物理ディ スクの電源が入っており、 プラグがコンセン トに差し込まれ、 コンピュータ
に接続されている こ とを確認します。 ディ スク、 コン ト ローラ、 またはケーブルに問
題がある場合は修正します。システム上のディ スクを走査し （[ ホス ト ]→ [ディ スク
の走査 ]）、 新たに接続したハードウェアが Volume Manager で認識される こ とを確認
します。
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❖ 「ディ スクの交換」 タスクを実行して、 切断された Volume Managerディ スクをその物
理ディ スクに再接続してみます。

❖ 問題を解決できない場合は、 ディ スクを別の物理ディ スク と交換します。

ディ スク状態 :デポート 終了

ディ スクは、 現在デポート されているディ スク  グループに属しています。 デポート され
たディ スク  グループにあるディ スクは使用できず、 新しいディ スク  グループに追加する
こ と もできません。

❖ ディ スクを使用できる状態に戻すには、ディ スクが属しているディ スク  グループをイ
ンポート します。

❖ ディ スクを別のディ スク  グループに移動するには、 現在のディ スク  グループをイン
ポート し、ディ スクを削除してから、そのディ スクを新しいディ スク  グループに追加
します。

❖ ディ スク  グループのインポートに失敗し、 別のディ スク  グループが使用できるよ う
にディ スク領域を解放する場合は、 「ディ スクの初期化」 タスク （[ ホス ト ]→ [ディ
スクの初期化 ]） または次のコマンドを実行して、 ディ スクを再初期化します。

vxdisk -f initデバイス名

注 このコマン ドは、 ディ ス ク上のディ ス ク ヘッダおよび設定情報を上書き します。
ディ スクを再初期化する と、 そのディ スク上にあるボ リ ュームのコピーまたは領域
へはアクセスできな くなり ます。

ディ スク状態 :オフライン

Volume Managerからディ スクにアクセスできません。

❖ ディ スクをアクセスできる状態に戻すには、 オンライン化します。

ディ スク状態 :未初期化

設定エラーが原因で、 ディ スクが使用できな くなっています。

❖ ディ スクを Volume Managerで使用できるよ うにするには、ディ スクを Volume Manager
の管理下に組み入れ、 ディ スク  グループに追加します。

❖ Storage Administrator を使用してディ スクを Volume Manager に追加できない場合は、
「ディ スクの初期化」 タスク （[ ホス ト ] → [ ディ スクの初期化 ]） または次のコマン
ドを実行して、 ディ スクを再初期化する必要があ り ます。

vxdisk -f initデバイス名

注 このコマン ドは、 ディ ス ク上のディ ス ク ヘッダおよび設定情報を上書き します。
ディ スクを再初期化する と、 そのディ スク上にあるボ リ ュームのコピーまたは領域
へはアクセスできな くなり ます。
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ディ スク状態 :ロッ ク

ディ スクは、 別のマシンに現在インポー ト されているディ スク  グループ、 または別のマ
シンに前回インポート された後で正常にデポート されていないディ スク  グループに属し
ています。 現在、 このディ スクをローカル マシン上で使用する こ とはできません。

❖ ディ スク  グループ内のすべてのディ スクをローカル マシンで使用できるよ うにする
には、 リモート  マシン上のディ スク  グループをデポート してから、 そのディ スク  グ
ループをローカル マシン上にインポート します。

❖ ローカル マシン上で 1つのディ スクを使用できるよ うにするには、属しているディ ス
ク  グループ （ほかのマシン上） からそのディ スクを削除し、ローカル マシン上のディ
スク  グループに追加します。

❖ ディ スク  グループが別のマシン上にインポート されない場合は、 ディ スク  グループ
を再インポート して、 そのディ スク  グループ内のすべてのディ スク上のホス ト ID を
ク リ アする必要があ り ます。 これには、 [ ディ スクグループのインポート ] ダイアロ
グ ボッ クスで [ ホス ト IDのク リ ア ] を選択するか、 次のコマンドを実行します。
vxdg -C import ディスク  グループ

注 ディ ス ク グループ内のいずれかのディ ス クが別のマシンでも使用されている場合
は、 このコマンドを実行する と、 ディ スクが同時に 2つのシステムで管理されてし
ま う可能性があ り ます （破損の原因とな り ます）。

ディ スク状態 :非アクティ ブ

ディ スクはディ スク  グループに属しているよ うですが、 ディ スク  グループ内でアクティ
ブになっていません。ディ スクに （一時的に） アクセスできな くなっている可能性があ り
ます。 また、 ディ スク  グループのインポート時にはディ ス クにアクセスできなかった場
合でも、 現在はアクセス可能になっている こ と もあ り ます。

❖ 物理ディ スクの電源が入っており、 プラグがコンセン トに差し込まれ、 コンピュータ
に接続されている こ とを確認します。 ディ スク、 コン ト ローラ、 またはケーブルに問
題がある場合は修正します。システム上のディ スクを走査し （[ ホス ト ]→ [ディ スク
の走査 ]）、 新たに接続したハードウェアが Volume Manager で認識される こ とを確認
します。

❖ 「ディ スクの交換」 タス クまたは次のコマンドを実行して、 ディ スクをそのディ スク
グループに再追加する必要がある場合があ り ます。

/etc/vx/bin/vxreattach [デバイス名 ]

正常に再追加した後で、 ボ リ ュームを リ カバリする必要がある場合があ り ます。

❖ 再追加に失敗し、 ディ スク領域を解放する場合は、 「ディ スクの初期化」 タスク （[ ホ
ス ト ]→ [ディ スクの初期化 ]） または次のコマンドを実行して、ディ スクを再初期化
します。

vxdisk -f init デバイス名
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注 このコマン ドは、 ディ ス ク上のディ ス ク ヘッダおよび設定情報を上書き します。
ディ スクを再初期化する と、 そのディ スク上にあるボ リ ュームのコピーまたは領域
へはアクセスできな くなり ます。

ディ スク状態 :VM 以外で管理

ディ ス クは、 ほかのディ ス ク管理製品の管理下にあ り ます。 このディ ス ク を Volume
Managerで使用する こ とはできません。

❖ ディ スクを Volume Managerで使用できるよ うにするには、ほかのディ スク管理製品の
管理からディ スクを外し、 Volume Managerの管理下に組み入れます。

ボリュームのト ラブルシューテ ィ ング

ボ リ ューム状態は、ボ リ ュームの現在の状況を示します。ボ リ ューム状態は、 グ リ ッ ドの
[状態 ] カラムおよび [ ボ リ ューム属性 ] ウ ィンド ウに表示されます。ボ リ ュームが異常な
状態である場合は、 ボ リ ューム上に警告アイコンが表示され、 そのボ リ ュームは [警告モ
ニタ ] ウ ィンド ウの一覧に表示されます。 この節では、以下のボ リ ューム状態について説
明し、 ボ リ ューム状態の異常に関する問題の解決方法を示します。

◆ ボ リ ューム状態 ：起動済み

◆ ボ リ ューム状態 ：停止

◆ ボ リ ューム状態 ：未初期化

◆ ボ リ ューム状態 ：縮退

◆ ボ リ ューム状態 ：使用不可

ボリ ューム状態： 起動済み

ボ リ ュームにアクセスする こ とができ、 と くに問題は認められません。 これが正常なボ
リ ューム状態です。 ユーザによる処置は必要あ り ません。

ボリ ューム状態： 停止

ボ リ ュームは停止されており、 使用する こ とができません。

❖ ボ リ ュームを使用できる状態に戻すには、 そのボ リ ュームを起動します。

ボリ ューム状態： 未初期化

ボ リ ュームは有効になっていますが、初期化されていません。ボ リ ュームの作成中にこの
状態が示されても、 ユーザによる処置は必要あ り ません。

❖ ボ リ ュームを使用できる状態にするには、 そのボ リ ュームを起動します。
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ボリ ューム状態： 縮退

RAID-5 ボ リ ュームが縮退モードになっています。 通常この状態は、 1 つ以上のサブディ
ス クが使用できず、 読み取り要求に応えてデータの再生が必要と される場合に発生しま
す。下位のディ スクに全面的な障害が発生しているか、ディ スクの一部に入出力エラーが
発生している可能性があ り ます。あるいは、下位のディ スクが切り離されている場合も考
えられます。

❖ 物理ディ スクの電源が入っており、 プラグがコンセン トに差し込まれ、 コンピュータ
に接続されている こ とを確認します。 ディ スク、 コン ト ローラ、 またはケーブルに問
題がある場合は修正します。システム上のディ スクを走査し （[ ホス ト ]→ [ディ スク
の走査 ]）、 新たに接続したハードウェアが Volume Manager で認識される こ とを確認
します。
RAID-5 ボ リ ュームを正常な状態に戻すには、 そのボ リ ュームを リ カバリ します。

❖ 部分的または全面的なディ スク障害が発生した場合は、ディ スクを交換するか、影響
を受けたサブディ スクを別のディ スクに移動します。

ボリ ューム状態： 使用不可

RAID-5 ボ リ ュームは使用できません。 通常この状態は、 2 つのディ スク障害が同時に発
生した場合 （つま り、同じス ト ラ イプ内の 2つのサブディ スク、 またはス ト ラ イプ内のパ
リ テ ィ と 1つのサブディ スクが、破損しているかアクセスできな くなっている場合） に発
生します。下位のディ スクに障害が発生しているか、アクセスできな くなっている可能性
があ り ます。

❖ 物理ディ スクの電源が入っており、 プラグがコンセン トに差し込まれ、 コンピュータ
に接続されている こ とを確認します。 ディ スク、 コン ト ローラ、 またはケーブルに問
題がある場合は修正します。システム上のディ スクを走査し （[ ホス ト ]→ [ディ スク
の走査 ]）、 新たに接続したハードウェアが Volume Manager で認識される こ とを確認
します。
次のコマンドを実行して、 属しているディ スク  グループにディ スクを再追加します。

/etc/vx/bin/vxreattach [デバイス名 ] 

RAID-5 ボ リ ュームを正常な状態に戻すには、 そのボ リ ュームを リ カバリ します。

❖ ボ リ ュームのディ スクのうち 2つのディ スクに障害が発生する と、RAID-5ボ リ ューム
は使用できな くなり ます。障害の発生したディ スクを交換してから、次のコマンドを
実行してボ リ ュームを再起動します。

vxvol -f start ボリューム名

バッ クアップからボ リ ュームを リ ス ト アします。

今後この問題を防止するには、 RAID-5 ボ リ ュームのロギングを有効にします。
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一般的な ト ラブルシューテ ィ ング

こ こでは、 Storage Administrator を使用しよ う と したと きに発生する可能性があるい くつ
かの一般的な問題の解決方法を示します。

クライアン ト /サーバに関する問題
こ こでは、Storage Administrator ク ラ イアン ト /サーバに関する問題とその解決方法につい
て説明します。ク ライアン ト とサーバの詳細については、vmsa（1M）および vmsa_server
（1M） マニュアル ページを参照して ください。

ユーザーにサーバへ接続する権限があり ません。

このエラーは、 以下の場合に発生する可能性があ り ます。

◆ ユーザ名が間違っている。

◆ パスワードが間違っている。

◆ ユーザがマシンのアカウン ト を持っていない。

◆ パスワード  ファ イル、グループ ファ イル、NIS テーブルにユーザのエン ト リが含まれ
ていない。

◆ ユーザ名が vrtsadm グループのエン ト リに含まれていない。

❖ 再度、 ユーザ名とパスワードを入力します。同じエラーが再び表示される場合は、 マ
シンの管理者に問い合わせ、 ユーザ名が vrtsadm グループに登録されており、 適切
なパスワード  ファ イル、 グループ ファ イル、 NIS テーブルにユーザ名とパスワード
が正し く入力されている こ とを確認して ください。

そのよう なサーバはあり ません。

指定したホス ト  マシンが存在しないか、DNS（Domain Name System）に含まれていません。

❖ マシン名を確認し、 マシン名を再度入力します。

サーバに接続できません。

管理対象のマシン上で、 Storage Administratorサーバが稼働していない可能性があ り ます。

❖ サーバが稼働しているかど うか （vmsa_server -q） 、 ク ラ イアン ト とサーバが正し
く構成されているかど うかを確認します。必要に応じて、 Storage Administratorサーバ
を再起動します。
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クライアント /サーバ間のバージョ ンが一致していない可能性があり ます。

Storage Administratorク ライアン ト とサーバのバージ ョ ンに互換性がない可能性があり ます。

❖ 次のコマン ドを実行して、 ク ラ イアン ト とサーバのそれぞれのバージ ョ ンを確認し
ます。

vmsa -V

vmsa_server -V

必要に応じて、 ク ラ イアン ト またはサーバをアップグレード します。

サーバ接続の切断

Storage Administratorサーバが停止しています。

❖ サーバを再起動します。

サーバに複数のアド レスがあるよう です。

サーバ （ホス ト ） に、 複数のアドレスが指定されている可能性があ り ます。

❖ サーバの IP アド レスの 1つをサーバ ホス ト名と して指定してみます。

構成の変更

Storage Administratorは動的なので、システム上に追加したオブジェク トや既存のオブジェ
ク トへの変更は、自動的に表示されます。通常、 これらの追加や変更は、直ちに （あるい
は短時間で） Storage Administratorに反映されます。

システムにオブジェク ト （新しいディ スクなど） を追加したのに、それらのオブジェク ト
が Storage Administrator になかなか表示されない場合は、 次のいずれかの方法で新しいオ
ブジェク ト を確認する こ とができます。

❖ システム上のディ スクを走査し（[ホス ト ]→ [ディ スクの走査 ]）、新たに接続したハー
ドウェアが Volume Managerで認識される こ とを確認します。

❖ Storage Administratorサーバの設定データベースを更新します（[ホス ト ]→[サーバのリ
セッ ト ]）。
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用語集用語集用語集用語集
GUI
グラフィ カル ユーザ インタフェース

VMSA
Volume Manager Storage Administrator

空きディ スク  プール
Volume Managerの管理下にあるが、 ディ スク  グループに属していないディ スク 。

エンクロージャ

ディ スク  アレイのこ と 。

オブジェ ク ト  グループ
同じ種類のオブジェク ト の集まり 。 各オブジェク ト  グループには、 グループのアイ コン
と グループ名が表示されます。Storage Administratorのオブジェク ト  グループには、ディ
スク  グループ、 ディ スク 、 ボリ ューム、 コント ローラ 、 空きディ スク  プールのディ ス
ク 、 未初期化ディ スク 、 ファ イル システムなどがあり ます。

[オブジェ ク ト 検索 ]ウィ ンド ウ
Storage Administratorの検索ツール。[オブジェク ト 検索 ] ウィ ンド ウにある検索オプショ
ンを使用して、 システム上のオブジェク ト を検索できます。

オブジェ ク ト  ツリ ー
システム上のVolume Managerのオブジェク ト やほかのオブジェク ト の階層構造を動的に
表示したも の。 ツリ ーの各ノ ード は同じ種類のオブジェク ト のグループを示します。

[オブジェ ク ト 表示 ]ウィ ンド ウ
特定のディ スク  グループ内のボリ ューム、 ディ スク 、 およびその他のオブジェク ト がグ
ラフィ カルに表示されるウィ ンド ウ。 オブジェク ト 属性を変更すると 、 このウィ ンド ウ
に表示されるオブジェク ト も自動的に更新さ れます。 ボリ ュームおよびディ スク に関す
る詳細情報や基本情報を表示できます。

起動

タスク を開始するこ と 、 またはウィ ンド ウを開く こ と 。
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ギャッ プ

Volume Managerオブジェク ト （ サブディ スク ） を含まないディ スク領域。

クラスタ

一連のディ スク を共有するホスト  マシン（ ノ ード ） の集まり 。

グラフィ ッ ク  ウィ ンド ウ
オブジェク ト がグラフィ カルに表示されるウィ ンド ウ。 Storage Administrator には、 [ オ
ブジェク ト 表示 ] ウィ ンド ウと [ボリ ュームのレイアウト 詳細 ] ウィ ンド ウがあり ます。

グリ ッ ド

オブジェ ク ト と その属性を示す表形式の表示。 グリ ッ ド には、 Volume Manager のオブ
ジェク ト 、 ディ スク 、 コント ローラ 、 ファ イル システムが一覧表示されます。 グリ ッ ド
には、オブジェク ト  ツリ ーで現在選択されているグループ アイコンに属するオブジェク
ト が表示されます。 グリ ッ ド は動的であり 、 その内容を常に更新してオブジェク ト に対
する変更を反映します。

グループ  アイコン
特定のオブジェク ト  グループを表すアイコン。

警告

システム上のオブジェク ト にエラーまたは障害が発生したこ と を示す表示。 オブジェク
ト に障害またはエラーが発生した場合は、 警告アイコンが表示されます。

警告アイコン

システム上のオブジェク ト に障害またはエラーが発生し たこ と を示すアイ コン。 通常、
警告アイコンはメ イン  ウ ィ ンド ウのステータス領域と 、障害またはエラーの影響を受け
ているオブジェク ト のグループ アイコン上に表示されます。

[警告モニタ ]ウィ ンド ウ
障害またはエラーが発生したオブジェク ト の情報が表示されるウィ ンド ウ。

子

あるオブジェク ト  グループに属しているオブジェク ト 。

[ コマンド 起動ウィ ンド ウ ]
Volume Managerオブジェク ト または別のオブジェク ト に対して実行できるタスク の一覧
が表示されるウィ ンド ウ 。 オブジェク ト の種類、 タスク （ コマンド ）、 およびタスク の説
明が表示されます。 [ コマンド 起動ウィ ンド ウ ]中のタスク をク リ ッ ク すると 、そのタス
ク が起動します。 [ コマンド 起動ウィ ンド ウ ] は、 メ イン  ウィ ンド ウ と 接合または分離
できます。
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コマンド  ログ
現在のセッ ショ ンおよび以前のセッ ショ ンで実行された Storage Administratorタスク の履
歴が記録されているログ  ファ イル。 タスク を実行したユーザ、 開始 / 終了時刻、 タ スク
のステータス、 およびタスク を実行するために使用された下位レベルのコマンド が記録
されます。

[ コマンド  ログ ビューア ]ウィ ンド ウ
Storage Administratorのコマンド  ログ  ファ イルが表示されるウィ ンド ウ。

サブディ スク

連続するディ スク  ブロッ ク が集まって、論理ディ スク  セグメ ント を形成したもの。サブ
ディ スク と プレッ ク ス （ ミ ラー） を関連付けて、 ボリ ュームを形成します。

[参照 ]ダイアログ ボッ クス
システム上の既存のオブジェク ト を表示および選択するためのダイアログ  ボッ ク ス。ほ
と んどの [参照 ]ダイアログ  ボッ ク スは、 ツリ ーと グリ ッ ド で構成されています。

スクロール バー
ウ ィンド ウ内に表示されている部分をずらすために使用するスライ ド式のコン ト ロール。

ステータス領域

オブジェク ト に障害やエラーが発生した場合に警告アイコンが表示される、 メ イン  ウィ
ンド ウ内の領域。

接合（ dock）
メ イン  ウィ ンド ウと サブウィ ンド ウを接合または分離するこ と 。

[選択項目 ] メ ニュー
選択さ れたオブジェ ク ト の種類に順応し て、 名前と メ ニュ ー オプショ ンが変わる メ
ニュー。 デフォルト では、 [選択項目 ] メ ニューはグレー表示になっています。 オブジェ
ク ト を選択すると 、 選択したオブジェク ト に関して実行できるタスク が表示されます。

[属性 ]ウィ ンド ウ
選択したオブジェク ト の詳細な情報が表示されるウィ ンド ウ。

ダイアログ  ボッ クス
ユーザが Storage Administratorに対してデータを入力するためのウィ ンド ウ。ダイアログ
ボッ ク スには、 選択ボタンや、 情報を入力できるフィ ールド などが含まれます。

[ タスク属性 ]ウィ ンド ウ
[ タスク  モニタ ] ウィ ンド ウに表示されたタスク の詳細な情報が表示されるウィ ンド ウ。
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[ タスク  モニタ ]ウィ ンド ウ
Storage Administratorの現在のセッ ショ ンで実行されたタスク の履歴が表示されるウィ ン
ド ウ。 それぞれのタスク について、 タスク を実行したユーザ、 タスク のステータス、 開
始 /終了時刻が表示されます。

チェ ッ ク  ボッ クス
オプショ ンの設定を選択するために使用するコント ロール ボタン。通常、チェッ ク  ボッ
ク スにチェッ ク  マークが付いていると 、そのオブジェク ト が選択されているこ と を示し
ます。

ツールバー

Storage Administratorの各種ウィ ンド ウを表示するための一連のボタン。メ イン  ウィ ンド
ウをも う 1 つ開いたり 、 [ タスク  モニタ ] ウィ ンド ウ 、 [ 警告モニタ ] ウィ ンド ウ、 [ オ
ブジェク ト 検索 ] ウィ ンド ウ、 [カスタム設定 ] ウィ ンド ウを表示したり するこ と ができ
ます。

ツリ ー

システム上のオブジェク ト の階層構造を動的に表示したも の。 ツリ ーの各ノ ード は同じ
種類のオブジェク ト のグループを示します。

ディ スク  グループ
Volume Manager の管理下にあり 、 同じ設定を共有するディ スク の集まり 。 ディ スク  グ
ループの設定は、Volume Managerオブジェク ト に関する詳細な情報（ ディ スクやボリ ュー
ムの属性など ） と オブジェク ト 間の関係を記録したレコード の集まり です。 各ディ ク ス
グループには、 管理者が割り 当てた名前が付けら れます。 ルート  ディ ス ク  グループ
（ rootdg） は、常時存在する特別な専有ディ スク  グループです。 ボリ ュームはディ スク
グループに属するディ スク上にのみ作成できます。

ディ スク名

Volume Manager ディ スク名（ ディ スク  メ ディ ア名） 。 Volume Manager または管理者が
ディ スク に割り 当てた論理名です。

デバイス名

物理的なディ スク  デバイス名（ またはディ スク  アクセス名）。

ノ ード

Storage Administrator ツリ ーの場合は、 ノ ード はツリ ーにつながった要素を示します。 ク
ラ スタ環境の場合、 ノ ード はク ラ スタ内のホスト  マシンのこ と です。

プレッ クス

ボリ ュームおよびそのデータのコピー。 1 つのボリ ュームに、 複数のプレッ ク スを作成
できます。 ミ ラーと プレッ ク スは、 同じ ものを表わします。
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分割バー

ウィ ンド ウの 2つの区画（ オブジェク ト  ツリ ーと グリ ッ ド ） の間にあるバー。 このバー
をド ラ ッ グして、 区画の表示領域の大きさ を調整できます。

ホスト

マシンまたはシステム

ボタン

ウィ ンド ウ  コント ロールの 1つ。 ボタンをク リ ッ ク すると 、 タスク が開始されるか、 ほ
かのオブジェク ト （ ウィ ンド ウやメ ニューなど ） が表示されます。

ポッ プアッ プ  メ ニュー
特定のオブジェク ト または領域をク リ ッ ク したと きにだけ表示される 、 状況に順応する
メ ニュー。

ボリ ューム

1つ以上の物理ディ スク の部分から構成される仮想ディ スク またはエンティ ティ 。

[ボリ ュームからディ スクへのマッ ピング ]ウィ ンド ウ
ボリ ュームおよびそれに対応するディ スク が表形式で表示されるウィ ンド ウ 。 このウィ
ンド ウには、 各ディ スク 上のサブディ スクやギャ ッ プなどの詳細情報も表示できます。

[ボリ ュームのレイアウト 詳細 ]ウィ ンド ウ
ボリ ュームと その構成要素がグラ フィ カルに表示されるウィ ンド ウ。 このウィ ンド ウに
表示されたオブジェク ト は、ボリ ューム属性が変更されても自動的には更新されません。

未初期化ディ スク

Volume Managerの管理下にないディ スク 。

ミ ラー

ボリ ュームおよびそのデータのコピー。 1 つのボリ ュームに、 複数のミ ラーを作成でき
ます。 ミ ラーと プレッ ク スは、 同じ ものを表わします。

メ イン  ウィ ンド ウ
Volume Manager Storage Administrator の初期画面。 このウィ ンド ウには、 システム上の
ボリ ュームやディ スク などのオブジェ ク ト を表示するツリ ーと グリ ッ ド で構成さ れま
す。 ほかにも メ ニュー バー、 ツールバー、 オプショ ンの [ コマンド 起動ウィ ンド ウ ] が
含まれます。

メ ニュー

オプショ ンやタスク の一覧。 メ ニュー項目を選択するには、 対象の項目にマウスのポイ
ンタを合わせ、 マウス  ボタンをク リ ッ ク します。
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メ ニュー バー
現在のウィ ンド ウで使用できる一連のメ ニューが含まれているバー。 メ ニュー バーは通
常、 ウ ィ ンド ウの最上部に横に表示されます。

読み取り専用モード

読み取り 専用モード では、 Storage Administrator を介してシステム上のオブジェク ト を参
照できますが、 管理処理を実行するこ と はできません。

ラジオ ボタン
オプショ ンの選択に使用するボタン。 同時に選択できるラジオ  ボタンは 1 つだけです。
ラジオ ボタンは、 ク リ ッ ク するたびにオンと オフが交互に切り 替わり ます。
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